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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　水みず嶋しま圭けい子こが真ま霜しもの本家で働いていたのは、今から十七年ほど前のことだった。

　家政婦、女中、使用人。あるいはメイドと呼ばれて雑多な家事をこなす、その仕事自体に不満は無かった。何より、貰もらえるお金に満足していた。それは圭子にとっては想像以上の金額で、同年代の子たちが同じぐらい稼かせいでいるとは、とうてい思えなかった。

　確かに、上京して華はなやかな生活を送ることへの憧あこがれが無い訳では無かった。外界から隔かく離りされたような山奥にある真霜家での生活に、息苦しさを感じない訳では無かった。いくらお金を稼いだところで、ここでは使いどころが無い。そんな想おもいはあった。

　ただそれも、しばらくの辛しん抱ぼうだと水嶋圭子は思っていた。

　中学高校と勉強なんてまるでしなかった圭子には、都会の大学へ進むことなんて望みようが無かった。ならばまず地元でお金を貯ためて、ということも難しかった。閉へい鎖さ的な田舎いなか町には、圭子の素行の悪さは知れ渡わたっていた。

　だから、親しん戚せきの叔母おばから紹しよう介かいされた、真霜のお屋や敷しきでの住み込みの仕事は、まさに渡りに船だった。お金を貯める事と、煩わずらわしいしがらみのある地元から逃のがれる事。その二つを備えた、うってつけの仕事に、圭子は迷う事無く飛びついた。

　明確な目標があることは、行動にも良い影えい響きようを与あたえるのだろう。

　お金を貯めて上京する。それはいくらか即そく物ぶつ的な目標ではあったが、真霜家に雇やとわれてからの圭子は、今までの自分を振ふり払はらうように、真ま面じ目めに働いていた。

　ただ、振り払えなかった事が一つだけあった。それは、中学生のころから習慣になっていた喫きつ煙えんだった。




　蒸し暑い、夏の夜だった。

　月明かりを頼たよりに、いつもの場所に辿たどり着く。

　高い木に背中を預けて、圭子は取り出した煙草たばこに火をつけた。

　煙けむりをゆっくりと肺に取り込むと、一日の疲ひ労ろうが忘れられるようだった。

　日中は煙草を吸うことができない。何せ母おも屋やも離はなれも全室禁煙──いや、正しくは、喫煙者が一人も居ないのだ。もちろん灰皿も無い。

　ただ、そもそも未成年の圭子は、隠かくれて吸うことが習慣になっていた。寝ねる前の一服のためだけに、ほぼ毎日、暗く人気の無い裏手の森まで歩いていた。

　もう少し奥に入れば、真霜家にとってのご神体が祀まつられている場所があるらしい。圭子も直接足を運んだことは無いが、近付かないようにと注意されたことがあった。近付くことが許されているのは真霜家の当主だけ。そんなふうに聞いていた。そして、このあたりは幽ゆう霊れいが出る、という噂うわさもあった。

　だからこそ人が来ない。

　隠れて煙草を吸うには、うってつけの場所だった。

　圭子はいつも通りコーヒーの空あき缶かんに灰を落としながら、ゆっくりと煙を吐はき出す。

　幽霊の存在なんて少しも信じてはいなかった。もちろんそれはお化けや妖よう怪かいにしても同じことだった。

　だから、不意に視界に入ったそれに動どう揺ようしたのは、全く別の理由からだった。

　ご神体が祀られている、と聞かされていたあたりに、ぼんやりと明かりのようなものが揺ゆれていた。

　誰だれかが居る。

　圭子はそう思った。見られるのはまずい。クビになるかもしれない。直感的にそう思った。幽霊だ、人ひと魂だまだ、とは決して思わなかった。

　吸いかけの煙草を缶の中に押し込んで、屋敷に戻もどろうと反転しようとした──

　その時。

　圭子は何かにぶつかって、バランスを崩くずし、そのまま尻しりもちをついた。

　痛みで声を上げそうになるが、慌あわてて圭子は口を押さえる。

　見み間ま違ちがいではない。確かに、立ち並ぶ木々の向こうに明かりのようなものが見える。ゆらゆらと揺れるそれは、誰かが歩いていることを想像させるものだった。

　気付かれただろうか。こっちに来るだろうか。

　身を縮める圭子の背中を、とんとん、と何者かが叩たたいてくる。

　とんとん。とんとん。何も喋しやべらないのも不気味だった。月が隠れてしまったのか、辺りは暗くなっている。

　奇き妙みようなことの連続に、背筋が冷たくなるのが分かる。それでも勇気を振り絞しぼり、圭子はゆっくりと振り向いて──そこで、ふぅ、と安あん堵どの息を吐つく。

　ついさっきぶつかったのは『何か』では無かった。それだけのことだった。

　そこに居たのは、小さな子供だった。

　黒い髪かみは足首あたりまであり、夜でもよく分かるほど、その肌はだは白かった。今まで一度も日の光を浴びたことがない。そんなふうにも思えた。着ている赤い和服と対照的な白い肌は高貴さを感じさせるものだったが、手にした棒のようなものを楽しげに揺らす様子は、いかにも子供らしいものだった。

　圭子にとっては、見たことのない子供だった。

　山を一つ越こえてここまで？　いや、それは遠すぎる。

　きっと、誰かがこっそり連れてきたのだろう。

　何のために？　誰のために？

　そんなことは考えるまでも無かった。髪の長さからすれば女の子だろう。つまりはそういうことだ。

　──それにしても、どうしてこんな夜中に？

　どこまでも無む邪じや気きで、嬉うれしそうな表情は、警けい戒かい心を無くさせるものだった。「どうしたの？」と尋たずねることに、圭子は何のためらいも無い──はずだった。

　そんなとき。

　不意に、雲間から月が顔をのぞかせて。

　出すはずだった声は、悲鳴に変わった。

　目の前の光景に、全身から力が抜ぬけていく。圭子はだらしなく腰こしを抜かし、そのまま意識を失った。

　小さな子供は、楽しげに微笑ほほえんでいる。

　手にしたモノを揺らしながら、ただただ楽しそうに。

　和服は、赤いのでは無かった。

　赤く、染まっていた。べったりと、血で濡ぬれていた。

　そして、大事そうに手に持っていたのは──人間の、腕うでだった。




　目を覚ましたのは、翌朝だった。

　誰も、圭子の言う事を信じようとはしなかった。

　夢でもみたんだろう、そう言って笑った。そもそも、誰も、気絶した圭子を屋敷まで運んではいないと言った。倒たおれていたことすら知らなかった。

　訳が分からなかった。どこまでが現実なのか。何が本当のことなのか。

　だから圭子は、その日のことを、ただの夢だったのだと結論付けた。




　ただ、その日のうちに、水嶋圭子は一方的に解かい雇こを告げられた。

　煙草を吸っていたことまで話していた。失敗だった。最悪だ。運が悪かった。あんな馬ば鹿かげた夢のせいだ──そう思った。







　１　家族のかたち







　巫み城しろ都みやこ。財界の雄ゆう、巫城グループ会長の孫まご娘むすめにして、私立御み城しろ学園理事長令れい嬢じよう。容よう姿し端たん麗れい頭脳明めい晰せき完全無欠のお嬢様。腰のあたりまでまっすぐに伸のびた黒くろ髪かみは絹糸のように艶つややかで、その優ゆう雅がなたたずまいは自らの肩かた書がきに負けない気品に満ちている。

　立てば芍しやく薬やく、座れば牡ぼ丹たん、歩く姿は百合ゆりの花。学園内においては尊敬の対象であるとともにその厳しさとカリスマ性から畏い怖ふの対象でもあるのが私立御城学園《トップ３》巫城都であり、そんな巫城のお嬢様に小さなテーブル越ごしでまっすぐに見み詰つめられるとさすがにこっちも緊きん張ちようしてしまう訳で、それは現在居る場所が学園寮りようＳ棟とう自分の部屋という圧あつ倒とう的てきホームの状じよう況きようにあるとしてもまったくさっぱり変わらない。

　できたてのオムライスは今まさに食べられる瞬しゆん間かんを待っている状況であり、ここで手を止める理由は無いのだけれど、食べる前からどんな感想を言うのが適切だろうかとついつい考えてしまう。もちろん何事も器用にこなす巫城のお嬢様なら、このオムライスが失敗作なんてことはあり得ないだろうけど──

（………………ど、どう、でしょうか……？）

　目は口ほどに物を言うというのはなるほどその通り。お嬢様のすぐ後ろに立っている、お馴な染じみ黒い和服に身を包んだ八や千ち代よちゃんも何も言葉は発しないものの、（私の愛する都様に昼食まで作らせておいて下手な事を口走ろうものなら……！）そんなオーラに背筋が寒くなる。どうせなら座ればいいのに、と八千代ちゃんに言ってみたところで、いつもどおりに『私の使命は都様をお守りすることですから』なんて涼すずしげに言われてしまうんだろう。そんな様子は人に慣れることのない野生動物を思わせる。

　さて、オムライスの感想はといえば──

「うまいよこれ。ホントに。お世辞じゃなくて」

「そ、そう、ですか？　それなら良かった……」

　少し恥はずかしそうに、それでも嬉しそうな表情を浮うかべる巫城のお嬢様にほっとする。ちらりと八千代ちゃんの様子をうかがえば、複雑そうな表情ではあるけれど怒おこってはいないように見える。よしよし正解ひと安心。

　二月の休日昼食時。ここに居るのはお嬢様に八千代ちゃん、それからこの俺藤ふじ倉くら冬とう麻まの三人という比ひ較かく的てき珍めずらしいメンバー構成であり、どうしてこんな状況になったかといえば、時間をわずかに遡さかのぼり──






















「それじゃあ、『いってらっしゃい』のキスをしてもらおうかな」

　楽しげな口調は御城学園三年、第十二期《トップ３》の長なが峰みねさんであり、『いってらっしゃい』のキスというラブラブしいイベントの相手となれば《パートナー》であり恋こい人びとでもあるふんわり笑顔が魅み力りよくのみどりさんでしかあり得ないのであるが、休日、日曜午前中、学園寮Ｓ棟玄げん関かんでまっすぐこっちに視線を向けられているという事態に『もしかして』『ひょっとして』『万万が一、億が一』とは思いながらも訊きいてみる。

「……キスって、その、長峰さんに、ですよね」「まあ、そうなるよね」「……ちなみに、誰が誰に、とか、そういう」「それはもちろん──」

　奇妙な溜ためは嫌いやな予感で、

「藤倉くんが、僕にだね」

　ウホッ、いい笑顔──ってちょっと待ったちょっと待った！

「やりませんよそんなこと！」「やらない？」「やりません！」「藤倉くん、こんな言葉は知ってるかな？　昔の偉えらい人の言葉なんだけど」「……格言ですか？」「そんな感じだね」「あの、それをどうして今──」「昔の偉い人は言いました」「マイペースすぎる！」「『恋する藤倉くんはせつなくて、長峰先せん輩ぱいのことを想おもうとスキトキメキトキス』」「絶対言ってない！」「まあ言ってないよね」切り替かえ早いなあ！

　と、ここで長峰さんは雰ふん囲い気きを変えてくる。

「そっか、藤倉くんは僕が帰ってこなくてもいいんだ……」「ええ!?　いやそのそういう訳じゃなくて……」「藤倉くんは僕が病院で死んでもいいんだ……」「ちょ、検査に行くだけなのに!?」「そのまま逝いってしまえと思ってるんだ……」

　哀かなしげな様子はどこか芝しば居いがかっておりいつもどおりの演技なのは分かっているけれど『もしかして』『ひょっとして』『万万が一、億が一』なんてことも考こう慮りよに入れるとここはひとつ思い切って手とかほっぺとか？　なんて悩なやんでいるところに、

「亮りよう平へいさん、もう行きますよ～」「にーさま、トーマさんを困らせちゃダメです！」

　挟はさみ込むように、みどりさんと泉いずみちゃんが長峰さんの頰ほおに両側から可か憐れんに口付けて、

「それじゃあ、そろそろ行こうかな」

　長峰さんが満足そうに微笑みながら応こたえるという、おそらくここまでが予定調和のやり取り。私立御城学園は今日も平和に平へい穏おんで、ついついこんな日々がこれからもずっと続くことを願ってしまうけれど、三年生の長峰さんやみどりさんがもうすぐ卒業してしまうという事実は確かにあって、それを寂さびしく感じてしまうのが現実であったりもする。

「ちゃんと帰ってくるから安心するといいよ、藤倉くん」

　そんなふうに微笑む長峰さんは、「この検査が終わったら、結けつ婚こんするんだ……」と過か酷こくな戦場に向かう兵士のようなコメントを残すことも忘れない。

　体は弱いが病院嫌ぎらい──それが長峰さんではあるが、《パートナー》のみどりさんはといえば「はいはい、亮平さん行きますよ～」と軽かろやかに受け流し、付き合いの長さによる余よ裕ゆうを感じさせてくれる。みどりさんが傍そばに居るならきっと大だい丈じよう夫ぶ。そう思える。

「トーマさん、それでは泉も行ってきます！」

　びし！　と敬礼するのは泉ちゃんで、その頭をぽんぽんと撫なでながら、「長峰さんのこと、よろしくね」「はいです！」応える澄すんだ声が心地ここちいい。思い出してみれば、長峰さんの病院行きにはいつも泉ちゃんが同行している。きっと長峰さんにとっては妹である泉ちゃんの存在も大きいんだろう。着ているオーバーオールのせいでいつもより幼く見えるのは、泉ちゃんらしい愛あい嬌きようといったところ。

　午前十時。私立御城学園、学園寮Ｓ棟前。天気は快晴でも、二月中ちゆう旬じゆんの風はまだ冷たい。ふと八千代ちゃんを見れば、ピンク色のマフラーを巻いているくらいで──と、このあたりにまつわる話はひとまず置いておくことにする。

　長峰さんとみどりさん、それから泉ちゃんの乗り込んだ黒くろ塗ぬりの車をゆっくりと見送りながら、「今回はどうしますか？」と巫城のお嬢様が声をかけてくる。

　御城学園《トップ３》制度において、《トップ３》と《パートナー》は共にあるのが原則であり、《パートナー》が都合により離はなれることになった場合、代理を立てることが出来る──というのは要するに、一応第十三期《トップ３》であるこの俺藤倉冬麻としては、他ほかの誰だれかに日常家事の手伝いをしてもらうことが出来るという非常にありがたい話ではあるけれど、「ん、いつもどおりで」と答は決まっていて、「分かりました」と頷うなずく巫城のお嬢様もいつもどおり。長峰さんが学園外の病院で行う検査は定期的なもので、その対応も概おおむね決まってきている。

「それでは、カンナが藤倉の臨時《パートナー》扱あつかい、ということで」

　ただこれはあくまでも形式上のもので、実際は何も変わらない。もし御城学園の敷しき地ちから出ることになれば《パートナー》随ずい行こうということにはなるけれど、今のところはそんな予定も無い。そもそも昼食だって、いつもは自分で作っている訳で──

「……あとですね、あの、藤倉？　良かったら、なのですが」

　巫城のお嬢様が遠えん慮りよがちに声をかけてくる。ついさっきまでの冷静なものとは違ちがう、どこか落ち着かないような表情。朱しゆに染まる頰にこっちも緊張してしまう。

「藤倉のお昼、私が作っても……いいですか？」







　そんな巫城のお嬢様の申し出を断れる人間が居るだろうかいや居るはずもない（反語）──という訳で回想終しゆう了りよう。

　ただ正直に言ってしまえば、少しずつでも巫城のお嬢様との距きよ離りが縮まっていけば、なんてことを思っていたりもする。過去の記き憶おくと消えない傷きず跡あと。忘れてしまうことなんて出来ないけれど──もう、前を向いてもいいのかもしれない。つい最近、ひさびさに妹の琴ことちゃんと逢あってから、よくそんなことを考える。

　あ、と巫城のお嬢様は声をあげて、

「飲み物が要いりますね。すみません、すぐに用意しますから」

「都様、それぐらいなら私が──」

　そんな八千代ちゃんの言葉を、巫城のお嬢様は右手で制して、「八千代のぶんも用意しますね」と小さく微笑ほほえんで付け加える。ゆっくりと立ち上がり、キッチンに向かう巫城のお嬢様は可愛かわいらしいクマのエプロン姿で、その背中からは楽しげな様子が伝わってくる。あくまでも例えばの話ではあるけれど、巫城のお嬢様と一いつ緒しよに暮らしたらこんな雰囲気なのかも、なんて思ったりもする。

　ふぅ、と八千代ちゃんはひとつ息を吐ついて、

「……座りますが、構いませんね」

　なんだか珍しいことを言ってくる。いつもはいくら言っても座ろうとしないのに、何か心境の変化でもあったんだろうか、なんて考えているうちに八千代ちゃんは既すでに腰こしを下ろしている。もちろん、このほうが落ち着くから一向に構わないけど──

「……まったく、もっと気の利きいた言葉は無いんですか？　せっかくの都様の手料理だというのに──」

　ちくり。小声ながらもダメージ大きめ。くぅ、お、落ち着かないかもだ……。

　ここは逃にげの一手。八千代ちゃんの視線を避さけるようにして、お嬢じよう様さま手作りオムライスをぱくぱくぱく。うむ、確かにうまいんだよねこれ。だからといって『うまい』以外に気の利いた言葉というのがなかなか思いつかない。『ケチャップの味って男のコだよな……』なんか違う。『シャッキリポンと、舌の上で踊おどるわ！』これも違う。『ゴマソースのものもチリソースのものも同じ皿で取れって言うのか!?』もう違いすぎて何がなにやら。

　不意に、八千代ちゃんは溜ため息いき混じりでぼそりと不満げに、

「まぁ、藤倉様は、私が作ったときなんて『おいしい』ぐらいのことさえ、滅めつ多たに言ってくれませんけど……」

　!?

「え!?　いやそのそんなことは──」

　こっちが言い終えるより早く、ぷい、と八千代ちゃんは横を向いてしまう。

　確かに、八千代ちゃんが作ったものを、改めて『おいしい』なんて言うことは少なかったような気もする。とはいえ八千代ちゃんが作ったものがおいしいなんてことはここＳ棟とうにおける共通認にん識しきでありもはや言うまでもないことで──いや違う。違う。言わなきゃ伝わらない。伝わるはずがない。これは当たり前のことだ。反省。

「……ゴメン八千代ちゃん。その、次からは、ちゃんと言うから」

　無反応。

「その、いつもおいしいって思ってます。本当に。心から」

　無反応。

「そりゃもう、毎朝八千代ちゃんの作った味み噌そ汁しるが欲ほしいくらいで──」

（何を言ってるんですか何を！）

　なるほど目は口ほどに物を言う訳であり、八千代ちゃんは顔を真っ赤にこっちを向いて、可能な限りの小声で一気にまくしたてる。

「そういうことじゃありません藤倉様！　何を誤解してるんですか変な誤解しないでくださいふざけるのもいい加減にしてください！　気が利かない藤倉様なら仕方無いと皮肉を言っただけのことをいったいどうしてどういう思考回路でああもうああもう！　さっきみたいな台詞せりふは都様に言うんです言うべきなんです！」

「え、あの、さっきみたいな台詞って──」

「分かりましたね藤倉様！」

　こくこくこくこく！　八千代ちゃんの迫はく力りよくに、ひとまずともかく頷く以外のことが考えられない。しかし、八千代ちゃんの勢いはとどまることなく、

「それからケチャップが頰についてます！　ああもうそっちじゃなくてこっち！　もう少し綺き麗れいに食べられないんですかこれだから藤倉様はまったく──」

「お茶で良かったですか？」

　キッチンから戻もどってきたお嬢様は、「八千代、藤倉をあまりいじめないように」と言いながら、テーブルの上に湯飲みを並べる。学園のカリスマ巫城都。それが、非常にクマクマしいエプロンでお茶をいれてくれるというのは──うん、これはこれでいいかもしれない。もちろん少しは緊きん張ちようするけれど、部屋の雰囲気はかなり柔やわらかくなっている。これがクマ効果であるならば、ちょっとグッズの収集を考えてみたいところ。

「そんなつもりは──」

　言いかける八千代ちゃんは小さくなって「……すみません、都様」と付け加える。おそらくお嬢様の眼力に負けたんだろう。責めている、といった雰囲気では無いけれど、存在そのものに圧おされてしまう。

「あのさお嬢様、別にいじめられてた訳じゃ──」

「都と呼ぶように。藤倉にはいつも言ってますよね？」

　……失敗。これはもう何も言えなくなってしまうパターン。

　腰を下ろしながら、巫城のお嬢様は拗すねたような口調で、

「そんなふうに呼ばれるたびに、私、すごく哀しくなるんですよ？　藤倉も分かってください。もう、一年近くになるんですから」

　一年近く。それは御城学園に来てからの時間であり、巫城のお嬢様と再会してからの時間でもある。一年でこれだけ距離が縮まったと考えるか、これだけしか縮まってないと考えるかは微び妙みようなところではあるけれど──少なくとも、悪いほうへは向かってないはずだ。お嬢様の穏おだやかな表情に、そんなことを想う。

「そういえば、卒業式って来月だっけ？」

「ですね。来月のはじめを予定しています」

　お嬢様は小さな笑みを浮うかべて、「長峰が答辞を読むことになっていますが──さてどうなるか、といったところですね」

　答辞を読む、ということは成績トップだってことなんだろう。そのあたり、さすが長峰さんとは思うけれど──いいんだろうか。卒業式。そして答辞。あの長峰さんなら、何か変なことをたくらみそうな気もするけれど……。

　あの、と八千代ちゃんが遠慮がちに声を上げて、

「長峰様は、そういった場ではむしろ真ま面じ目めになるというか、淡たん々たんとこなすというか、周囲に気を遣つかうというか、そういった印象なのですが──」

「中等部での卒業式では、なかなか派手にやったようですよ」

「……長峰様が、ですか？」

　目をぱちぱちさせる八千代ちゃんに、ええ、とお嬢様は頷いて、

「第九期や阿あ久く沢ざわに乗せられた部分があるとはいえ──中等部での卒業式があったからこそ、阿久沢優ゆうと長峰亮平の名前が広く知られている、といったところですね」

　阿久沢優。第十二期《トップ３》。長峰さんの親友で、今は理由あって学園から脱だつ走そう中。せめて自分と長峰さんの卒業式ぐらいは──とは思うけれど、秋ごろに逢って以来、まったく姿を見せていない。これだけ姿を見せていないと、そもそも卒業も可能なのか疑わしい。実際、試験だけは受けている、なんて聞いたことはあるけれど──

「藤倉、少しいいですか？」

　不意に、巫城のお嬢様がテーブルから身を乗り出してくる。

　何かまずいことを言った──ことは無いはずだ。自信は無いけどおそらくは。それならオムライスの食べっぷりが不満だとかそういう、

「……動かないでくださいね」

　ゆっくりとお嬢様の顔が近付いてくる。長い睫まつげに大きな瞳ひとみ。桜色の唇くちびるは艶つややかに濡ぬれて、近付く距離を意識しない訳にも──

　くす。

「終わりました。藤倉、もういいですよ」

　少し照れくさそうに微笑むお嬢様の右手には白いハンカチ。赤いシミがついているのはおそらくケチャップで、この状じよう況きようからは俺の頰ほおについていたとしか考えられない。

「ゴメン！　そ、その、ハンカチは洗って返すから！　うん！」

　もっと綺麗に食べなきゃなあ……なんて反省。ついさっき八千代ちゃんに注意されたばかりなのに。情けない。かっこ悪い。

「気にしないでください」

　巫城のお嬢様は手て際ぎわ良くハンカチを畳たたみながら、「こういうの、嬉うれしいんです。だから気にしないでください。本当に」

　その言葉に、声こわ色いろに、表情に、雰ふん囲い気きに。何故なぜだか、頰のあたりが熱くなってくる。そして意識し始めると止まらない。指先や耳の先まで熱くなって、心音がやたら大きく聞こえてくる。落ち着け落ち着け冷静に──と頭の中で唱えてみたところで、焼け石に水にも程ほどがある。

　ふぅ、と息を吐く巫城のお嬢様は、遠えん慮りよがちに上うわ目め遣づかいで、




「もし、藤倉が良かったら、その、これからも──」




　ちゃらららっ　ちゃっちゃっちゃー♪

　藤倉はレベルが上がった！

　……なんてことはなく、それはいわゆる携けい帯たいの着信音で、

「うあ！」

　動どう揺ようしたのか、大きな声を上げるのは八千代ちゃんで、「あ、その、す、すみまっ、すみませんでっ、あああ、あのっ、その！」ぱたぱたぱたと両手を振ふる様子は明らかに動揺している。

「八千代、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　すぐさまお嬢様が声をかける。ここに居るのは三人で、携帯が鳴るなんてことは当然のようにあり得る話。もちろん俺も気にしない。

「ほ、本当にすみませんっ……」

　八千代ちゃんが立ち上がる。ドアのほうに向かうってことは、部屋の外で通話する、ってことなんだろう。ちらりと覗のぞく横顔は真っ赤で、恥はずかしかったのがよく分かる。気にしなくていいのに、とは思うけれど、こういうのは本人が一番気にしてしまうのかもしれない。

　ぱたん。

　ドアが閉じられて、部屋に残るは二人だけ。つまりはいわゆる二人きり。二人きり。エアコンの音が、やけに大きく聞こえてくる。

　……意識し過ぎないように、気をつけないと。

「「あの──」」

　声がかぶる。よくあるパターン。落ち着け落ち着け冷静に。『冷静な状況判断が最善を生むんだよ藤倉くん。クールになれ！　レッツＫＯＯＬ！』いわゆるこれが長峰亮平名言集。後半はともかく前半は正しいに違ちがいない。状況判断状況判断……。

「すみません。どうぞ、藤倉から先に……」

　状況判断。はにかむお嬢じよう様さまは普ふ段だんの凜りんとした雰囲気とのギャップで可愛かわいらしく感じられる。やたらとクマクマしいエプロンはもともと泉ちゃんのものではあるけれど、これもなかなか似合っている。要するにこっちの脳がとろけてしまいそうなほど巫城のお嬢様は華か麗れいに可か憐れんで可愛らしくその周囲の空気さえも甘く感じられてしまいそうな──っていかん。いかんぞいかん。視線を逸そらそう逸らしていこう。お嬢様の整った顔から、そして決して大きくはないものの確かにその存在を主張している胸から目を逸らす。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。そうしてふと下を見ればスカートから覗いているしなやかな脚あしが──っていかんいかんいかん！　いかん！

　ぶんぶんぶん！　と首を振る。さよなら煩ぼん悩のうまた明日あした！

「いやそのっ、都はお昼、食べたのかなって、思って……」

　声が裏返ってないことを祈いのりたい。

「大丈夫です。後で食べるようにしますから」

「それならっ！」

　声が裏返ってないことを祈りたい。本当に。「よ、良かったら、その、一いつ緒しよにどうかなって」言いながら、目の前にあるオムライスを指し示す。

　巫城のお嬢様は、少し気まずそうな雰囲気で、

「その、多かった……でしょうか？　足りないよりは多いほうが、とは思ったのですが、確かに少し多すぎたかも──」

「いやそのそういうことじゃなくて、その、一緒に食べるのもいいかなって！」

　そう、一緒にゴハンってのはきっと楽しいはずで、「ほら、どんなの作ったかも食べないと分かんないし！　うんうんそうそうそういうことで」

「作るときに味見はしましたけど──」

　くす、と小さく微笑ほほえんでから、「藤倉がそう言うなら」と巫城のお嬢様は付け加える。仕方無いですね、なんて雰囲気ではあるけれど、会話は見事に自然な流れ。自然だ自然だ間違いない。信じるものは救われる。

　巫城のお嬢様は、その黒くろ髪かみを軽くはらってから、

「それでは、お願いします」

　いたずらっぽく微笑んで、目を閉じる。

　……

　…………

　……………………あれ？

　テーブルから軽く身を乗り出して、巫城のお嬢様は目を閉じている。静かに。何も言わずに。そんな様子からは、こっちを信しん頼らいしきっているのが伝わってくる。

　──ふむ。事情が変わった。取り皿もスプーンも必要ないってことですね。なるほどわかります。わかります。

　……

　…………

　……………………わかってますよ？

　いわゆるあれだ。生まれたてのヒナに餌えさをやるようなもんだな。そういうことだそういうことだ。うんうん。特別意識するようなことでもないはずだ。ないはずだ。そして次の台詞せりふを言うことは恥ずかしいことじゃないはずだ。きっとおそらく大丈夫。大丈夫。信じるものは救われる。

「そ、それじゃ都、あ、」

　ごくり。唾つばを飲み込む。




「あーん……」




　声に応こたえるように、お嬢様の小さな口は無防備に開かれる。開かれる。なすがまま。されるがまま。いわゆるひとつのそんな雰囲気。

　心臓が高鳴ってくるのが分かる。手にしたスプーンが震ふるえているのが分かる。

　いかんぞいかん、藤倉冬麻。冷静になれ冷静になれ！

　冷静に！

　冷静に！

　そうすると今度は今いま更さらに、同じスプーンを使うのってどうなんだ、なんてことを考えてしまう。巫城のお嬢様はそういうことあんまり気にしたりしないんだろうか。

　同じスプーン。そう、いわゆるこれは、俗ぞくに言う間接キス──

　つい、巫城のお嬢様の唇に目が行ってしまう。桜色の唇は、静かにそのときを待っているように見える。間接キス。キス。きっとその唇はとても柔やわらかく、あたたかくて──って、いかんいかんいかん！　ああもうダメだ！　ダメだ！　このままでは煩悩が帰ってくる！　きっと来る！

　ばたん！

　来た！

「すみません都様、警備のほうから──」
















　……

　…………

　……………………ぱたむ。

　帰って行った！

　……あの、八千代ちゃん。無言のままドアを閉められるのは、逆に怖こわいというか……。ナイフが飛んできたほうがある意味落ち着くというかなんというか……。いや別にそういう趣しゆ味みがあるとかそういうことではないけれど……。

　ぱち、と目を開けた巫城のお嬢様と視線が合う。無防備にして至し近きん距きよ離り。緊きん張ちようするのは仕方無い。

「……八千代、でしたよね？」

「そ、そうだと思うけど……」

「どうして入ってこなかったんでしょうか……？」

　……ふむ。巫城のお嬢様としては、『あーん』で食べさせてもらうというのは、とりたてて恥ずかしいことでは無いらしい。Ｓ棟とう内ないでは常識人に分類されるお嬢様ではあるけれど──お嬢様育ちなだけに、多少、ずれたところもあるのかもしれない。

　それから、再び巫城のお嬢様は目を閉じて、

「それじゃ、続き──」

　してください♡

　どこか甘えたような声が脳をくすぐってくる。意図したものなのかどうなのか、台詞の威い力りよくも絶大で、頭がフットーしそうになってくる。なんだか視界も定まらない。ちょっとこれは、これはさすがにやばいかも──

　こんこん。

　今度はノックの音が聞こえてきて、

「ややっ、八千代です！　入ってもよろしいでしょうか！」

　仕切り直し。ドアの向こうから八千代ちゃんの声。

　巫城のお嬢様が視線で促うながして、こっちが「どうぞ、八千代ちゃん」と大きめの声で応える。入口のあたりに立つ八千代ちゃんは、どこかぎこちない表情で、

「さ、先さき程ほどはそのっ、お邪じや魔まが申し訳ございませんでして……」

　うまく舌も回っていない。八千代ちゃんの立場で考えてみれば、敬愛するお嬢様が『あーん♡』でゴハンというラブラブしいイベント真っ最中だった訳で──動揺するのも仕方無いのかもしれない。とはいえここで一段落。ふぅ、とひとつ息を吐つく。

「八千代、何かありましたか？」

　一いつ瞬しゆんのうちに場を落ち着けるのはお嬢様。このあたりはさすがといったところで、八千代ちゃんもいつもの冷静な様子を取り戻もどす。

　ふるふる。こほん。いい調子。黒の和服もいつもと同じ。

「ヘリが一台、こちらに向かっています。もっとも、進行方向がこちらに向いているというだけという可能性もありますが──念のため、対応しようと思います」

「情報が来ていない以上、私用でしょうね」

「私もそう考えます」

「警備だけでは足りませんか？」

「万が一、ということもありますから……」

　ふぅ、とお嬢様はひとつ息を吐いて、

「分かりました。八千代も気をつけてください。決して無理はしないように」

「お騒さわがせして申し訳ありません。それでは──失礼します」

　小さく頭を下げて、くるり、八千代ちゃんは踵きびすを返す。

　ヘリコプターが学園の近くを通る。そんなことでも警けい戒かいしなきゃいけないってのはなかなか大変な気がするけれど、ここ御城学園で警備を担当するってのはそういうことなんだろう。万が一に備えて。それはおそらく、都が狙ねらわれた場合を考えてってことで──
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「……それで、どうして藤倉様がここに居るんですか」

　ところはＳ棟玄げん関かん前。

　事情はごくごくシンプルで、意外にも『気になるなら見てきますか？』と巫城のお嬢じよう様さまに言われて今に至る。『実は私も、気になることがありますから』なんて言葉も引っ掛かかってはいるけれど──それはひとまず置いといて。

「いやその、ちょっと気になったから……」

　どうしてここに居るのか？　その回答を短くまとめるとこんなところ。

　腕うで組ぐみの八千代ちゃんは苛いら立だたしげに、

「……都様を置いてきたんですか？」

「あ、それなら大だい丈じよう夫ぶ！　都は春はる太たとカンナの部屋に行くって──」

「そういうことじゃありません！」

　八千代ちゃんは声を荒あららげて、「どうして藤倉様は分かってくれないんですか分からないんですかどうしてそんなに鈍どん感かんなんですか！　いったい私がどんな想おもいでここに──」

　何か気付いたように、八千代ちゃんは急に言葉を止める。それから、いかにも呆あきれたといった様子で、はぁ、と深く息を吐いてから、

「……ちゃんと、部屋までは送ったんですよね？」

「それはまあ、同じ五階だし……」

「分かりました。分かりました」

　やれやれ。言わずとも伝わるそんな雰ふん囲い気き。「藤倉様にいろいろと期待するのが間違いだった。そういうことなんでしょうね。そういうことですね」

　八千代ちゃんは、ひとり納なつ得とくした様子で、

「では、もう一度尋たずねますが──どうして藤倉様がここに居るんですか？」

　告げる言葉は皮肉っぽい調子。

　ここは、自分の想いを正直に伝えよう。まとまらなくても仕方無い。

「いやその、八千代ちゃんも危ないかもしれないし、もし都が狙われたりするようなことなら、自分が何か役に立てたらって、そう思って──」

　それでも、八千代ちゃんは、はぁ、と溜ため息いきを吐ついて、

「……藤倉様、ちょっと記き憶おく力テストでもしてみましょうか」

　急にどうしたんだろう。時間潰つぶし、なんてところだろうか。

「……第一問」

　じゃじゃっ♪　なんて効果音を脳内で再生しておく。このあたりを八千代ちゃんに期待するのはかなり難しい。長峰さんならともかくとして。

「学園祭のとき、柿かき崎ざき真まことに狙われたのは誰だれでしたか？」

　ふむ。あまり思い出したくないことではあるけど──

「……？　俺だった、よね？」

　こっちの言葉を聞いているのかいないのか、八千代ちゃんは軽く目を閉じたままでクイズを続ける。

「第二問、クリスマスイベントの際、襲しゆう撃げきを受けたのは誰でしたか？」

「それは、泉ちゃん、だったと──」

「実際に怪け我がをしたのは誰でしたか？」

「……俺、かな？」

「それでは第三問、年末、よりにもよって女子校に拉ら致ちされたのは誰でしたか？」

「まあ、俺だよね……」

　なるほど去年みんなに迷めい惑わくをかけた回数を考えると、あのピーチ姫ひめと渡わたり合えるような気もする。ああもうマリオが気の毒だよ！　なんて思ったこともあるけれど──ピーチ姫の立場になってみると、いろいろ事情があるのだと主張したくもなる。さらわれたりもしたけれど、私は元気です☆　これはダメだ。次から助けてもらえない……。

「……それで、どうして藤倉様がここに居るんですか？」

　まったく馬ば鹿かじゃないんですか？　そんな冷たい視線が突つき刺ささる。

　自分がどうして狙われるのか？　その理由には、俺の母さんの血筋ってやつが関係してくるらしい。

　政財界に大きな影えい響きよう力を有する真ま霜しもの家。死んでしまった母さんがそこの出身だってことを知ったのは、ここ御城学園に入ってからのこと。どうして母さんがそんな由ゆい緒しよある家を飛び出したのか、なんて事情は全く知らないけれど、要するにこの俺藤倉冬麻も『真霜の血』ってやつをひいてるってことらしく、そのことが理由で狙われたってのがいわゆる学園祭でのことで、八千代ちゃんの言う第一問。

　ただそれはあくまでもイレギュラーなことで、俺個人が狙われるなんてことが今後あるかと考えると、なかなか──

「ああもう！　聞いてるんですか藤倉様！」

　応こたえないでいるところに、八千代ちゃんは、ずい、と顔を近付けてきて、「藤倉様は自覚が足りないんです自覚が！　また誰かが藤倉様を狙ってたらどうするんですか！　もちろん学内での行動を制限するつもりはありませんが、こうした場合くらいおとなしくしていてください！　別に藤倉様のことを心配している訳ではありませんが、万が一藤倉様に何かあれば都様が哀かなしむんですそのくらい分かってください！　私はぜんっぜんまったくこれっぽっちも藤倉様の心配なんてしてませんけど！」

　こんなふうに言いながらも、八千代ちゃんが心配してくれているのは伝わってくる。巫城のお嬢様の《パートナー》だからとか、お嬢様が望むように行動すべきだからとか、そういうことだけじゃないことはもう分かってる。

　家族のような関係──なんてのは、ちょっとおおげさなのかもしれないけど、ひとことで言えばそんなふうに思ってる。同じＳ棟で暮らしてきたこと。同じ時間を共有してきたこと。そのことは何よりも大切な宝物だって自信を持って言える。

　八千代ちゃんの言うとおり、おとなしく部屋に戻っておいたほうがいいんだろう。もし万が一狙われてるのが俺だとしたら──Ｓ棟の中に居たほうが安全な気がする。

「分かった。八千代ちゃんの言うとおり、部屋に戻っとく」

　その言葉に、ありがとうございます、と八千代ちゃんは応えて、「藤倉様、窮きゆう屈くつな想いをさせてしまい申し訳ありません」と頭を下げる。このあたりの丁てい寧ねいな口調は、いつもの淡たん々たんとしたものに近い。

「それじゃ、八千代ちゃんも気をつけ──」

　と、学園寮りようＳ棟とうに入ろうとしたところで、

「カニ～のパンツはほにゃららら～♪」

　明らかにいろんな部分で間ま違ちがった替かえ歌とともに現れるのは、ショートカットに眼鏡がトレードマーク。御城学園二年、筧かけいカンナ。その声こわ色いろと表情からはいかにも上じよう機き嫌げんな様子がうかがえる。登場数秒で場の雰囲気をゆるいものに変えてしまうのは、さすがＳ棟のムードメーカーといったところ。

　カンナのすぐ後ろに続くのはやはり予想通りの春太で、大荷物二つを軽々と抱かかえ、更さらにはスーツケース二つを押している。御城学園第十三期《トップ３》秋あき月づき春太。１９０センチオーバーの長身に、成績優ゆう秀しゆう運動神経抜ばつ群ぐん、更には下級生からの人望も厚いという完かん璧ぺきすぎるほど完璧な人材ではあるのだが──この場においては《パートナー》であるカンナの荷物持ちになっている。

「トマぴょん問題！　さて冬といえば！」

　カンナが声をあげる。どういう訳かクイズの流れは続いているらしい。

　さて冬といえば？　この発言が唐とう突とつ過ぎるとか意図も意味もさっぱり分からないとかそういうことはいつものカンナクオリティであるから気にしないこととして、とりあえず浮うかんだところで思いつくままに──

　冬といえば？

「……えと、雪とか？」

「せやなトマぴょんの言うとおり！」

　たん！　とカンナは地面を鳴らして、「冬といえばカニやなっ！」

　言ってない！　そんなことは言ってない！　……なんてことは全く気にしないのがいつもどおりの筧カンナであり、天下無敵の眼鏡っ娘こは今日も変わることなく高めのテンションハイテンション。

「エビ！　ホタテ！　イクラ！　冬やな！　冬はええなっ！」

　海産物ひとつひとつにポーズを決め、目をキラキラ輝かがやかせる様子は子供のような無む邪じや気きさがある。かつては超常フエノミナとまで呼ばれた天才・筧カンナ──なんて話を聞いたことはあるけれど、ここ御城学園Ｓ棟において、そんな雰囲気は全く感じさせない。

「なんつーかだな、まあその、すまん八千代」

　荷物を持ったままで、春太が小さく頭を下げる。

　八千代ちゃんはきょとんとした表情で、

「？　秋月様、どういうことですか？」

「俺もさすがに、すぐに用意するとは思わなかったからなあ……」

　すぐに用意するとは思わなかった。それはいったい何のことなのか……？

「北海道に、いーきたいなっ♪」

　浮かれているのか、カンナの歌声は少し調子が外れている。

　北海道に行きたいな……？　まさか、と八千代ちゃんが視線を上げる。休日の正午。広がるのは晴れやかな青空。そして聞こえてくるのは──

「はい！　ヘリコプター♪」

　バルバルバル。とっても大好きホバリング。唸うなるプロペラ音とともに現れるのは、『ＫＡＫＥＩ』とロゴの入ったヘリコプター。ＫＡＫＥＩ。カケイ。筧カンナ。

　……ひょっとして自家用ヘリだったりするんだろうか。北海道に行きたい！　よし、ならばヘリコプターだ！　これはなんというセレブ……！

「な……！」

　八千代ちゃんは、頭上のヘリコプターとカンナの間で、視線をいったりきたりさせてから、「なんのつもりですかカンナさん！　なんの！」

「カニが食べたくなったのです！　どーん！」「どーん、じゃありません！」「ずぎゅーん☆」「ずぎゅーんでもありません！　あのですねカンナさん、こうしたことを予定しているなら、事前に許可を──」「やっちん、うち、お土産みやげいっぱい買こうてくるからなっ」「あ、ありがとうございま──ってそういうことじゃなくて！」「うんうん、いっぱい言うても限度は分かっとるからなっ。まかしとき！」「そういうことを言ってるんじゃなくて──」「あ、でっかいシャケとか冷蔵庫に入らへんかなあ？」「あのですねカンナさん！　こういう個人的なことを許すと周囲にも悪い影響が──」
















　二人の会話はかみ合う様子を全く見せず、頭上に漂ただようヘリのプロペラ音がそれに拍はく車しやをかける。怒おこる八千代ちゃんにそれを軽かろやかに受け流すカンナ。ただそれはいつもの御城学園Ｓ棟の雰囲気であり、どこか安心できるやり取りでもある。

　そんな中、巫城のお嬢じよう様さまがＳ棟玄げん関かんからゆっくりと出てきて、

「私用のヘリ、という時点でそんな気はしたのですが……」

　言ってから、ふぅ、とひとつ息を吐つく。あれだけの情報から予測した巫城のお嬢様をさすがと言うべきか──想像通りの行動を起こしたカンナをさすがと言うべきか。

「今朝思いついたんだとさ」

　カンナの提案による突とつ然ぜんの北海道行き。どうやらそういうことらしい。

　朝に思いつき、昼には出発。思いついたら即そく行動。そんなところはカンナらしい。もちろん春太もそのあたりは承知のうえで、

「トーマス、土産は何がいい？」

　振ふり回されている現実を気にすることなく、次の展開に話題を移す。素す晴ばらしきかなポジティブ思考。もちろんこっちも未来志向で、

「北海道？　それなら──」

　名産として思いつくのは、シャケやイクラやエビカニホタテ──

「あとはクマ……？」クマはいいね。クマは心を潤うるおしてくれる。「木き彫ぼりの？」「いや、野生の」「なんだそりゃ」「大だい丈じよう夫ぶ」「倒たおせってことか？」「春太ならいける」「無茶言うなっての」「はちみつ　いっぱい　とれる」「最後、なんでカタコトなんだよ」

　そもそもクマ＝ハチミツという発想は正しいのかどうなのか。某ぼうランドあたりに聞いてみる必要があるかもしれない。

　そんなやり取りに、春太は楽しげな調子で、

「都ちゃんはどうする？　お土産。希望があれば」

　そうですね、と巫城のお嬢様は微笑ほほえんで、

「カンナがはしゃぎすぎないよう、よく見ておいてください」

　そう言ってから、「くれぐれも怪我をしないように。一番のお土産は、みなが無事に帰ってくることですから」なんて綺き麗れいにまとめる。

　私立御城学園。その学園寮Ｓ棟。都の言うとおり、そこに皆みんなが揃そろうことが、きっと何よりのお土産なんだろう。もちろん、そこにシャケやイクラやエビカニホタテが並ぶことを否定する訳では無いというかむしろ望むところではあるけれど……。

「藤倉、ひとついいですか？」

　何か思い出したように、巫城のお嬢様が話しかけてくる。その表情は、ついさっきまでのものとは違う厳しいもので──

「少しの間、八千代に近付かないでもらえますか？」

　……

　…………

　……………………え？　あれ？　それって、どういう──

「ゴメン、その、もう一回……」

「しばらくの間、八千代と距きよ離りを置いて欲しい。そういうことですが……」

　考えながら話しているのか、お嬢様もどこか迷っているように見える。何かを隠かくしているようで、言葉の歯切れも悪い。

　八千代ちゃんと距離を置く。近付かない。

　いったいどういうことなのか。その意図はよく分からない。巫城のお嬢様の言うことだから、何か理由があるんだとは思う。何か事情があるんだと思う。そしてそれは、きっと正しい判断なんだろう。巫城のお嬢様なら、きっと。

　ただ、ここだけはちゃんと伝えておこう。自分の想おもいを、はっきりと。

「あのさ都、そういうのって無いと思う。八千代ちゃんはＳ棟の仲間で、家族みたいなもので、だから、変に距離を置くのは違うと思う。八千代ちゃんが何か困ってるなら助けたいって思うし、別にそんなことが無くても、普ふ通つうに生活してるなかで話をすることもあるだろうし──」

「言い方を変えましょう」

　お嬢様の表情は真しん剣けんなもので、「八千代の事情に深く立ち入らないように。これでどうですか？　それぞれがそれぞれ事情を抱えてここに居る。それは藤倉も分かりますね？」

「それは分かるけど……」

　どうしてそんなことを今更、なんて思ってしまう。

　事情を抱えてるのは春太やカンナや泉ちゃん、そして巫城のお嬢様だって同じだ。それなのにあえて八千代ちゃんだけを名指しするその意図がよく分からない。何か隠している。そんなふうに見える。

「すみません。理由はまた話します。ともかく──ここ数日は妙みような行動を起こさないように。そのことを、くれぐれもよろしくお願いします」
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　巫城のお嬢様の意図はよく分からないけれど、とにかくおとなしくしていれば特に問題は無いだろう──ということで、この休日で課題をこなしていこうと決めてしまう。長文和訳に英作文。古文漢文現代文。やるべきことはいくらでもあって、むしろ時間が足りないように思えてくる。よしやるぞ！　やるぞ！　やるんだ！

　……

　…………

　……………………

　そして今、自じ販はん機きを求めて疾しつ走そうしている俺は私立御城学園に通うごく一いつ般ぱん的な男の子。強しいて違うところをあげるとすれば、宿題をやっててもすぐに集中が途と切ぎれてしまうってとこカナ。名前は藤倉冬麻。そんなわけで、気分転てん換かんの飲み物を求めて寮外の自販機までやって来たのだ！

　……こんなだからダメなんだろうか。こんなだから《逆トップ》なんて言われてしまうような成績なんだろうか。休きゆう憩けいが多すぎるのか？　自分に甘すぎるのか？　みんないったいどうやって集中力を維い持じしてるんだよ……ちくしょう……。

　目指す自販機には先客が居て、その後ろで順番を待つことになる。歳とし上うえで落ち着いた雰ふん囲い気きの女性。ここ御城学園の先生か──それとも、巫城のいわゆる《スタッフ》か。

「良かったら、いかがですか？」

　……ん？

　振り返る女性が、缶かんのコーラを差し出してくる。冬。コーラ。さすがにホットじゃないだろう。となれば、この状じよう況きようから考えられることは──

「あ、買うもの間ま違ちがえたとか、そういう──」

「コーラ、嫌きらいですか？」

　女性は、少し困ったような表情を浮うかべる。

　会話は微び妙みようにかみ合わないけれど──買うものを間違えた、という解かい釈しやくで進もう。日本語は省略の文化であり、言わなくても分かるだろう、ということかもしれない。

「あ、そんなことないです。ちょうど買おうと思ってたぐらいで──」

「よかった」

　目の前の女性は嬉うれしそうに微笑んで、「断られたら、泣いてしまうところでした」

　……そんな、おおげさすぎる。落ち着いた雰囲気には見えるけれど──不意に見せる表情は、どこか子供っぽい。

　差し出された手から、缶のコーラを受け取ると、女性も満足そうな表情になる。どうぞどうぞ。あ、ありがとうございます。いえいえ。そんなやり取りはどこかあたたかく感じられる。なるほど、これもひとつの人助けなんだろう。ただそれでも、見ず知らずの人におごってもらう、なんて訳にはいかない。

　お金は払はらいますから。そう言おうとしたところで、

「魔ま法ほう、信じますか？」

　そんな、いきなりの先制パンチに言葉を封ふうじられてしまう。

『魔法、信じますか？』

　……脈みやく絡らくは無い。前振りも無い。思いついたことをそのまま喋しやべっている。そんな感じ。確かに、どこか天然っぽい雰囲気もあるようなないような……。

「あ、あったらいいな、とは思いますけど……」

「回復魔法とか」

「か、かいふく……？」

「あるいは治癒ヒーリング。そんな能力はどうですか？」

　ど、どうですかと言われても……。

　不意に、その綺麗な笑みが不ふ穏おんなものに見えてくる。穏おだやかな瞳ひとみが思おも惑わくありげなものに見えてくる。『人生に不安なんじゃないですか？』『健康に興味がありませんか？』『貴方あなたの幸せを祈いのらせてください！』『貯金はどのくらいありますか！』『元気ですかー！』もはやそういう系統にしか見えなくなってくる。そういうことなのか？

「有機生命体にエネルギーを与あたえるのが回復魔法であると定義して──」

　どういうことなのか……？『情報統合思念体によってつくられた対有機生命体コンタクト用ヒューマノイドインターフェイス。それがわたし』なんて言い出されたらどうすればいいのか。危険すぎる。いろんな意味で。

　それでも、女性のペースは全く崩くずれることなく、そしてその綺麗な笑みも全く曇くもることなく、まるで歌うような調子でどこか楽しげに言葉を続ける。

「もし回復魔法を無機物に使ったら。そうした能力を水に使ったらどうなるか、なんて考えたことはありませんか？」

　あ、ありませんけど……と思わず一歩後ずさり。

「何も変化は起こらないのか、それとも温度が上がるのか──」

　そ、そういうのはちょっと……と更さらに後ろへ。

「そのあたり、藤倉冬麻はどう思いますか？」

　個人情報流出！　流出です！　誰だれか！　誰か助け──

「ＷＡＷＡＷＡ忘れ物～♪」

　助かった！　クラスメイト木きの下した、鼻歌まじりで華か麗れいに登場！　それでも木下なら、木下ならきっと何とか──「おうあ！」固まるな木下！　確かに女性と二人きりではあるけれどこれは自動販売機の前といういわゆるなんでもないシチュエーションで、夕暮れの教室で二人きりとかそういうものでは無く、「すまん……ごゆっくりぃ！」待ってくれ木下！　この展開はいろいろと問題が──「なんて引き下がると思ったか！　思ったか！　木下伝説はここから始まる！」戻もどってきた！「お前、言いつけるからな！　泉ちゃんに言いつけるからな！」二度言った！　なるほどここは大切なところですね！

　たん！

「それはともかくお嬢じようさん！　そこの綺麗なお嬢さんっ！」

　急に離はなれた！

　ふふん。微笑む木下は、長めのコートを、ぴし！　と伸のばして、

「こんなところに居ては寒いでしょう？　どうですか、ごいっしょ──」

「間に合ってます」

　にこり。

「それが世界の選せん択たくかあああああああああああ！」

　展開は早い。走り去る木下。舞まい散る涙なみだ。果たして木下が何を忘れていたのか今となっては分かるはずもなく──

「藤倉冬麻の友人ですか？」

　女性は楽しげに語りかけてくる。面おも白しろい方ですね。そんな雰囲気。

　あれ？　待てよ。こっちの名前を知ってる、ってことだよな。フルネームで二度。確かに言ってた。二度ともなれば聞き間違いってことでもないだろう。となれば、実は知り合いだとか。んで、こっちが一方的に忘れてるとか。

　……もしそうだったら最悪だ。よし、そんな可能性を踏ふまえて、なんとかどうにかそれとなく、向こうの名前を聞き出すように──

「九く樹き宮みや雫しずくです。はじめましてですね。すみません」

　くすくす。九樹宮さんはなんだか楽しげな様子。その絶ぜつ妙みようなタイミングに、こっちの考えが読まれたようにも思えてしまう。思えてしまうけど──実際のところは、表情に出てた、ってとこなんだろう。春太やカンナによく言われることでもある。トマぴょんはホンマ考えとることが顔に出やすいなあ。はたして良いのか悪いのか。

「あ、えと、はじめまして！　藤倉冬麻です」

　なんだか距離が縮まる予感。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。自己紹しよう介かいから始めよう。

「知ってますよ。藤倉冬麻は有名ですから」

　くすくすと。子供みたいに楽しげに。

　有名……なんだろうか。いや待てよ。よく考えてみれば在校生って可能性もある。歳上だって思ったのは、勝手なこっちの想像に過ぎない。それはいわゆる奇術マジツクのように、種明かしをしてみれば、なんでもないことなのかも──

「私、ここの卒業生なんです」

　先回り。まるでこっちの心の内を読んだような発言が続くけれど──ひとまずそこは置いといて。

　卒業生。それなら名前を知られていてもおかしくない……かな？

「そして私、魔法使いなんです」

　……どうすればいいんだ。脈絡の無い会話が再びで、微妙な不安がこんにちは。摑つかみどころの無い雰囲気は、どこか長峰さんに似てるかも──なんて考えていたところで、目の前の女性は、「じゃん」と缶コーヒーを取り出して、

「当たったんです。びっくりでした」

　楽しげな笑えみは、周囲の空気を柔やわらかくする。

　……えと、どういうことだどういうことだ？　当たった。びっくり。缶コーヒー。俺にくれたコーラ。それから自動販売機──

「自動販売機！」

「はい」

「当たったんですね！　コーラが！　当たりで！」

　ようやく辿たどり着いた解答に思わず声が大きくなるけれど──対する九樹宮さんの反応は冷静なもので、

「当たっちゃったんです」

　ふんわりとした笑顔はまるで花が咲さいたようで、「たまには機械も騙だまされるんですね」なんて九樹宮さんは付け加える。

　なるほど、アイスの当たりならともかく、自動販売機の当たりなんて、ほとんど見たことも無い。そんなのが当たるとなると──魔法使いなんです、なんて冗じよう談だんも言ってみたくなるのかもしれない。

　ふぅ、と思わず安あん堵どの息が漏もれる。良かった、危ない人じゃなくて……。

「もらってくれると助かります」

　にこり。九樹宮さんの笑みはどこまでも柔らかく、「このまま置いていってしまおうか、と思っていたぐらいですから」

　付け加えられる言葉も、至し極ごく妥だ当とうなものに思える。要いらないからあげた。ただそれだけのことだったんだろう。それなら──いいのかな。たまたま通りがかって運が良かった。そういうことにしておこう。

「それじゃ、ありがたくいただきます」

　どういたしまして、と九樹宮さんは軽く頭を下げてから、

「長峰亮平は、今日は外出ですか？」

　そんなふうに問いかけてくる。

「あ、長峰さんのこと知ってるんですか？」

「ええ、とてもよく」

　こっちの名前を知っているのも、それが理由なのかもしれない。長峰さんと知り合いってことは、Ｓ棟とうでのことが話題に出ているのかもしれない。

「逢あえれば逢いたいと思っていたのですが──」

「長峰さん、今日は病院なんです。検査があるらしくって」

「……検査？」

　九樹宮さんの表情が一いつ瞬しゆん曇くもる。

「あ、でも、ちゃんと明日あしたには帰ってくる予定で──」

「…………なるほど、榊さかきみどりも苦労しますね」

　そう言って、少し儚はかなげな笑みを浮うかべる。その表情は、何か言いたげなもので──

「あの、何かあるなら──」

「ひとつ、長峰亮平に伝言をお願いできますか？」

　まるで鈴すずの音のような高く澄すんだ声は、染しみ渡わたるように周囲に広がっていく。断ることは許されない。何故なぜだか、そんなふうに思えてくる。

　異様な存在感がそこにあった。

　九樹宮雫。その名前はどこかで聞いただろうか。奇き妙みような空気が、この人の周囲に出来上がっている。威い圧あつされるとか、圧あつ倒とうされるとかそういうことではなく──何か、よく分からないものに搦からめとられてしまうような感覚。逃にげられない。圧あつ迫ぱく感かんがある訳でもないのにそんなふうに思えてしまう。どうして、こんな──




「女の子には気をつけるように。そう、伝えてください」




　その言葉で、ふっと気が抜ぬける。

　奇妙な空気感、長峰さんの女性問題が原因だったら、嫌いやだなあ……。







　コーラを手にしていざＳ棟へ。日は出ていても二月の風は冷たく、歩いているだけで気持ちが引き締しまってくる。奇妙な出逢いで少し疲つかれたけれど──大切なのはこれからだ。長文和訳に英単語。戻ってからのプランが重要。

　まるで集合住宅の団地のように同じ建物が並ぶのが一いつ般ぱん生徒用の寮りようで、Ｓ棟はそこから少し離れたところにある。薄うすい水色のその建物は一般生徒用の寮と比べると明らかに異質で、転校した当初は『隔かく離り病びよう棟とうみたい』な印象だったことを思い出す。そんなＳ棟が自分にとって、大切な居場所だって感じられるようになったのはいつからだったか──なんてことは、今になってはよく分からない。それぐらい、ここ御城学園での生活が自分にとって自然に馴な染じんできたってことなんだろう。

　Ｓ棟まで数十メートルくらいまで近付いたところで、玄げん関かんあたりに数台、黒くろ塗ぬりの自動車が止まっていることに気付く。長峰さんは午前中に出たはずだから──他ほかにまた誰か出かけるってことなんだろう。

　長峰さんとみどりさん、それから泉ちゃんが病院で、春太とカンナが北海道。となれば残っているのは自分を除けば巫城のお嬢じよう様さまと八千代ちゃんの二人。これだけ豪ごう華かな出発はきっと巫城のお嬢様なんだろう。ここ最近の巫城のお嬢様は、休日でも出かけていることが多い。私立御城学園理事長令れい嬢じようにして財界の雄ゆう・巫城グループ会長の孫まご娘むすめ。その立場が休むことを許さない、ってことなのかもしれない。

　今からお嬢様がお出で掛かけってことは……寮に一人で残ることになるのか。いや待てよ、ひょっとしたら、八千代ちゃんも寮に残るのかもしれない。

　となれば伏ふく線せんはここで回収される。つまりはいわゆるそういう意味で『妙みような行動を起こさないように』なんてお嬢様に釘くぎを刺さされた──って、あれ？　そうなるとどういうことだ？　二人きりになると突とつ然ぜん『ハアハア八千代ちゃん、八千代ちゃん……』『ちょ、藤倉様やめてください！　やめ──』『声を出してもいいんだよハアハア。誰だれも助けになんて来ないんだからフヒヒ』『いやあ！　だめ！』『オウフ、オウフ、そんなこと言って、ここはもう（検けん閲えつ削さく除じよ）』なんてことをやらかすような人間だと思われてるってことなんだろうか。……ちょっとそれは哀かなしすぎる。単に八千代ちゃんに迷めい惑わくをかけないようにって程度だろう。たぶん。きっと。おそらくは。

　足を進めるうちに、何か口論でもしているような声が聞こえてくる。止められた黒塗りのすぐ近く。一方は巫城のお嬢様で、もう一方は──八千代ちゃんだろうか。どこか修しゆ羅ら場ばめいた空気に思わず身を隠かくしてしまう。

　黒の和服に時じ代だい掛がかった髪かみ型がた。それはもう八千代ちゃんでしかあり得ないけれど、巫城のお嬢様と言い争いをする、ってのが予想外に思える。懇こん願がんするような雰ふん囲い気きの八千代ちゃんに、それを叱しつ責せきするような巫城のお嬢様。お嬢様の言うことに絶対服従ってのがいつもの八千代ちゃんで、こんな雰囲気は意外なものに感じられる。

「────ですが、都様────私も──」「八千代、気持ちは──、ただ────」「もちろん──、そのことは──」「──ません」「ですが──」「私としては時とき彦ひこの────、もちろん雪ゆき姫ひめは────かもしれませんが」「それなら────」ちらほら会話の断だん片ぺんが聞こえてくるけれど、その内容までは分からない。

　ただ、ある程度離はなれていても聞こえるってことは、それだけ声が大きいってことだ。巫城のお嬢様も八千代ちゃんも気持ちが昂たかぶっているのかもしれない。

　こんな状じよう況きようで思い出すのは、俺が学園に来た当初のこと。あのときは確か、カンナのことを悪く言った八千代ちゃんを、巫城のお嬢様が──

　ぱしん！

　その音はここまで聞こえてくる。叩たたかれた八千代ちゃんは呆ぼう然ぜんとしていて、お嬢様の表情はどこかつらそうなものに見える。八千代ちゃんは何か言い返すことも無く、そのままでただ立っている。ついさっきまで、午前中にはあんなに仲が良さそうだったのに。お互たがい信しん頼らいしている雰囲気だったのに。目の前で起こった光景が、うまく理解できない。

　それから、巫城のお嬢様はひとことふたこと残して、車に乗り込んでしまう。かすかな排はい気き音を残して黒塗りの車は走り去り、玄関前には八千代ちゃんが残される。

　それでも、八千代ちゃんは動かない。黒塗り自動車が居なくなったＳ棟前は、まるで時間が止まったように見える。

　ゆっくりとＳ棟へ。一歩一歩近付いていく。

　そして、とうとう──

「…………八千代ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　声をかけることの出来る距きよ離りになる。

　八千代ちゃんはその場を動かない。どんなやり取りがあったのかは分からないけれど、叩かれたことがそれだけショックだったのかもしれない。泣いている、なんてことはないと思うけど……。

「…………別に、何でもありません」

　大丈夫ですから、と言いながら八千代ちゃんは顔を上げる。確かに泣いてはいない。叩かれた左頰ほおは赤くなっているけれど、その表情はいつものもので変わらない。

　巫城のお嬢様には、八千代ちゃんと距離を置くように言われたばかり。お嬢様の言うことを守るなら、ここはそのままＳ棟に入ってしまうべき。聡そう明めいな巫城のお嬢様の判断ならばそれに従うべき。そこはもちろん分かってる。本当に何でもないなら──それでもいいのかもしれない。

　ただ、『大丈夫です』『何でもありません』なんて言葉が、まるで八千代ちゃん自身に言い聞かせているように感じられてしまう。無理をしている。無理して表情を作っている。そんなふうに思えてしまう。それなのに、何も言わずに通り過ぎるなんて──そんなことは出来ない。出来る訳がない。Ｓ棟で一いつ緒しよに暮らしてるから。ほんの一年でも同じ時間を過ごしてきたから。ここでの生活を、大切に想おもってるから。

　出来るだけ、重い雰囲気にはならないように、

「あのさ、都にもたぶん考えがあるんだとは思うけど、別に叩くことは──」

「都様は悪くありません」

　八千代ちゃんは即そく答とうして、「私がわがままを言っただけのことです。責められるべきは私です。都様は悪くありません」と続ける。その言葉には、お嬢様と八千代ちゃんの確かな信頼関係が感じられて、少し安心する。

「いや、それでも叩くことは無いと思うけど……」

　出来るだけ軽い調子で。あまり深刻にならないように。ただそれでも、

「都様は悪くありません」

　これ以上何も言うな。八千代ちゃんの口調にはそんな雰囲気が漂ただよっている。ここであっさり引き下がる、ってのが今までの藤倉冬麻ではあるけれど、

「都、どんなこと言ってた？」

　あえてもう一歩踏ふみ込んでみる。

　巫城のお嬢様だって、それだけの理由で叩いたとは思えない。八千代ちゃんがわがままを言う、なんてことはよっぽどのことだ。自分の希望を口に出すのが少ないのが八千代ちゃんで、そのことはお嬢様も気にしていた。それなら──自分の想いを告げる八千代ちゃんの姿は、都だって望んだもののはずだ。

「それは──」

　八千代ちゃんが言い澱よどむ。ただそれでも、視線を脇わきにそらしながらで、「……三月に、母の一いつ周しゆう忌きがあるんです」そんなふうに、静かに話を切り出す。

「……八千代ちゃんの、お母さん？」

「……まあ、一応」

　ふぅ、と八千代ちゃんはひとつ息を吐ついて、「『真霜の家には帰らないように』──都様がおっしゃっているのは、要するにそういうことです」

　……ん？　どういうことだ？

　一周忌。母親。……って、母親の一周忌!?

「え!?　あのさ八千代ちゃん！　そんな、母親の一周忌に帰らないなんて、そういうのっておかしいと──」

「あの、藤倉様、母親といっても義理の母親なので──」

「いやそういうことじゃなくて！」

　思わず声が大きくなってしまう。

　義理の母親。血の繫つながっていない両親。それは本当の両親に劣おとるのか？　違ちがうだろう。違うはずだ。何も変わらない。何も変わらないはずなんだ。血が繫がらなくたって家族なんだ。それなのに──

「八千代ちゃん、それは帰らなきゃダメだって！」

　この考えは揺ゆるがない。「母親なんだから。家族なんだから。義理だからとかそういうことは関係ないよ。関係ない。それは、絶対──」

「……呼ばれてなくても、ですか？」

　一いつ瞬しゆん、時間が止まったように感じられる。

　八千代ちゃんは顔を上げて、儚げな笑みを浮かべる。

　小さな声。静かな言葉。それが──ひどく、胸を締め付ける。呼ばれていない。望まれていない。義理の母親。家族。血の繫がらない、家族。

　そんな顔しないでください。たいしたことないんですから。八千代ちゃんはそんなふうに微笑ほほえんで、

「そもそも、真霜霧きり姫ひめと──義母とまともに話したことなんて、ほんの数回ほどのものです。戸こ籍せき上の母親。それだけのことです。おそらくですが、私のことを娘むすめだと思うことは無かったと思います」

「でも、そんな──」

　そんな、ことって。

「亡なくなったときも呼ばれなかったんです。そういうことです。真霜での私はそういう位置付けなんです。だから──都様の言っていることが正しいんです。帰らないように。それが正しいんです。だって、望まれてないんですから」

　八千代ちゃんの声は明るくて、それが逆につらくなる。何かを諦あきらめたような笑みに言葉が詰つまる。淡たん々たんとした言葉が胸に刺さる。望まれていないなんて、そんなことがあるんだろうか。親子なのに。血の繫がりは無くても、家族なのに。

　ひょっとしたら自分も──なんてことを今いま更さらに考えてしまう。

　藤倉の父さんと母さん、それから琴ちゃん。血の繫がりは無いけれど、家族だって思っている人たち。でももし、家族だと思っているのが、自分だけだったら？　そんなことを思ってしまう。今更に。今更、どうしようもないのに。

　湖こ陵りよう銀行立て籠こもり事件。そのたった二人の生き残りのうちの一人。血の繫がりの無い子供。全く関係の無い他人。そんな俺のことを厄やつ介かいな存在だと思うことがあるんだろうか。邪じや魔まだと考えることがあるんだろうか。そんなはずは無い。そう思ってる。信じてる。でも、それでも──

「あ、あの！」

　八千代ちゃんの声。そこで、自分が俯うつむいていたことに気付く。

「すみません藤倉様！　あの、ホントにそんなたいしたことじゃないんです。えと、その、あのですね藤倉様、その、今日はいい天気で良かったというかなんというか最近寒くなってきて朝起きるのが大変というか──」

　慌あわてて八千代ちゃんが話しかけてくる。「藤倉様！　そうです藤倉様！　夕飯に何が食べたいとかありますか？　あの、カンナさんも居ないことですし、良かったら私が作らせていただこうかな、なんて──」

　おおげさな仕草はいつものイメージからは遠いもので、八千代ちゃんなりに場を明るくしようとしていることがよく分かる。八千代ちゃんだって悩なやんでるはずなのに、他人である俺のことを気き遣づかってくれている。他人の痛みを感じて、優やさしくしてくれている。

「そのですね、べ、別に藤倉様と二人きりだからどうこうなんてことは無いのですが、その、一人ぶんも二人ぶんも同じなのでその、良かったらといいますかその──」

「ゴメン八千代ちゃん。大丈夫」

　大丈夫だから、と続けて。出来るだけ明るい声を出す。きっと深刻な表情になってたんだろう。自分なりに成長しているつもりではあるけれど、強さも優しさも、まだまだ八千代ちゃんに及およばない。せめて、心配はかけないように。せめて、それくらいは。

　……あれ、ちょっと待てよ。都の主張は、『真霜の家には帰らないように』ってことだ。そんなお嬢じよう様さまと口論になったってことは──

「八千代ちゃんは、帰りたいんだよね？　真霜の家に」

「え？　あ、それは、その──」

　八千代ちゃんは少し困ったように、「その、つまり、『一周忌』という理由があれば、雪姫に逢あいに行ける、と考えて……すみません」

「あ、そっか。つまり、雪姫さんに逢えればってことで──」

「不ふ謹きん慎しんですよね、そういうの。都様に怒おこられてしまうのも当然ですね……」

　言い終える八千代ちゃんは、苦笑いを浮うかべる。

　真霜雪姫さん。私立御城学園第十二期《トップ３》で、在学中の《パートナー》は八千代ちゃん。そんな雪姫さんは、現在『真霜の巫女みこ』となり、学園から、そして八千代ちゃんとは離はなれてしまっている。

　ただそれでも、八千代ちゃんが逢いたければ逢えばいい。そんなふうに思う。家族なんだから。姉し妹まいなんだから。家族が逢えないなんて、そんな不自然なことは無いはずだ。

「よし八千代ちゃん、それなら雪姫さんに逢いに行こう！　今すぐ！」

　考えるより早く言葉が出てくる。『軽率な行動は慎つつしむように』『周囲の状じよう況きように流されないように』それは巫城のお嬢様によく言われることで──ひょっとしたら、また怒られてしまうのかもしれない。

　は、はぁ……、なんて八千代ちゃんは呟つぶやいている。突とつ然ぜん何を言い出すのか。そんなふうに思っているんだろう。本気とも思っていないのかもしれない。それなら──

「それじゃ、都が留守のうちに行っちゃおっか！」

「ええ!?　ちょ、ちょっと待ってください！　え!?　あの」

「よし八千代ちゃん！　思い立ったらすぐ行動！」

「で、でも藤倉様、その、やっぱりそういう訳には……」

　嫌いやがっているようには思えない。突然の提案に戸と惑まどっている。それだけなんだろう。表情には、少しずつ希望が広がっているように思える。

　いいの？　本当に？

　後は背中を押すだけ。たったそれだけ。簡単なことだ。

　行きたい。雪姫さんに逢いたい。八千代ちゃんからは、そんな想いが伝わってくる。八千代ちゃんが悩んでいるなら、力になりたい。迷っているなら、手助けしたい。望みや願いを、簡単に諦めて欲しくない。喜んで欲しい。幸せになって欲しい。八千代ちゃんのことは、家族みたいに思ってるから。家族みたいに、大切に思ってるから。俺が都に怒られて済むのなら──それでいいことなんだから。

　ふぅ、とひとつ息を吐いて、まっすぐに八千代ちゃんを見み詰つめる。

　最後のひと押し。これならきっと間違い無い。

「俺も、雪姫さんに逢ってみたい。姉さんに、逢ってみたい。だから──」

　一緒に行こう。一緒に、逢いに行こう。

　どこまでが本心なのかは、自分でもよく分からない。ただひとつ確実に分かっているのは、こんなふうに言えば、優しい八千代ちゃんはきっと──













　　　証言（『雨う月げつの谷の鬼おに』について）







　そうですか。わざわざこんな遠いところまで。学生さんも大変ですね。論文にしたのはもう十年も前のことですし、参考になるかは分かりませんが──

　ええ、文ぶん献けんが無いんですよ。だから直接。正直、文献が無いものほど惹ひかれる、というところもありますね。多た々た羅ら放ほう庵あんはご存じですか？　ええその通り。出典なんて曖あい昧まいでもいい。そういうことですね。出典を明確にしないのにはそれだけの理由があるはずですから。そうしたもの──要するに禁きん忌きを孕はらんだものにこそ時代性を感じられる。私はそう考えています。

　確かに苦労しました。どこに行けばいい、なんてことも分からないものですから、結局は手あたり次し第だいですね。若かったから出来たんでしょう。骨折り損のくたびれ儲もうけ。苦労した割にはたいして評価されなかった──なんて愚ぐ痴ちは止やめておきましょうか。まあ、好きでやっていることですから。

　どうぞ座ってください。飲み物はコーヒーで良かったですか？　ああ、気を遣つかわないで結構ですよ。しがない准じゆん教きよう授じゆですから。あ、その椅い子すはぐらつくから気をつけてくださいね。ええ、最近はどこの大学も厳しいみたいですね。まあ、こんな田舎いなかの大学は特に。貴方あなたも大学に残るようなら気をつけて──と、つい愚痴っぽくなってしまいますね。すみません。私の悪い癖くせなんです。そうそう、論文も読まれたかとは思いますが、「雨月の谷の鬼」はこんな話として伝わっています。







　昔々。

　いつのころからか谷に住み着いた鬼に、雨月の里の人たちはたいそう困っていました。

　鬼は、里にやって来ては、畑の作物を荒あらし、牛や馬を殺してしまうのです。鬼を退治しようとした里の若者も、逆に、鬼に殺されてしまいました。

　困った里の人たちは、雨月神社の神かん主ぬしに相談することにしました。しかし、神主はいっこうにとりあってくれません。

　そんな、里の人たちに手を差し伸のべたのは、なんと、神主のひとり娘むすめでした。その娘はとても美しく、そのうえ誰だれに対しても優しく、里の人たちからも『雨月の巫女様』としてたいそう愛されていました。

「私が、鬼のもとへまいりましょう。」

　里の人たちはおどろきました。そんなことをしては、巫女様が死んでしまう。鬼に食べられてしまう。

　里の人たちはみんな反対するのですが、娘は静かに微笑むばかりでした。




　とても静かな夜でした。

　こっそりと雨月神社を抜ぬけ出した娘は、まっすぐ谷のほうへと歩いていました。

　ちょうどそこを通りがかったのが、馬に乗った真ま鞍くら皇子でした。事情を知った皇子は、自分が鬼を退治すると告げ、娘には里に戻もどるよう言い聞かせました。

　しばらくして。

　里で待っていた娘のもとへ、真鞍皇子は帰ってきました。

　鬼に食べられてしまったのか、その右みぎ腕うでは無くなっていましたが、皇子の顔は晴れ晴れとしたものでした。

「鬼は退治しました。これで、里のみなさんが困ることはもう無いでしょう。」

　皇子の言うとおり、雨月の里に鬼が現れることはもうありませんでした。

　それから、雨月の里に残った皇子は、娘と結けつ婚こんして、たいそうしあわせに暮らしたということです。







　めでたしめでたし──というのがいわゆる表の話です。

　昔話や民話というものはしばしば語り継つがれるうちに変容していくというのはご存じのとおり、この話にも別の内容のものが伝わっています。大筋はほとんど変わっていませんが、違ちがうのは最後の部分。

　こんな内容です。







　皇子は意い気き揚よう々ようと鬼の亡なき骸がらを持ち帰り、その姿を見た娘は泣き崩くずれてしまいました。

　なんと、皇子に殺された鬼は、幼いころに別れた娘の兄だったのです──







　おそらく、本質はこちらのほうなんでしょうね。語り継ぐうちに明るい結末に変わってしまったんでしょう。ハッピーエンドが好まれるのは、今も昔も同じです。

　要は朝ちよう廷ていにおける外がい征せいのお話なんでしょう。殺された鬼は、中央に対たい抗こうする権力のメタファーと考えられます。いわゆる地方の豪ごう族ぞくですね。唐とう突とつに皇子が現れる民話はいくらでもありますし、この『雨月の谷の鬼』もその例のひとつと考えられますね。変わっている部分があるとすれば、鬼の正体が娘の兄だった、という部分ですが──実際は、皇子の兄だったのかもしれません。朝廷内部での権力争い、と表立って語るのははばかられた。禁忌として直接には触ふれられなかった。そんな理由だったのかもしれませんね。

　皇子の右腕について、ですか？　なるほど、確かに珍めずらしいかもしれませんね。あえて残すような部分でも無い、とも言えますから。

　そう──ですね。皇子が里に残った理由を付けたかった、というのはどうでしょう？　任務は果たしたが、傷を負った皇子は自身を恥はじて中央へ戻らなかった。もちろん、これはあくまでも仮説に過ぎません。起こったと考えられる事実だけを抜き出していけば、また別の解かい釈しやくが可能になるかもしれませんね。







　２　真霜家







　ジェットコースターは命の保証があるから楽しい、とはうまいこと言ったものだと体験するとよく分かる。可愛かわいい女の子の膝ひざ枕まくらという男の夢でありかつ最高のシチュエーションが存在しているにも拘かかわらず、全くさっぱりちっとも安らげないのは目前に死の危険があるからであり、酔よい止めの効果を軽かろやかに乗り越こえる左右の揺ゆれに始まり、時に頭文字にアルファベットを付けたくなるようなドリフト走行が繰くり広げられるとなればもう窓の外を見る勇気も無い。

　私立御み城しろ学園・学園寮りようＳ棟とうを出てから数時間、山道に入ってからの車中は常にこんな状況が続いている。それはまるでスピードの向こう側を目指しているのかと思えるほどのもので、ちょっとしたきっかけで不運と踊おどってしまいそうにも思えてくる。

「……藤ふじ倉くら様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　お腹のあたりをさすってくれる八や千ち代よちゃんの表情もいくらか強こわ張ばり、真っ黒な和服と対照的な肌はだの白さが、今日は変に青白く感じられる。ただそれでも気き丈じように前を向いているあたり、これから起こること、そしてこれから訪おとずれる場所への想おもいの強さが感じられる。確か、八千代ちゃんも車に酔う体質だったはずではあるけれど──精神が肉体を凌りよう駕がする、っていうのはこういうことかもしれない。対照的に、自分の弱さには情けなさが止まらない。油断しているとせりあがってくる胃液にはもう哀かなしくなるしかない。

　左側のガードレールの向こうは切り立った斜しや面めんであるにも拘わらず、まるでダンスを踊っているかのような運転を八や重え垣がきさんは続けている。左手は常にサイドブレーキにかかっていて、ハンドルを支えるのは右手のみ。しかも時折調子の外れた鼻歌が聴きこえてきて、その吞のん気きさが逆に怖こわさを増してくる。

　はんふんはーん♪　はんはーん♪

　せめて、せめて両手を使ってください八重垣さん……両手を、両手を……。

「よっしゃ！」「!?」嫌いやな予感！「インド人を右に！」どういうことだ！

　今度は車体が右に揺れる。「ひっ」と八千代ちゃんが体を震ふるわせ、八重垣さんが「うまいもんでしょ？」と誇ほこらしげな声をあげる。

　こっちはこっちで揺れるたびに意識が朦もう朧ろうとして、不意に天国が見えたりもする。うぅ、どうして安全運転じゃないんですか……と考えると、八重垣さんのテンションが上がっていることが理由として考えられる。これは運転手の人選を間ま違ちがえたか……？
















　ぱしん、と八重垣さんはハンドルを叩たたいて、

「よっしゃ！　そんじゃあそろそろ片輪走行を──」

「「それはやめてください！」」

　八千代ちゃんと声が重なる。

「えへへー、冗じよう談だんだってば。さすがにそんなの出来ないよ。歌か舞ぶ伎きみたいでかっこいいなあ！　とは思うけどさっ」

　こんな運転手が八重垣菊きく野のさん。相当なレベルで乱暴な運転を繰り広げてはいるけれど、長めのポニーテールを揺らしながらの動作はなかなかさまになっている。吊つり目がちではあるけれど、その表情全体はむしろ柔やわらかい印象で、快活な雰ふん囲い気きには年ねん齢れい差を感じさせない親しみやすさがある。御城学園在学中、第七期《トップ３》だった真ま霜しも時とき彦ひこさんの《パートナー》だった、ということは、６つ歳上で──今は23歳くらいだろうと予想。さすがに年齢までは訊きけないけれど。

　それにしても、真霜家に向かうのに八重垣さんが運転手というのも、なかなか運命的なもののように思える。もっとも、今回の行動は巫み城しろのお嬢じよう様さまには内ない緒しよのもので、そうなると話を持っていきやすいのが八重垣さんだった──といういきさつはあるらしい。

「しっかし遠いよねえ。あとどれくらい？」

「もう少しです。あと一時間くらいだと思います」

　ひとまずまっすぐな道になったせいか、八千代ちゃんの表情は穏おだやかなものになっている。ちらり、と窓の外に視線を向けると、鮮あざやかな緑が目に入る。いったん落ち着いただけで、ここからも山やま越ごえは続くのかもしれない。

「そっか。もうすぐだね！」

「着くころには暗くなっているとは思いますが……」

「そんなの気にしない気にしない！」

　とんとん、とハンドルを叩く八重垣さんはご機き嫌げんな様子で、「時彦に逢あえればそれでオッケー！」と時彦さんに対する好意を隠かくそうともしない。もっとも、真霜家の次期当主である時彦さんには既すでに婚こん約やく者が居るらしく、それが報むくわれない恋こいであることの認にん識しきはあるらしい。『冬とう麻まちゃん。でもそう簡単に忘れらんないもんなんだよ？』重い雰囲気が無いのは、きっと八重垣さんのいいところなんだろう。

　さて。

　八千代ちゃんのお兄さんが真霜時彦さん。そして現在、『真霜の巫女みこ』となっているのが雪ゆき姫ひめさん。雪姫さんのことを八千代ちゃんは『姉さん』なんて呼んではいるけれど、戸こ籍せき上厳密に言うと八千代ちゃんのお姉さんでは無く、そして八千代ちゃんと時彦さんには血の繫つながりが無くて──

　うむ、ややこしい。ややこしすぎるのでいったん整理しておこう。ひとつひとつ確認しないと何がなんだか分からなくなってくる。

　まず、真霜家現当主が真霜和かず弥やさん。話を聞く限りでは50歳くらいってとこだろうか。この人については、八千代ちゃんの印象も悪くないように思える。

　そして先代の『真霜の巫女』が真霜霧きり姫ひめさん。この人は去年亡なくなっていて、現当主・和弥さんの奥さん。年齢もおそらく、和弥さんと同じくらいなんだろう。八千代ちゃんとしては──あまり良い印象は無さそうな雰囲気。『戸籍上の母親。それだけのことです』なんて言い切る様子は、何かを諦あきらめたようにも見えたことを思い出す。

　んで、時彦さんと八千代ちゃんは、この二人──真霜和弥さんと霧姫さんの養子。ここまでは理解できる。時彦さんと八千代ちゃんを養子に迎むかえるにあたっては、現当主である真霜和弥さんの意向が大きかったらしい。

　そして他人ひと事ごとのように語ってはいるけれど、現当主である真霜和弥さんの娘が、俺の母さんの真霜冬ふゆ姫ひめ。何らかの事情で冬姫母さんが真霜家を出て行った、というあたりはひとまず置いといて──戸籍上、八千代ちゃんは俺の母さんの妹にあたるらしい。よし、ここまでもなんとか理解できる。冬姫母さんが真霜を出て行ったからこそ、現当主の和弥さんは養子が必要になったのかもしれない。

　更さらに、冬姫母さんから生まれたのが現『真霜の巫女』である雪姫さん、それからこの俺、藤倉冬麻。よしよし、ここまでもなんとか大丈夫……だと思う。少しずつ自信が無くなってくるけれど、完かん璧ぺきに理解しなくてもいい、と妥だ協きようしておくことにする。そして更に、真霜家現当主・真霜和弥さんは実の祖父で、真霜霧姫さんが祖母。……だよな。うん。とりあえずはここまで。情報が増えすぎてもしょうがない。

　ともかく確実に分かったことは、八千代ちゃんは俺にとって『おばさん』になるってことで──はじめまして八千代おばさん！　なんて言えるってこと。もっとも、それはどこからかナイフが大量に飛んできそうな言葉ではあるけれど。

　もちろん、雪姫さんが、自分にとっては血の繫がった姉にあたる、なんてことも改めて理解したけれど──そのあたりはまるで実感が無い。逢いたいのか逢いたくないのか。そんな単純なことも実際のところはよく分からない。

　八千代ちゃんの膝に頭を乗せたままで、

「急だったけど、良かった？」

　不意に、そんなふうに訊いてみる。

　思いつきの行動がどこまで正しいのか──それは行ってみないとよく分からない。行く行かないで悩なやんでいるよりは、行ってから考えたほうがいい。そんな考え方は単純すぎるだろうか。『雪姫さんに逢いに行きたい』俺がそう言えば、優やさしい八千代ちゃんは確実に応こたえてくれる。家族の想いを大切にする八千代ちゃんが断るはずがない。そう考えての台詞せりふではあったけれど──強引だったかもしれない、なんて今更に思う。

「藤倉様は、葉は琴ごとさんに似てるんですよ、きっと」

　つい先日、御城学園までやって来た妹の琴ことちゃん。その行動は突とつ然ぜんのもので──なるほど、今回の行動と似てるのかもしれない。

　もっとも、琴ちゃんの行動があったからこそ、雪姫さんに逢いに行こう、なんてことを突然に切り出せたんだと思う。家族が逢いに行けば嬉うれしい。それはごく当たり前のことで、血の繫がりなんか関係ないはずだって思える。八千代ちゃんと雪姫さん。二人が逢うのに理由なんて要いらない。逢いたいなら逢いに行けばいい。そう思える。

「まあそれでも」

　八千代ちゃんはいたずらっぽく微笑ほほえみながら、「都みやこ様にはきっと──」

「怒おこられる、かな？」

「鍛きたえておきますか？」

　八千代ちゃんは、ちょんちょん、と自分の頰ほおを指で指し示す。予想されるのは強きよう烈れつな平手打ち。経験済みであるからこそ、あれは痛いと断言できる。特に精神的に──と言いたいところではあるけれど、実際は物理的ダメージも大きめ。闘とう魂こんでも入っているのかもしれない。

「…………土下座の練習もしとく？」

　そんな言葉に、

「そのほうがいいかもですね」

　八千代ちゃんがどこか楽しげに応える。

　なんだか珍めずらしいくらいに八千代ちゃんと和なごやかな会話が続いている。共犯者のような連帯感が、お互たがいの距きよ離りを縮めているのかもしれない。

「それでは、賄わい賂ろも考えておきましょうか」

　八千代ちゃんがいたずらっぽく切り出す。

「……都の好きな食べ物、とか？」

「アップルパイはどうでしょう？」

「あ、それいいと思う。確かカンナも大好物だったし」

「それなら、帰った日はカンナさんのお土産みやげで鍋なべ物ものですね」

「長なが峰みねさんやみどりさんも呼んでみよっか？」

「ですね、受験で忙いそがしいとは思いますが──」

「息いき抜ぬきってことで。やっぱさ、みんなが居たほうがいい」

「それでは、鍋は三つ用意しましょう。会場はいつものように談話室ですね。一つは石いし狩かり鍋なべで、一つはカニすきで、もう一つは──」

　そこで、不意に八千代ちゃんが下を向き、ちょうど視線が重なってしまう。手を伸のばせば届く距離。そして後頭部に感じるぬくもり。止やむに止まれぬ状じよう況きようだったとはいえ、八千代ちゃんに膝ひざ枕まくらをしてもらっているというシチュエーションは今なお継けい続ぞくしている。

　車くるま酔よいとそこから続く和やかな会話のせいで意識してなかったけど、これはなかなか恥はずかしい。意識してしまったことは相手にも伝わるのか、「え？　あ──」と、八千代ちゃんの顔は耳まで真っ赤になる。

　ただそれでも、こほん、と八千代ちゃんは咳せき払ばらいひとつで、

「………………もう平気ですね、藤倉様」

　言いながら、ひょい、と座る位置をずらす。

　当然頭の支えは無くなって、こっちはそのまま、ぼむ！　とシートに頭をぶつけてしまう。要するに、膝枕はここまでってことなんだろう。

「八千代ちゃん、そんな急に降ろさなくても……」

　頭を押さえながら姿勢を戻もどす。ふと前を見てみれば、しばらく続いているのは平へい坦たんな道で、これなら酔い止めもきちんと効いてくるように思えてくる。

　気になることはといえば、昼ごろまでは晴れていた空に雲が出てきていること。こんな状況で雨に降られると、命の危険は更に増してしまう。もっとも雨が降れば、さすがの八重垣さんでも安全運転になるのかもしれないけど……。

「……あの、藤倉様。先さき程ほど言い忘れてしまいましたが」

　八千代ちゃんは真しん剣けんな様子で、「今回のことは、本当に感謝しています。ありがとうございました」言いながら、小さく頭を下げる。

　今回のこと。それは、半ば強引に真霜の家に行くことを決めたこと。まだ結果は何も出ていないけど、八千代ちゃんと雪姫さんの再会が良いものになればいいと思う。

　八千代ちゃんは、ふぅ、とひとつ息を吐ついてから、

「どうしても、どこか遠えん慮りよしてしまうんです。本当の家族じゃない。だから、逢うことを望んでいない──そんなこと、雪姫は思っていないはずなのに。そんなことは分かっているのに、それでも」

　そんな想おもいは、自分に重なって感じられる。

　相手の想いは信じている。分かっている。それなのに動けない。近付けない。一歩が踏ふみ出せない。どうしても距離を置いてしまう。そんなことは、今までに何度もあった。だからこそ、よく分かる。

　血の繫がりが無いこと。それは見えない枷かせのようなものなんだろう。頭では分かっているのに、どうしても動けない。どうしても、もう一歩踏み込めない。

　そんなとき、手を引いてくれる誰だれかや、背中を押してくる誰かが居ることで、前に進めることがあるのかもしれない。例えば、自分にとっての琴ちゃんがそうだったように──八千代ちゃんの助けになれれば。そんなふうに思う。

「私、時彦から聞いたことがあるんだ」

　言葉を挟はさむのは八重垣さんで、「八千代ちゃん、いろいろ言われてきたんだよね？　なら臆おく病びようになるの仕方無いよ。ひどいよね、そういうの。もし何か言うやつが居たら殴なぐっちゃってもいい？　あたし、そういうの大だい嫌きらいなんだ。許せないよ。ぜったい」

「いいんです。気にしなければいいことですから」

「でもさ、なんか納なつ得とくできないよ。そういうのって本人の責任じゃないのにさっ。親なんて選べない訳じゃん。そんなことが分かんないなんて馬ば鹿かだよ」

　ぷー、と八重垣さんは頰を膨ふくらませている。

　八重垣さんが何に怒っているのかはよく分からない。二人の間には、何か共通の認識があって、それを元に会話が進んでいく。

「仕方無いんです。そういう家ですから。ときどき『愛人の子供じゃないのか』なんて揶や揄ゆされることもありましたが──事実かもしれない、と今では思っています。何の縁えんも無い子供を、真霜の当主が養子に迎えるなんて、やっぱり不自然だと思うんです。それに、父も母も分からないよりは、そのほうがいいのかなって」

「あのさ八千代ちゃん、父親も母親も分からないって、その……」

　遠慮がちに訊きいてみる。このあたりが、八重垣さんの怒っていたところなんだろうか。それが原因で、八千代ちゃんはつらい想いをしてきたんだろうか。真霜の家で。家族になったはずの家で。

「小さい頃ころに捨てられた。そんなふうに聞いてます」

　なんでもないように、八千代ちゃんはさらりと応える。「私、もともとは巫み剣つるぎの家で働いてたんです。いわゆる使用人として。ただ、巫剣の家があんなことになって──行き場の無くなったところを拾ってくれたのが父・真霜和弥でした。だから、父には感謝してるんです」

　巫剣の家。その名前を口にしたとき、八千代ちゃんの体が一いつ瞬しゆん強こわ張ばったのが分かる。『あんなことになって』その言い方は、多く語ることを避さけたように思える。そこで何があったのか、なんてことは、きっと聞くべきじゃないんだろう。気付かれないように。そんな雰ふん囲い気きは確かにあった。

「ね、時彦もそんな感じなのかな？」

　運転席から八重垣さんが問い掛かける。

「……？　菊野さん、どういうことですか？」

「生おい立ちとか、小さい頃のこととかさっ」

　同情することも共感することもなく、ただ好こう奇き心しんから尋たずねている──そんな雰囲気が心地ここちよく感じられるのは、八重垣さんのキャラクターによるものだろう。

「時彦さあ、そのへんのこと全然話してくんないんだよ。悩みも不安も自分の過去も、全部ひとりで抱かかえ込んじゃってる感じ。ヒントはくれてるみたいなんだけど、もっとちゃんと話して欲しいって思う！」

　こんなに愛してるのになあ。その言葉は、少し寂さみしげに聞こえる。

　八重垣さんの言葉から、わずかに間があって、

「……すみません。実は、私もよく知らないんです」

　八千代ちゃんはそんな前置きで、「兄が、時彦が小さい頃どんな生活をしていたかはよく知らないんです。話したくないのか、話すまでもないと思っているのか、そのあたりはよく分かりません」

　八千代ちゃんの兄。真霜時彦さん。次期当主にまでなっているってことは、親しん戚せきとか関係者とか──なんて勝手に想像してはいたけど、そういうことでもないらしい。

「ただひとつ確実に言えることは──父が時彦に向ける愛情は、とても強いものだ、ということです。次期当主に時彦を、というのは父の独断です。反対が多かったことも聞いていますが、父の決定が揺ゆらぐことはありませんでした。他ほかにも例えば──そうですね。菊野さんが《パートナー》だったころ、こんな噂うわさを聞いたことはありませんか？　『私立御城学園は、真霜時彦のために作られた』」

　そこで不意に思い出す。

　そうだ。あの男──柿かき崎ざき真まこともそんなことを言っていた。『私立御城学園は、真霜時彦のために作られた』確かにそう言っていた。

　御城学園における《トップ３》制度の存在には莫ばく大だいな金額が動いている。巫城も慈じ善ぜん事業で学園経営を行っている訳ではない。《トップ３》である彼らの歪ゆがんだ部分を才能から生じる奇き行こうであると錯さつ覚かくさせる必要がある。そして私立御城学園は真霜時彦のために建てられたものである──そんなことは、真実だったんだろうか。それぞれの情報からひとつのストーリーが出来上がりそうで、なんだか落ち着かない。

「んー、聞いたことはあるけどさ、都市伝説みたいなものかと思ってた。深夜にピアノが勝手に鳴り出すとか、第三校舎の階段が増えるとか、そんな感じ」

　八重垣さんが話すと、どんな話題からも暗いものが消えていくような気がする。だからこそ真霜時彦の《パートナー》に選ばれたのかもしれない。そして、だからこそ第七期《トップ３》の評価が高いのかもしれない。

「ねえねえそういえばさ、そもそも『真霜の巫女みこ』って何なんだろね？」

　八重垣さんは唐とう突とつに切り出す。

　真霜の巫女。真霜の家を語るときに象しよう徴ちよう的てきに示される存在ではあるけれど、その実態についてはよく分からない。その存在自体が政財界に大きな影えい響きよう力を有する真霜の巫女。分かっているのはその程度まで。

「簡単に言うと、病気や怪け我がの人を治すのが『真霜の巫女』といったところですけど──菊野さんは知ってました、よね？」

　どうして今いま更さら。八千代ちゃんはそんな雰囲気で応こたえる。悩なやむ様子が無いってことは、このあたりはみんなが知ってることで、隠かくすことでもないんだろう。

　奇き跡せきの異能。真霜の力。他人の傷を癒いやす能力。

　それは俺の持っている能力とも関係があるんだろうか、なんてふと考えてみる。

　いわゆる『触ふれたものの温度を上げる能力』分かりやすく言えば、『水をお湯に変えることの出来る能力』……うん、温泉治ち療りようみたいなことが出来るのかもしれない。ひょっとしてではあるけれど。

　もちろんそれは知ってるよ、と八重垣さんは応えて、

「真霜の血をひいてると、なんかそういう超ちよう能のう力りよくがあるんだよね？　んで、今の医学では治せない厄やつ介かいな患かん者じやさんがやって来る。しかも患者さんの中には政治家やら経済界の大おお御ご所しよやらが多くて、そんな人たちからまるで神様みたいに思われてるのが『真霜の巫女』。そうだったよね？　あってるよね？」

「そう、ですけど……」

　応える八千代ちゃんは、質問の意図がつかめない様子。

　そして八重垣さんは、自分のペースを崩くずさないままで、

「なんだか巫女さんっていうより神様みたいだよね。今でいうと雪姫ちゃん自身が神様って感じ。でも、『巫女』なんだよね。何か理由ってあるのかな？」

「すみません菊野さん、そのあたりはよく……」

　八千代ちゃんは申し訳無さげに応える。

　八重垣さんの言っているのはどういうことなんだろう。巫女って言葉にこだわりがある、なんてことなんだろうか。なんだか質問の意図もよく分からない。

「ゴメンゴメン。ただの言葉遊び。ちょっと気になったからさ。そんだけ！」

　そんな言葉とともに、ぐいん、と勢い良く八重垣さんはハンドルを切る。前もって早めにハンドルを……とは思うけれど、こと運転に関してはあまり聞く耳を持っていないことは今までのやり取りで確かく認にん済み。ここは到とう着ちやくまで我が慢まんするしかない。

「ね、冬麻ちゃんは楽しみ？」

「え？　その、何が──」

「雪姫ちゃんに逢あえることだよ。お姉さんなんだよね、冬麻ちゃんの」

　歌うような八重垣さんの口調は『楽しみです！』なんて答えを期待しているように思えるけど──よく分からないってのが正直なところではある。比べるのもどうかとは想うけれど、つい先日、琴ちゃんが来てくれたことは嬉うれしかったし楽しかった。それはきっと、過去の思い出や記き憶おくの共有があるからなんだろう。

　そして雪姫さんはと考えると──まともに話をしたことは一度も無い。姿は見たことがあるけれど、それはほんの一瞬のこと。雪のように真っ白なその髪かみは現げん実じつ離ばなれしたもので、本当に実在するのか、なんてことまで思えてくる。

　実際のところ、ひとまず今回は八千代ちゃん優先で動こうって思ってる。八千代ちゃんと雪姫さん。そこに血の繫つながりは無いのかもしれないけれど、本当の姉し妹まいのような関係があったことは知っている。それなら、二人で逢える時間を大切にして欲しい。別に、こっちのことは後回しでも──

「藤倉様。そこは安心してください」

　八千代ちゃんは柔やわらかく微笑ほほえみながら、「雪姫は本当に優やさしいんですから。藤倉様も絶対に好きになります」

　私が保証しますから。そんなふうに、幸せそうな様子で語りかけてくる。

　雪姫さんのこととなると、八千代ちゃんはたいていこんな雰囲気で、改めてその存在の大きさが伝わってくる。半ば強引ではあったけれど、こんな八千代ちゃんの表情を見ていると、連れ出して良かったって思えてくる。

「……それじゃ、時彦さんは？」

　念のために訊いてみる。真霜時彦。御城学園第七期《トップ３》で、現在真霜家次期当主。一度逢ってはいるけれど、念のため。

「そうですね。兄は──」

「困ったほどに理り屈くつっぽいよねえ」

　言葉を挟むのは八重垣さんで、「あと説教魔ま人じん。先生とかなれば良かったのに」なんて付け加える。

　なんとなく、時彦さんの言葉を思い出す。




　──なあ、藤倉冬麻。お前はお前だ。どんな血を引いてたって、変わらないさ。

　──それを自覚して、強くなれよ。




　なるほど、確かに説教好きってところはあるのかもしれない。ただ、言葉や態度の端はし々ばしには、すごく優しい雰囲気があったことを憶おぼえている。

　そういえば、怪我をした都を治してくれたのも時彦さんで──って、あれがいわゆる『真霜の巫女』の力なんだろうか？

　病気や怪我の人を治す能力。異能の力。それなら、時彦さんも真霜の血を引いているってことになる訳で……うむ、なんだかいろいろ複雑な事情があるのかもしれない。難しいことは考えないことにする。

「アレが先生というのは、どうかと思いますが……」

　八千代ちゃんが苦く笑しようして、

「時彦、あんまり人望無いもんねえ」

　と八重垣さんが応える。「ねえ、冬麻ちゃんは知ってるよね。阿あ久く沢ざわ優ゆうと長峰亮りよう平へい」

「あ、それはもちろん知ってますけど──」

「あの二人は時彦のこと嫌きらってたよ。鬱うつ陶とうしがってた、って言ったほうがいいのかな？」

「そういえば、長峰さん、時彦さんのこと、苦手って言ってたかも……」

「時彦って口うるさいからねえ。すんごい語るし。いいことも言ってるんだけど、その割に感謝されないんだよねえ」

「嫌いや味みが多いですからね。悪気は無いんでしょうけど……」

　苦笑する八千代ちゃんも、時彦さんのことを悪くは思っていないらしい。義理であっても兄として大切に思っている。そんなふうに感じられる。

「今回のことも『何しに来た！』って言うよ。絶対」

「……まあ、言うでしょうね。もうちょっと皮肉っぽいかもしれません」

「『……で、何しに来たんだ？』とかどう？　『で』がポイント」

「傲ごう岸がん不ふ遜そんというか、上から目線というか……」

「まあ性格だよねえ。悪気は無いんだけどさあ」

「確かに、悪気は無いんですけどね……」

　時彦さんをよく知る二人、分かり合える部分は多いらしい。




　　　　[image: §]




　左側に連なる木々はそのまま山へと続き、右側ガードレールの下には澄すんだ川が静かに流れている。舗ほ装そうされてはいるものの、車一台がようやく通れるような狭せまい道路は緩ゆるやかに上り、ぐねぐねと蛇へびの体のような曲線を描えがいている。おそらく、少しずつ山奥へと入り込んでいるんだろう。

「あ、菊野さん、そこです。そこに停とめてください」

　八千代ちゃんが声を上げ、

「よっしゃ了りよう解かい！　まっかせなさい！」

　八重垣さんが嬉しそうにハンドルを叩たたく。

　道路から少し外れた、ただの空き地のような場所。どうやらそこが駐ちゆう車しや場じようになるらしい。手入れが行き届いていないのか、あちこちから雑草が生えているが、広さとしてはそれなりのものがある。観光バスでも10台くらいは停められるかもしれない。

　ふぅ、と八千代ちゃんはひとつ息を吐ついて、

「それでは、行きましょうか」

　安心するようにということなのか、小さな笑みを作る。

　暖だん房ぼうの効いた車内から出ると、外はいっそう寒く感じられる。吹ふき抜ぬける風に耳まで持っていかれそうな気がしてくる。右手側には川で、左手側には山。そんな状じよう況きようも、いっそう風を強く、そして冷たくしているのかもしれない。

　かろうじて陽ひは落ちてはいないものの、辺りはかなり薄うす暗ぐらくなり、厚い雲が広がる空はこれからの雨降りを予想させる。そんな雰ふん囲い気きには、なんだか気持ちまで重くなりそうではあるけれど──

「ここが、あの女のハウスね……！」

　八重垣さんのテンションは高く、恋こいする女性の強さを感じるほかない。冬の寒さもなんのその、勇ましく胸を張ってずんずんと進んでいく様子は頼たのもしい。

　駐車場から歩いて数分。目前には、砦とりでを思わせるような真霜のお屋や敷しきが見えてくる。屋敷の背後にはそのまま森林が続いていて、まるで山城のような趣おもむきもある。写真を撮とれば春はる太たあたり喜んだかもしれない。デジカメを借りてこなかったことを少し後こう悔かいする。

　ぐるりと屋敷を覆おおう白しら壁かべからは、見事な植え込みが顔を覗のぞかせている。きっと、誰だれか専門の職人さんでも居るんだろう。外観からでも、真霜家の格のようなものが伝わってくる。門構えも実に立派なもので、すぐ傍そばまで来るとその大きさに圧あつ倒とうされてしまう。

「ここが！　あの女のハウスね！」

　二度言った！　……それにしても八重垣菊野、ノリノリである。『彼を返して！』『ちょっと、警察呼びますよ！』『呼べばいいじゃない！』なんてやり取りが生じないことを祈いのっておこう。

　とりあえずの到着に、コートから携けい帯たい電でん話わを取り出す。それでもここに来たことの連れん絡らくは入れておいたほうがいい。そんなふうに思う。さすがにここまで来てしまえば、『至急戻もどりなさい』なんてことにもならないだろう。

　メモリーから巫城のお嬢じよう様さまの番号を呼び出して──とここで方ほう針しん変へん更こう。泉いずみちゃんの番号をプッシュ。やっぱり《パートナー》の泉ちゃんに知らせなきゃね！　べ、別にお嬢様が怖こわいってことじゃないんだからね！

　……

　…………

　………………あれ？

　繫がらない。そしてよく見てみれば、『圏けん外がい』の表示。

「このあたりは繫がらないんです」

　八千代ちゃんも、自分の携帯電話を示しながら、「山に囲まれているからかもしれません。中には固定電話がありますから、そちらで対応しましょう」

　そういうことなら、と携帯電話をコートへ戻し、再び門へと向き直る。

　ひとりでこの扉とびらを押す──のはさすがに無理だろう。攻こう城じよう兵器でも使わない限り開けられないような気もする。あるいは友情パワーが必要だとか。

　桃もも色いろのマフラーを巻く八千代ちゃんは、かすかに体を強こわ張ばらせている。それは寒さによるものだけではなく、ようやくやって来た、なんて想おもいがあるんだろう。

「では──入りましょうか」

　八千代ちゃんが一歩を踏ふみ出す。はたしてこの巨きよ大だいな扉は開いてしまうのか……!?　なんて思っていると、脇わきにある小さな扉へと八千代ちゃんは向かう。そこには比ひ較かく的てき新しいインターホンもあって、

「八千代です。突とつ然ぜんにすみません。あの──」

　ボタンを押して、八千代ちゃんが話し始める。なるほど、実際に入口として使われているのはこっちのほうで、大きな門を開けることは少ないんだろう。物々しい雰囲気だっただけに、少し拍ひよう子し抜ぬけでもある。

『そこで待ってろよ』

　男性の声とともに、会話がいったん打ち切られる。

「さっきのってさ、時彦だよね？　ね？」

　八千代ちゃんが頷うなずいて、八重垣さんが目を輝かがやかせる。ほんのわずかな言葉、そしてインターホン越ごしでも分かってしまうあたりは学園時代の付き合いとおそらく愛情のなせる業わざなんだろう。

　ただ、八重垣さんとは対照的に、八千代ちゃんの表情は優すぐれない。なんだか少し戸と惑まどっているように見える。

「すぐに時彦さんが出た？」

「そう──ですね。そういう意味では、良かったと思いますが……」

　真霜家次期当主。そんな偉えらい人でも来客対応はするんだ、なんてよく分からないところで驚おどろいたりする。政財界に多大な影えい響きよう力を有する真霜の家。そこの次期当主ともなれば、いわゆるメイドさんがいろんなお世話をしてくれそうなイメージで──って、実際にはそんなはず無いか。あくまでここは現代日本。メイドはいわゆるファンタジー。

　と、そこで。

　きぃ、と音を立てて、扉が開かれる。

　顔を出すのは和服の男性。髪かみは綺き麗れいな茶色で、長めの前髪が眼鏡に半分以上かかっている。とろんとした目は眠ねむそうであり、嫌いや々いや出てきた、というふうにも見える。

　一度だけ逢あったことがある。自分の記き憶おくと確かに一いつ致ちする。
















　真霜時彦。真霜家次期当主で──ひょっとしたら、『真霜の巫女みこ』だけが持っているとされる、『人の傷を癒いやす』能力を持っている人。

　御城学園第七期《トップ３》だったってことは、６つ歳とし上うえで23歳ぐらい。歳相応、といったところには見えるけれど、立ち振ふる舞まいには貫かん禄ろくがある。ただ、抱いだく印象は一度逢ったときと同じ。決して悪い人じゃない。そんなふうに思う。

「……で、お前ら何しに来たんだ」

　時彦さんの言葉に、（やっぱり言った！）と八重垣さんが笑えみをこぼす。キャラクターが把は握あくされてるってのは、はたして良いのか悪いのか……？

「あの、兄さん、実は──」

　八千代ちゃんが言い終えるより早く、

「まあ、なんっつーかだな……」

　時彦さんは大きな溜ため息いきを吐ついて、「百ひやつ歩ぽ譲ゆずって菊野はいい。運転手は要いるからな。無む免めん許きよって訳にはいかないよな。それは分かる。なんとか分かる。それにまあ、菊野は真霜とは無関係だしな」そこまで言って、ぼさぼさの髪をがしがしと搔かく。

「八千代もまあいいだろ。こんなとこでも実家だ。勘かん当どうされてる訳でもない。別にいつ帰ったって文句言われる筋合いは無いわな。一応言っとくが、霧姫の一いつ周しゆう忌きに帰ってくるの、反対してんのは俺だ。まあ、巫城の嬢ちゃんが何を企たくらんでんのかは知らねーし興味も無えけどな」

　こんなところで、疑問の一つが明かされる。反対しているのが時彦さんだけなら、電話一本で済んだ話だろうけど──実際はどうなんだろう。巫城のお嬢様にも、何か考えがあるような気はするけれど。

　どうしてそんな──といった様子の八千代ちゃんに、

「俺らが親しん戚せき連中が集まった場所でどんなこと言われるか、なんて今いま更さらだろ？　それに、俺はともかく、お前が霧姫の一周忌に出ることないだろ。あれのせいでいろいろ言われてたこと、忘れた訳じゃないだろ？」

　あれのせいで。霧姫さんは義理の母親のはずなのに──時彦さんの言葉にはどこか棘とげがある。あまり良く思っていないのかもしれない。

「でも、母親だった訳ですから、一周忌くらい──」

「霧姫はお前のこと、娘むすめだとは思ってなかったけどな」

　遠えん慮りよの無い言葉に、

「それは──」

　言いかけて、八千代ちゃんが俯うつむいてしまう。

　娘とは思ってない──そんな言葉に、何故なぜだか胸のあたりが痛くなる。時彦さんが言うなら、きっと事実だったんだろう。少なくとも、そう思わせるようなことがあったんだろう。そしてそれは、八千代ちゃんが傷付くようなことで──

　時彦さんは、ふん、とつまらなそうな様子で、

「それでも帰ってくる、って言うなら好きにしろよ。それぐらいじゃなきゃ、ここではやってけない。んなこと分かってんだろ？」

「うわ、相変わらず回りくどいねえ……」

　苦く笑しようする八重垣さんは、それでもどこか嬉うれしそうに見える。変わらない時彦さんのことを、懐なつかしく思っているのかもしれない。

　やれやれ、といった様子の時彦さんは、

「今日は、雪姫に逢いに来たってとこか？」

　八千代ちゃんは頷いてから、何かに気付いた様子で、

「あ、あの！　もちろん兄さんにも──」

「そういう意味じゃないから気にすんな」

　時彦さんは苦笑して、「なあ八千代、今は雪姫が『真霜の巫女』やってんのは知ってんだろ？」

「はい。それはもちろん──」

「そう簡単には逢えないかも、とは思わなかったのか？　霧姫がそうだっただろ？」

「それは──」

　八千代ちゃんが、はっとした表情になる。きっと心当たりがあるんだろう。そこまで考えていなかった。そんなふうに見える。そしてその表情には、少しずつ不安の色が浮うかんでくる。

　ふぅ、と時彦さんはわざとらしく溜息を吐いて、

「ちゃんと考えて行動しろよ、まったく。前から言ってるだろ？　俺がフォロー出来ることだって限界はあるんだからな。まあ今回は、たまたま俺が出たから良かったようなものの……」

「あの、ひょっとして──」

　八千代ちゃんは何か言いかけて「……すみません、兄さん」と素す直なおに頭を下げる。

「身内に謝ってどうすんだ」

「でも、その──」

「いいから、次から気をつけろよ」

　真霜時彦さん。まだまだ分からないところは多いけれど、少なくとも、妹である八千代ちゃんのことを大切に思っていることは伝わってくる。血が繫つながってなくても、家族だってことが確かに伝わってくる。そして、説教好きなことも伝わってくる。

「……おい、藤倉冬麻」

　今度は話がこっちに振ふられる。

　名前と顔を知られてることは──別に、驚くところじゃないか。いつから知ってたか、なんてとこは、少し気になるところではあるけれど。

「お前はダメだ」

　単刀直入。オブラートに包むことなく、初球カーブで様子を見ることなく、そのまままっすぐ分かりやすい言葉を投げかけてくる。ダメだ！　ダメか……。何か理由も無くへこんでしまいそうな雰ふん囲い気きでもある。

「兄さん、いったい何のこと──」

　八千代ちゃんの言葉を聞いているのかいないのか、時彦さんは自分のペースを崩くずすことなく、とんとん、と肩かたのあたりを叩たたきながら、

「藤倉冬麻は、真霜に入れる訳にはいかない」

　そんなふうに言いなおす。

　入れる訳にはいかないってことは、その、要するに…………？
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　これまでのあらすじ。

　たった９人の野球部のエース、藤倉冬麻を突とつ然ぜん襲おそった右肩の違い和わ感かん。

「大だい丈じよう夫ぶですトーマさん！　まだ左手があります！」

　マネージャー、長峰泉の励はげましに立ち直る冬麻。

　しかし不運は続く。自転車で走行中の長峰亮平と激げき突とつし、なんと今度は左肩まで負傷してしまったのだ！

「足で投げれば大丈夫だよ、藤倉くん。そもそも野球というスポーツの起源は古代ローマに遡さかのぼり──」

　前代未聞！　高野連が揺ゆれる！

「いやあトマぴょんそりゃ無理やって」

　ＰＴＡが激げき怒どする！

「どういうことですか藤倉！」

　相手の四番はメシを食う！

「んあ？　トーマスも食うか？」

　はたして足で投げるエースは認められるのか？　衝しよう撃げきの展開に全米が泣いて白米が炊たけた！（遠赤外線でふっくらとそれでいて大だい胆たんに仕上がります。）







　……閑かん話わ休きゆう題だい、逃とう避ひは終しゆう了りようで本題に戻もどろう。

『藤倉冬麻は、真霜の家に入れる訳にはいかない』

　時彦さんの言葉はいったいどういう意味なのか……？

　時彦さんに嫌きらわれるようなことしたかなあ……と記憶を手た繰ぐれば、してなくもない、という結論に落ち着いてしまう。

　殴なぐって蹴けって薙なぎ倒たおし、時彦さんは傷だらけ──

　……そりゃあ怒おこる。普ふ通つう怒る。誰だれだって怒るし俺だって怒る。確かにいろいろ複雑な事情はあって、時彦さんは『気にするな』と言ってはくれたけど、実際のところは違ちがったのかもしれない。例えば京都で『ぶぶ漬づけでもいかがどす？』といわれた場合、それは遠回しに『帰れ』と言っているのであり、いわゆるそういうことだったのかもしれない。

　藤倉くうきよめ。

　短くまとめるとこんなところ……なんだろうか。

　実際ここに置いていかれたら。そんなことを考えてみる。

　ヒッチハイクなのか。なのか……。いやいい方向で考えよう。人生何事も経験な気がする。やってやれないことはない！　やってやれないことはない！　二度言うことで自分を勇気付けてみる。もっとも、車がよく通る道まではどうするのか、という問題は残る。歩きか？　歩くのか？　歩く……のか？　そこで、足元を雨あま粒つぶが濡ぬらし始めているのに気付く。ぽつり。ぽつり。見上げてみれば暗い空。せ、せめて傘かさぐらいは……その……。

「ちょっと時彦そんなの無いよ！」

　真っ先に反応するのは八重垣さんで、「冬麻ちゃん、何時間もかけてここまで来たんだよ車くるま酔よいにも耐たえながら！　それに時彦だって雪姫ちゃんと冬麻ちゃんのこと心配してたのにこんなのってないよ絶対ない！　だいたいひとりで帰れってことなの？　そんならあたしも帰る！　こんな薄はく情じようなやつの《パートナー》になんかなるんじゃなかった！」

　捲まくし立てるように言い切る。あれだけ時彦さんと逢あえるのを楽しみにしてたのに、俺のためにこれだけ怒ってくれる。そんな八重垣さんの優やさしさが伝わってくる。

「私も納なつ得とくできません」

　八千代ちゃんは頭を下げて、「お願いします。藤倉様を中に入れてください。そして、藤倉様を雪姫に逢わせてください。事前に連れん絡らくをしなかったのは私が悪いんです。兄さんには迷めい惑わくを掛かけてしまうと思いますが──どうかお願いします！」

　実際自分のなかで、雪姫さんと逢うことはそんなに重要視して無かったんだけど……なんてことは、この雰囲気では言えなくなってしまう。

「ん？　藤倉冬麻はどう思ってんだ？」

　愉ゆ快かいそうな表情を浮かべて、時彦さんは話しかけてくる。

「俺は、その──」

　雪姫さんに逢いたい。逢って話をしたい。そう言いかけて、思いとどまる。

　確かに、そう思ってない訳じゃないけど──自分の、今の正直な想おもいを伝えよう。時彦さんは、そうすることを望んでる気がする。

「……よく、分かりません。すいません、時彦さん」

　それでも、時彦さんをまっすぐ見み据すえながら、「雪姫さんのことを知ったのは最近のことで、正直、あんまり実感が無いんです。どうしたいのか。どうすべきなのか。まだよく分からないんです」

　頷うなずく時彦さんに、ゆっくりと語りかける。

「今回のことは──八千代ちゃんが悩なやんでるみたいだったから。雪姫さんに逢いたくて、それでも一歩が踏ふみ出せなくて、悩んでるみたいだったから。自分に似てるって、そう思ったんです。俺にも、血の繫がってない家族が居るから。今でも時々、不安になることがあるから。だから、八千代ちゃんの力になりたいって──そう思って。だからその、つまり自分のことはどうでもいいっていうか、まだ考えがまとまってないっていうか、逢えなくても仕方無いっていうか──いや別に逢いたくないとかそういうことでも無いんですけど、その……」

　考えながら話しているせいか、最後のあたりはグダグダになってしまう。想いがうまく伝わっているのか、はっきり言って自信が無い。

　ただそれでも、なるほど、と時彦さんは満足そうに応こたえて、

「よし、藤倉冬麻。お前は今から山やま田だ太た郎ろうな」

　……

　…………

　……………………え？

「その、それって──」

「それなら入ってもいい」

　それだけ言って、時彦さんはひらりと和服を翻ひるがえす。

　……どういうことだ？　なんて考えてみても、全く意味が分からない。どういうことなのか。何を言っているのか。

　八千代ちゃんはきょとんとした表情で、八重垣さんは、やれやれ、といった様子で苦笑を浮かべている。ひょっとしたら、時彦さんにはよくあることなのかもしれない。単なる気まぐれ。そんなふうにも思える。

「早く入れよ。閉めちまうぞ、まったく」

　言い方が乱暴でも、めんどくさそうな態度でも、すぐ近くで時彦さんはちゃんと待ってくれている。きっと、そういう性格なんだろう。
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「靴くつは持って入れよ」

　そんな時彦さんの言葉に、

「え!?　あのさ時彦、入るのってホントにまずかったの？　冬麻ちゃんに偽ぎ名めいすすめたのもそういうこと？　ひょっとして、時彦に迷惑がかかったりする？」

　不安げな表情で、八重垣さんが話しかける。小声なのは、時彦さんの意図を察したんだろう。靴を隠かくすってことはつまり、人が来たことを知られたくないってことだ。

「……ここまで来といて何言ってんだ。ま、いろいろあんだよこの家は」

「いろいろって言われても分かんないよ。また時彦はそうやって……」

「拗すねんな菊野。ほら行くぞ。ちゃんとついてこいよ」

　まあ、こんなことやっても無む駄だなんだろうけどな。そんな独り言とともに歩き出す時彦さんの後ろに三人。俺と、八千代ちゃんと、それから八重垣さん。

　屋や敷しきの中は薄うす暗ぐらく、そして寒い。鳥の声が聞こえてくるほどの静けさは、人が居ないんだろうか、とまで思えてしまう。ただ、廊ろう下かも柱も綺き麗れいなもので、中庭も掃そう除じが行き届いている。屋敷の規模に比べて、住んでいる人が少ないのかもしれない。

「おい、山田」

　くいくい、と手招きで時彦さんが振ふり返る。こっちに来い、ってことなんだろう。少し早足で、横に並ぶと、時彦さんは前を向いたままで、

「山田、お前野球経験ってあるか？」

　……ん？

「それは、まあ、学校の授業くらいでなら……」

　唐とう突とつな質問に戸と惑まどってしまう。確かに、妄もう想そうによる『これまでのあらすじ』は野球ネタではあったけど、まさか考えていることが読まれたとか？　真霜の能力ってやつ？　それとも、なんでもない話題から会話を膨ふくらませるとか、単にそういうこと──

「キャッチャーだろ？」「いや別にポジションとか、そういうのは特に」「お前の名前は」「…………山田？」「ポジションは？」「キャ、キャッチャー……？」「よし」「あの、いったい……」

　これは何の訓練なのか。まったく意図は分からないけど、ここでは時彦さんに従っておくのが無難な気がする。時彦さんなら、きっと悪いようにはしないはずだ。山田太郎山田太郎。俺の名前は山田太郎。そしてポジションはキャッチャーで──

「まあポジションはどうでもいい」

　どうでもよかった！　なら言わないでくださいよ！

　そんなふうに主張したいものの、愉快そうな表情を見ると何も言えなくなる。……なるほど、この雰ふん囲い気きは長峰さんとどこか似ていて──御城学園に居たころ、相あい性しようが悪かったってのもよく分かる。そういえば、言動が思わせぶりなのも共通点かな。

　ちらりと振り返ると、真しん剣けんな表情の八千代ちゃんとは対照的に、八重垣さんは珍めずらしそうに辺りを眺ながめている。確かに、こんなお屋敷に入るってことはそうそう無い。ただ、いわゆる高価そうな壺つぼや絵画や甲かつ冑ちゆうといった華か美びな装そう飾しよくはここには無く、建築の立派さを愛めでるしか無いのだけれど──そのあたり、八重垣さんは詳くわしかったりするんだろうか。もちろん、ひさびさに時彦さんに逢えたことで落ち着かないだけ、なんて可能性もあるけど。

　まるで迷めい路ろのような廊下を右に左に進んでいって、かなり奥まった部屋に辿たどり着く。ここでひとまず荷物を置いて、なんてとこだろうか。いままで歩いた距きよ離りで、屋敷の広さは充じゆう分ぶんに伝わってくる。一人で玄げん関かんまで戻るのも難しく思える。

　ただ、時彦さんは障子を開けようとはせず、ぱんぱん、と両手を叩たたいてから、

「雪姫居るか？　居るなら入るぞー」

　ゆったりした声で、部屋に向かって呼びかける。

「え、あの──」

　八千代ちゃんは驚おどろいた様子で目をぱちぱちさせて、部屋と時彦さんで視線を行ったり来たり。まだ心の準備が出来ていない。そんなふうに見える。

「雪姫の部屋、変わったんですか？」

　小声で時彦さんに話しかける八千代ちゃんに、まあな、と時彦さんは応えて、

「本当は、『真霜の巫女みこ』になったってことで、霧姫が居た部屋に入るべきなんだが──広すぎて嫌いやなんだとさ」

「それは分かりますし、雪姫らしいと思いますけど、あの、その」

「ん？　どうした？」

「あ、あのっ、せめてその」

　八千代ちゃんは恥はずかしそうに、「髪かみぐらい直したい……」

　その言葉には、やれやれ、といった調子の時彦さんで、

「何言ってんだ。家族だろ？　気にすんなよ。山田もいいだろ？」

　急に振られても応えようがない。突とつ然ぜんの展開に戸惑っているのはこっちも同じで、入ったばかりでもう面会というスピードに戸惑っている。

　言うなれば冒ぼう険けん物のファンタジー漫まん画がでようやく四天王に辿り着いたと思ったら、『オレは実は一回刺さされただけで死ぬぞオオ！』と言われてしまったような気分であり、この俺に生き別れた姉がいるような気がしていたがそんなことはなかったぜ！　なんてことはもちろん無く、障子の向こうには正しよう真しん正しよう銘めい血の繫つながった実の姉である雪姫さんが居る訳で──なんだか余計に分かりにくくなった気もする。たとえ話ってやつはなかなか難しい。

　りん、と障子の向こうから、澄すんだ鈴すずの音が聞こえてくる。どうやらそれは、入室を許可する合図だったらしく、

「雪姫、邪じや魔まするぞ」

　時彦さんが呼びかける。

　ちらりと八千代ちゃんに視線を向ければ、もう、心ここに在あらず、といった雰囲気。ぽうっとした様子は、まるで恋こいする少女のようにも見える。つんつん、と指でつついたらそのまま倒たおれてしまいそうにも思える。

　よし、冷静に周囲を見み渡わたす余よ裕ゆうはある。余裕充じゆう分ぶん準備も完かん璧ぺき。そう、雪姫さんに逢あう、なんてことは、自分にとっては別にたいしたことじゃなくて──

　ばしん！　と不意に背中を叩かれる。顔を寄せてくるのは八重垣さんで、「大だい丈じよう夫ぶだよ、冬麻ちゃん」なんて優やさしい声が耳に届く。

　──不安そうな表情、してたんだろうか。そんなこと、無いはずなのに。心配なんて、かけたくないのに。

　考えていても現実は止まらない。時彦さんが障子に手をかける。

　その瞬しゆん間かんは、すぐそこまで来ている。真霜の巫女。そして、血の繫がった姉である──真霜雪姫との邂かい逅こう。

　十二月の記き憶おくが、ふと頭をよぎる。

　たった一瞬。雪姫さんを見たときのこと。真っ白な髪の『真霜の巫女』。その異様な存在感。この世のものでは無いような、不可思議な光景。

　ゆっくりと開かれていく障子戸に、思わず息を吞のむ。

　逢えることが嬉うれしいのか、現実と向き合うのが怖こわいのか、それともただ緊きん張ちようしているだけなのか。自分の感情はよく分からない。ただ、心臓はどうしようもなく高鳴ってくる。意識していないつもりでいても、肩かたのあたりに力が入ってしまう。喉のどのあたりが少し苦しい。掌てのひらに汗あせが溜たまってくるのが分かる。

　暖だん房ぼうがあるらしく、すぐにあたたかい風が流れてくる。廊下は冷え切っているけれど、部屋のなかは快適そのもの。山奥であっても、文明の利器は健在らしい。

　畳たたみの部屋。その真ん中あたりで、ひとりの女性が──寝ね転ころんでいる。寝転んでいる。腹ばいで寝転んでいる。

　着ているのは紺こんのジャージで、いかにもくつろいだ雰囲気。機き嫌げん良さげに足をパタパタさせながら、せんべいをかじっている。

　読んでいるのは文庫本だろうか。熱中しているらしく、時彦さんのほうを見ようともしない。こんな場面だけ切り取れば、ごくごく普ふ通つうの女の子にしか見えない。

　真霜雪姫。政財界に圧あつ倒とう的てきな影えい響きよう力を有する『真霜の巫女』。

　つまり、これが雪姫さん……だよな。うん。間ま違ちがいないはずだ。雪のように白い髪はいつか見たときと同じで、それが畳のうえに広がる様子は織物用の糸を連想させる。そこに居るのが雪姫さんには違いないけれど──あの時の異様で不可思議な印象とは、少し違うような……？

　やれやれ、といったふうに、時彦さんは腕うでを組んで、

「雪姫、人が来たときはこっちを向けよ。ったく」

　聞こえていないのか、それとも聞こえていない振ふりをしているのか、雪姫さんは顔を上げようとしない。

「雪姫、聞いてんのか？」

　とんとん。雪姫さんは足で畳を叩くが、視線は文庫本に落としたまま。そんな様子は、しっぽだけで返事をする猫ねこを思わせる。

　仕方無い、といったふうに、時彦さんはひとつ息を吐ついて、

「おい」

　八千代ちゃんを指で促うながす。少し前へ来い、ということなんだろう。

　胸のあたりに手を置く八千代ちゃんは、まっすぐに顔を上げてから、

「あの、姉さん──」

　と、一歩前へ出る。

　そこで。

　八千代ちゃんの声が聞こえたんだろう。反応は早い。顔を上げる。雪姫さんの視線と、八千代ちゃんの視線が重なるのが分かる。

　同時に、「ん～～～～～～～～～～!!」と雪姫さんが立ち上がる。両手を広げる。文庫本は投げ出される。駆かけ寄る。嬉しそうな表情。

　そして雪姫さんは──八千代ちゃんを抱だき締しめる。せんべいは口にくわえたままで、八千代ちゃんを抱き締める。

「ちょ、姉さん、その──」

「ん～～～～～～～～～～!!」

　姉し妹まいの再会はこうして果たされる。見ているだけで愛情が伝わってくる。頭をぐりぐり押し付ける雪姫さんは、八千代ちゃんが来たことを心から喜んでいるように見える。その様子はじゃれつく猫のようで、歳とし上うえではあるけれど可愛かわいらしく思える。

　背せ丈たけは頭ひとつぶんくらい雪姫さんが大きく、小さな八千代ちゃんは抱き締められるとすっぽり覆おおわれてしまう。「あの、姉さん、少し落ち着いて──」そんなふうに言う八千代ちゃんは恥ずかしそうではあるけれど、再会の嬉しさが充分に伝わってくる。幸せそうな空気が伝わってくる。

　これだけでも、充分来た意味があったって思える。お互たがいが大切に想おもっているなら──血の繫がりなんて、たいした問題じゃない。そんなふうに思える。

「ほら、お前も」

　時彦さんに肩をつつかれる。
















　今度はお前の番だ、ということなんだろう。

　熱い抱ほう擁ようを交かわしている二人を邪魔したくない想いはあるけれど──逆に考えれば、今のうちに自己紹しよう介かいを済ませておいたほうがいいのかもしれない。かしこまった雰囲気になってしまうと、どうしても緊張してしまう。

　少しだけ、八千代ちゃんと雪姫さんのところに近付いて、

「あの、雪姫さん、はじめまして。名前は──」

　山田太郎と藤倉冬麻。偽ぎ名めいと本名。いったいどちらを使うべきなのか？　と言葉を止めたところで、雪姫さんの動きもぴたりと止まる。

「………………!?　!?　…………！」

　顔をこっちに向けられる。口元のせんべいが揺ゆれている。

　雪姫さんは、大きな目を二度三度ぱちぱちさせてから、戸と惑まどった様子で時彦さんと俺の間で視線をいったり来たりさせる。

「これが藤倉冬麻。お前も逢いたかっただろ？」

　時彦さんが名前を告げる。どうやら雪姫さん相手に偽名を使う必要は無いらしい。そうなると、偽名はどこで使うんだろう、なんて思ったりもする。

「う～～～～～～！　う～～～～～～～～～～！」

　突然、ぷるぷるぷる、と雪姫さんが首を振ふる。そして真っ赤な顔で、時彦さんを部屋から押し出し始める。ぽかぽかぽか、と叩きながら。

「おい、何だよ雪姫！　ちょ──」

「う～～～～！」

　それでも、せんべいは口にくわえたまま。ぶんぶんぶん、と首を横に振り、長い髪が大きく揺れている。ぐいぐい。ぐいぐい。真っ赤な顔で、雪姫さんは懸けん命めいに押し続ける。

　八千代ちゃんはその意図をくみとったらしく、

「あ、あの、姉さん、部屋から出ろってこと、ですか？」

　こくこくこく！

「全員？　全員ですね？」

　こくこくこくこくこく！　頷うなずくスピード二倍速。せんべいが揺れる。

　目を閉じて首を縦に振る雪姫さんは、泣き出す寸前の子供のようで、その顔は真っ赤になっている。こくこくこく！　こくこくこく！　それでもせんべいは落とさない。

　そして、みんなが数歩下がったところで──

　ぴしゃり！　障子が勢い良く閉じられる。

　……

　…………

　訪おとずれるのはかすかな沈ちん黙もくで、

「あの、ひょっとして、怒おこらせた、とか……？」

　遠えん慮りよがちに切り出してみる。この状じよう況きようで誰だれも話さない、というのは落ち着かない。怒らせるようなこと、何も言ってはないと思うけど……

　さあな、と時彦さんはあまり興味も無さそうに、

「ま、お嬢じよう様さま育そだちだから気まぐれなんだろ」

「それ、時彦が言えることじゃないよ……」

　八重垣さんの突つっ込みは、「だいたい時彦はいっつも気まぐれで自分勝手で……」と不満げに続くけれど、やはり時彦さんは興味無さげで、

「とりあえず、八千代とお前が残ってりゃそれでいいだろ。それじゃ、少ししたらまた呼びに来る。メシのこともあるからな。──菊野、行くぞ」

「ん？　それっていわゆる『俺に付き合え』ってこと？」

「行くぞ菊野。来たくないなら好きにしろ」

「ちょ、待ってよ時彦！　あたしひとりじゃ絶対迷う！　ちょっと待って──」

　歩き始める時彦さんに、小走りで八重垣さんが駆け寄っていく。

　寄り添そって歩く姿は、まるで恋こい人びとのように。時彦さんと八重垣さんは、そのままどこかへ行ってしまう。第七期《トップ３》とその《パートナー》。二人だけで話したいことが、いろいろとあるのかもしれない。

　……ただ正直に言えば、こんなときに居なくなってしまうのは、どうかと思うところはある。私立御城学園第七期《トップ３》真霜時彦。なるほど《トップ３》ってやつはマイペースな人間が多い気がする。長峰さんしかり。阿久沢さんしかり。

　さて、二人が居なくなって、再びの沈黙。

　ただ、部屋の中からはバタバタと物音が聞こえていて、

「…………何か、やってるのかな？」

　小声で八千代ちゃんに訊きいてみる。

「ひょっとしたら、部屋を片付けてるのかもですね」

「別に、散らかってるようには見えなかったけど……」

「例えば、ちゃんとしたところを見せたいとか」

「……八千代ちゃんに？」

　小さく八千代ちゃんは首を振って、

「藤倉様に、ですよ」

「……俺に？」

「ええ。きっとそうです」

　雪姫さんと逢ったせいか、八千代ちゃんの表情はだいぶ柔やわらかく、いつもの尖とがったところが見当たらない。再会を果たしたせいか、さっきまでの緊張も薄うすれて、どこか晴れ晴れとした表情にも見える。

　雪姫さんが居たころの八千代ちゃんは、御城学園でもこんなふうだったんだろうか。だとすれば、今みたいになったのは、巫城のお嬢様の《パートナー》になったからで──

　いや、違うか。そうじゃない。雪姫さんが御城学園から居なくなったから。それが大きいんだろう。そう考えたほうが自然な気がする。

　さて。

　そうしている間に、バタバタとした物音も聞こえなくなって──

　りん、と澄すんだ鈴すずの音が聞こえてくる。それはさっきと同じ、入室許可の合図。

　真霜の巫女みこ。奇き跡せきの異能。血の繫つながった姉さんとの邂かい逅こう。そんなややこしい話なんてどうでもよく思えてくる。すぐ目の前にある現実は、思っていたよりずっと優やさしいもので、一歩踏ふみ出すだけで簡単に分かるものだったんだろう。

　必要だったのは、ほんの少しの勇気と──そして、傍そばに居てくれる誰かと。

「それでは藤倉様、入りましょうか」

　視線の合った八千代ちゃんは、小さく微笑ほほえんでくれる。大だい丈じよう夫ぶですよ。安心してください。そんな優しい笑みが、背中を押してくれる。

　今度は自分の手で、ゆっくりと障子戸を開ける。

　正座の雪姫さんは三つ指をついて、丁てい寧ねいに腰こしを折っている。ようこそいらっしゃいました。そんな雰ふん囲い気き。

　だらしないところを見られたくなかったというのは、八千代ちゃんの言うとおりかもしれない。食べかけのせんべいは、文庫本と一いつ緒しよにテーブルの上へ。雑誌もまとめて隅すみっこへ。ひとまず、部屋は片付いているように見える。

　雪姫さんの服装は半はん纏てんにジャージのままではあるけれど、これはこれで愛あい嬌きようがある。頭にかぶった深めのニット帽ぼうは可愛らしく、これもよく似合っているけれど──ひょっとしたら、こっちは白い髪かみを隠かくすためなのかもしれない。

　しばらくして、雪姫さんは顔を上げる。

　じっと見み詰つめてから、まぶしそうに目を細める。

　想いが溢あふれてきそうな笑みは、今まで見たどんなものより綺き麗れいなもので──




　──とうま　ずっと　あいたかった。




　ゆっくりと。伝わるように。雪姫さんは大きく口を動かしている。

　そうする意味は、八千代ちゃんに訊かなくても分かる。鈴の音が入室許可の合図なのも──たぶん、そういうことなんだろう。




　　　　[image: §]




　例えばの話。

　藤倉の父さん母さん妹の琴ちゃん、それから長峰さんや春太がある日突とつ然ぜん喋しやべれなくなる、なんてことがあったらそれは相当ショックなことで、自分にいったい何が出来るのかを必死で考えて考えてそれでも出来ることが本当にちっぽけなことばかりでまたショックを受けて──なんてことになりそうな気がする。

　それなのに、目の前に居る雪姫さんのことについてあまり深く考えられない自分は冷たい人間なんだろうかとふと思ってはみるけれど、八千代ちゃんの反応からすれば雪姫さんはもともと喋れないってことで、そうなればある日突然喋れなくなるって想像からちょっとずれてるのかもしれないけれど、とはいえ雪姫さんは俺にとって血の繫がった姉な訳でそれが身近なものとして感じられないのはやっぱり人としてどうなのか──なんてぐるぐる考えていても現実は結論を待ってはくれなくて止まることなく進んでいく。

　障子戸を閉じて、部屋の中には三人だけ。

　促うながされるままに八千代ちゃんは雪姫さんの隣となりにちょこんと座り、こっちはテーブルを挟はさんで雪姫さんと向かい合うことになる。

　雪姫さんと八千代ちゃん。二人の邪じや魔まにならないように席を外したい想いはあるけれど、どうもそんな雰囲気でも無いうえに、そもそも案内役の時彦さんは既すでに居なくなっていてどこにも行けない状況。

　となればここには血の繫がった姉（真霜雪姫）とその弟（藤倉冬麻）の初対面というなんとも気き恥はずかしく微び妙みようにシリアスなシチュエーションが不ふ可か避ひ的に存在している訳であり、まさしくその当事者であるこの俺藤倉冬麻としては畳たたみに正座で背筋を伸のばして今いま更さらながらに緊きん張ちようモード全開。八千代ちゃんは八千代ちゃんで遠慮しているのか、照れくさそうに自分の髪に触ふれてみたり、ちらりと雪姫さんの表情をうかがってみたり。八千代ちゃんだって、雪姫さんとはひさびさに逢あえたんだから──とは思うけれど、控ひかえめに接する雰囲気が八千代ちゃんらしくもある。もちろん、雪姫さんと二人きりになればまた違ちがうのかもしれないけれど。

　障子にふすまに豪ごう華かな欄らん間ま。水すい墨ぼく画がらしき掛かけ軸じくのある落ち着いた床とこの間ま。いかにもな和室ではあるけれど、高価そうなタンスの横には可愛かわいらしいクマのぬいぐるみが座っていて、部屋からは雪姫さんの好みも感じられる。慌あわてて片付けたのか、テーブル上の雑誌は今にも崩くずれそうで、部屋の隅っこに纏まとめられている布ふ団とんもどこかだらしなく見える。このあたりは、雪姫さんの性格によるものなんだろう。半纏にジャージのリラックスした格好からもそんな雰囲気がうかがえる。

　にこにこ。満面の笑みを浮うかべる雪姫さんに、さて何から切り出すべきか、無難に天気の話題かそれとも学校の話とか──と考えたところで雪姫さんの口が静かに、そしてゆっくりと動き始めて目が離はなせなくなる。

「冬麻、よく来てくれましたね」

　これは八千代ちゃんの声。雪姫さんの口の動きを確かめながら、八千代ちゃんが言葉を紡つむいでいく。御城学園に居たころもきっとこんなだったんだろう。声の出せない雪姫さんの通訳代わりが八千代ちゃん。そういう意味では、常に《パートナー》が傍に居ることになる《トップ３》制度は都合が良かったのかもしれない。

「あの、雪姫さんは、こっちの話すことは──」

　雪姫さんを見てから、視線を八千代ちゃんに移す。どっちに声をかけるのが自然なのか。そんなことをふと考える。これから会話を重ねれば慣れていくんだろうか。これから、それだけの時間はあるんだろうか。

「藤倉様、それは大丈夫です」

　すぐに応こたえるのは八千代ちゃんで、雪姫さんも、こくこく、と大きく頷いてから、胸を張って誇ほこらしげな表情。

　えっへん。まかせてください。

　そんな雰囲気の雪姫さんは幼く見えて、真霜の巫女、なんて重い立場にあることは全く感じられない。色白ではあるけれど不健康そうな印象は無く、仕草や表情のひとつひとつが生き生きして見える。もっとも、ニット帽で隠されている真っ白な髪のことを忘れてしまえば、という条件付きではあるけれど。

　冬、御城学園で目にした真っ白な髪。八千代ちゃんも驚おどろいてたぐらいだから、その変化はきっと最近のことなんだろう。事情は八千代ちゃんも訊きたいんだろうけど──不安な想いを忘れさせてくれるような明るさが雪姫さんにはあって、変なことを言い出すのが悪いような気がしてしまう。

「本来なら、私のほうから冬麻に逢いに行くべきなのですが──すみません。いろいろと、真霜の巫女としての事情があるものですから」にこにこ。「ただ、こうして逢えたことを、本当に、心から嬉うれしく思っています」

　語られる硬めの言葉と雪姫さんの表情には若じやつ干かんのギャップがある。このあたり、八千代ちゃんがいろいろ補足してるんだろう。真霜の巫女として。御城学園第十二期《トップ３》として。それにふさわしい言葉を八千代ちゃんが選んでいる。そんなふうに思える。

「俺も嬉しいです。その、雪姫さんに、逢えたこと」

　どこまでが本心なんだろう。言ってしまってから、そんなことを想おもう。

　ずっと逢いたかった。逢って話をしたかった。

　そんなことを口にするほど想いが深かった──なんてことは無い気がする。言葉の軽さが嫌いやになる。自分のことが、よく分からない。

「学校には慣れましたか？」

「あ、はい。みんな良くしてくれて──」

「困ったことはありませんか？」

「そう、ですね。授業についていくのがちょっと厳しいかなって……」

「先生、厳しいですよね。私もよく怒おこられました」

「雪姫さんが、ですか？」

「ええ。本当によく」

「そんなふうには──」

　なんでもないやり取りが続いていく。雪姫さんは笑みを絶やさないままで、こんなやり取りを心から喜んでいるように思える。

　八千代ちゃんは極力表情を変えることなく、テンポ良く雪姫さんの言葉を紡いでいく。ただそれでも、その表情がどこか嬉しそうに見えるのは──きっと、雪姫さんの傍に居るからなんだろう。

　傍に居るだけで嬉しい。そんなことがよく分かる。伝わってくる。表情を抑おさえていても伝わる想い。それは、八千代ちゃんと一緒に過ごした時間があるからこそ、見えてくるものなのかもしれない。

「ゴハン、ちゃんと食べてますか？」

「あ、はい。料理はそれなりに」

「自分で作るんですか？」

「まあ、一応……」

「どんな料理ですか？」

「まあその、カレーとか、肉じゃがとか」

「冬麻はすごいですね」

「え、いや別にそんなでも無くて」

「食べてみたいです。冬麻の料理」

「あ、それなら、今度──」

　日常会話。他愛の無いやり取り。深く考えなくても答えられるようなこと。こんなことばかり話していていいんだろうか。ふとそんなことを思う。他ほかに話すべきことがあるんじゃないのか。伝えるべきことがあるんじゃないのか。そんな想いは体の中でぐるぐる回っているけれど、何ひとつ言葉として出てきてはくれないままで、つい、雪姫さんの綺麗な笑えみから視線を逸そらしてしまう。

「冬麻」

　八千代ちゃんの声なのに、まるで雪姫さんが言ったように思える。

　顔を上げる。雪姫さんと目が合う。その笑みは柔やわらかで、不安も迷いも全すべて飲み込んでくれる。包んでくれる。自分勝手に、そんなふうに感じてしまう。

　いいんですよ。いいんです。そこに居るだけで、それだけで。

　雪姫さんは何も言ってないのに。勝手に、ひとりで、そんなふうに。

　ふと母さんのことを思い出す。死んでしまった母さん。優やさしかった母さん。雪姫さんは母さんに似てるんだろうか。母さんの面おも影かげは、ここにあるだろうか。

　ただ、母さんのことを思い出そうとすると、いつもいつも赤い記き憶おくが枷かせのようについてまわって離れてくれない。思い出したいのは優しい母さんのことだけなのに、記憶はあっという間に暗い赤で塗ぬり潰つぶされる。銀行。ソファ。銃じゆう声せい。悲鳴。血の匂におい。そして、そのたびごとに突つきつけられるのは、自分の犯おかした罪の重さで──

　と、そこで。

　つん、と雪姫さんにおでこをつつかれる。つんつん。雪姫さんは身を乗り出すようにして、心配そうに見上げてくる。

　どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？　そんな表情。

「え、いや、その──ちょっと、疲つかれただけで」

　車に酔よったみたいで。とっさに出てきた言葉に、何故なぜだか胸のあたりが苦しくなる。場を取り繕つくろうための小さな噓うそなんて、もう、慣れてるはずなのに。

「横になりますか？」

　こてん、と雪姫さんは首を傾かしげてみせる。

「あ、それは大丈夫です！　乗り物酔いは慣れてるんで、その、このままで大丈夫です。すぐによくなりますから」

「それなら良かったです」

　雪姫さんはほっとした表情で、「姉さんがこんなで、びっくりしたのかと思いました」

　とんとん、と雪姫さんは、自分の喉のどを指し示す。喉。つまりは声のこと。雪姫さんが、声を出して会話できない、ということ。

「え!?　いやその、そんなことは──」

「がっかり？」

「い!?　いやそのそれは少しはいろいろ考えますけどその、別に気にならないというかいやその興味が無いとかそういうことじゃなくてその、そもそも雪姫さんは美人で綺き麗れいで優しそうでがっかりなんてことは絶対無くて──」

　くすくす。

　必死な様子がおかしかったのか、雪姫さんは楽しげに微笑ほほえんでくれる。

「良かった。本当に」

　そこで、ふっと緊張が和やわらぐ。

　初対面。血の繫つながった姉弟きようだいの再会。雪姫さんもきっと不安なんだろう。それなのに、こっちが空気を重くしてどうする。もっと気楽に。肩かたの力を抜ぬいて──

「冬麻」

　雪姫さんはまっすぐに見み詰つめてくる。

「冬麻に逢えて、本当に嬉しいです。逢いたかった。本当に──心から」

　まぶしいものを見るような、そんな表情。お世辞抜きで、綺麗だと思う。顔立ちが整っていることもあるけれど──雪姫さんは、その存在そのものが綺麗だって思える。純じゆん粋すいで透とう明めい。そんな言葉がしっくりくる。

「私は、冬麻のことを、あ──」

　不意に、滑なめらかだった八千代ちゃんの言葉が止まる。「ああ、あいっ、あ──」そうして、何度か詰まってから──こほん、と咳せき払ばらいひとつで、

「……藤倉様、失礼しました」

　なんだか少し怒ったような表情の八千代ちゃん。すぐ横に居る雪姫さんは、どうしたの？　といったように小さく首を傾げている。こんなことは、八千代ちゃんには珍めずらしいのかもしれない。

　こほん。

　もう一度咳払いの八千代ちゃんは軽く目を閉じ背せ筋すじを伸のばし、

「えー、あー、その……」

　と言い出しにくそうな様子を見せてから、「つまりですね！」と半ば吐はき捨てるように、




「冬麻のことを愛しています！」




　……

　…………なるほど。雪姫さんの想いではあるけれど、八千代ちゃんとしてはなかなか言葉にしづらい台詞せりふだったのかもしれない。

　言いましたよええ言いましたともこれでいいんですよね問題ありませんね、と言いたげな八千代ちゃんの表情は不満だらけで拗すねた子供のようにも見える。その顔は耳まで真っ赤になっていて、なんだかこっちまで照れてしまう。

　愛しています。確かに八千代ちゃんが恥はずかしがるのも分かるぐらいに直球で威い力りよくのある言葉。八千代ちゃん経由とはいえ、全く照れる様子の無い雪姫さんは大物と言える。さすが評価の高い第十二期《トップ３》──ってのはあんまり関係無いか。とはいえ長峰さんあたりならさらりと言えそうな気もする訳で、《トップ３》のイメージに、照れないぶれない揺ゆるがない、なんて印象もついてくる。

　にこにこ。さて満面の笑みを浮うかべる雪姫さんに、何か応えなきゃいけない訳で、

「……えと、その、こっちも、その、あ」

　ありがとう、ございます。……こんなところが限界。なんだかこっちの頰ほおも熱くなってくる。まともに雪姫さんの顔が見れなくなってしまう。

　嬉しくないはずなんて無いけれど、どうにもこうにも慣れてないせいで、感謝の想いすらうまく伝えられない。もし母さんが生きてたら──いや、これは関係無いか。関係ない。おそらくこれは日本男児の宿命ってやつで、ラヴラヴしい台詞に免めん疫えきが無いってことに尽つきる。ごめんなさい雪姫さん……。

「伝えられて良かった」

　八千代ちゃんの通訳再開。その声はもとの落ち着いたもので、「伝えられて良かったです。本当に。こんなふうですけど、きっと八千代も冬麻のことが──って姉さん！　ちょっと待ってください！　ストップストップストップ！　待ってください待って！」

　落ち着いた声は短めに終しゆう了りようで、最後はどこか懇こん願がんするような調子。

　ん？　と首を傾げる雪姫さんがひとことふたこと。口の動きが大きくなくても分かるあたりはさすがに慣れた八千代ちゃんで──

「姉さんの想いはちゃんと伝えてます！　だからその、つまり、私の想いはまた別の話で、その、言わなくてもいいというか言うべきじゃないというか」

　再び雪姫さんがひとことふたこと。そして最後は楽しげに。八千代ちゃんは真っ赤になって、まくしたてるように、「ええ!?　い、え、あ、べべっ、別に嫌きらいとかそんなじゃ、そんなじゃないですけどとにかくとにかくダメなんですそういうのは別に意識してるというかそういうんじゃありませんけど！　他の話題にしてください！　ああもう私のことはいいですから！　怒ってません怒ってない！」

　怒っているというよりも焦あせっているという雰ふん囲い気きで、八千代ちゃんの声は時折裏返っている。そんな八千代ちゃんに雪姫さんは穏おだやかな笑みを浮かべていて、八千代ちゃんのことを心から愛いとしく思っているのが分かる。そんな光景は、見ているだけで嬉うれしくなってくるもので、二人の間にある確かな信しん頼らいに、胸のあたりがあったかくなってくる。

「藤倉様！　何をニヤニヤしてるんですか何を！」

　唐とう突とつに、攻こう撃げきの矛ほこ先さきがこちらに向けられる。

　雪姫さんは止める様子も無く、『次は冬麻のばん♪』なんて嬉しそうな様子。

「だいたい藤倉様が悪いんですそもそも悪いのは藤倉様なんです！　いつもいつも毎回毎回変な誤解ばかりするからこっちはこっちで言葉を選んでいかなきゃならないんです分かりますか分かってるんですかまったく本当に分かってるんですか！」こくこくこくこく！　こっちは必死で頷うなずくけれど八千代ちゃんの勢いは止まらないままで、「さっきのだってそりゃ言えますよ普ふ通つうなら簡単ですよなんでもないことなんです！　その、す、すすっ、好きだとか別にそもそも何でもない言葉で特に深い意味なんてあるはずなくて──」

　と、そこで。

　ぱんぱん、と手を叩たたく音が聞こえてきて、

「雪姫サマ、入ってもよろしいでございますか？」

　そんな、少し舌足らずな声が続けられる。

　さてどうするべきか。八千代ちゃんが雪姫さんに視線を送る──よりも速く、雪姫さんは八千代ちゃんの手を引いて部屋の隅すみへ。ほんわかした雰囲気ではあるけれど、その行動は素す早ばやい。

　え？　え？　といった表情を浮かべる八千代ちゃんの頭に、雪姫さんは積んであった布ふ団とんをかぶせていく。大だい胆たんかつ強引。そして大おお雑ざつ把ぱ。隠かくれてという意志は伝わるけれど、さすがにこれは怪あやしすぎる──なんて考えているところに、くいくい、と手招きの雪姫さん。なるほどもちろん俺もですね。分かります。分かります。

「雪姫サマ、いーですか？　入るですよ？」

　急げ急げと部屋の隅へ。どん！　ばさ！　ぐいぐい！　ぎゅう！　……扱あつかいが雑なのは仕方無いにしても、これだけバタバタしていたらあっさりバレそうな気がする。もっと言えば、ついさっきまで普通に会話していた訳で、隠れる意味がどこまであるか、なんてことも思えるけれど──

　おっけー？　おっけー！

　言葉は無いけど任務完かん了りよう。ひとまずともかくおつかれサマで、

　りん。

　聞こえてくるのは鈴すずの音。

　これはいわゆる、雪姫さんが入室を許可する合図で──

「それでは、失礼いたしますですー」

　幼い印象の声とともに、誰だれかが入ってきたのが分かる。これが果たして誰なのか──なんてことは当然俺に分かるはずもない訳で、

「…………誰、かな？」

「…………」

「…………八千代ちゃん？」

「静かに！」

　……とりあえず、八千代ちゃんとしても隠れている方針は確定しているらしい。とはいえこの場所。このまま見つからないでいられるか、という根本的な疑問は残る。

　女の子の声と雪姫さんの気配。なんとなくではあるけれど、親しげな雰囲気は伝わってくる。

「フミノさんが、見て来い、ってことなのでございます！　……えと、ありゃ？　雪姫サマ、お客サマはどちらでございますか？」

　お客サマ。この場合は、俺と八千代ちゃんのことなんだろう。

　何かやり取りがあったらしく、しばらく間があってから、

「でもですね、カエデ的にはですね、フミノさんが居るって言ったんで、居るんだと思いますです。ですよー。こないだですね、フミノさん、ネズミをこう、しゅぱっ！　って。超ちよう能のう力りよく的てきなこう、ですです。はい。フミノさん、かっこいいですー」

　雪姫さんがうまくやっているのか、話題は『お客サマ』からだんだんと離はなれていっている。この調子なら、うまく誤ご魔ま化かせるのかもしれない。

　さて、こっちはといえば暖だん房ぼうの効いた室内で更さらには布団の中。呼吸がこもる状じよう況きようとなれば、体感温度は高くなる。ここはなんとか手を動かして、外の空気を──

　げしげしげし！

　……？

　風の通り道を──

　げしげしげし！

　…………ふむ。脇わき腹ばらを攻せめ込んでくるのは八千代ちゃんの膝ひざ蹴げりですね？

「……八千代、ちゃん？」

　まるで寝ね起おきドッキリの仕し掛かけ人のようなひそひそ声で語りかける。真っ暗な布団の中。気配で傍そばに居ることはなんとなく分かるのだけど──

「う、動かないで、くださっ……」

　声はすぐ背後から聞こえてくる。となれば、背中に感じるかすかな重みが八千代ちゃんなのかもしれない。声の印象からすれば、顔の位置もかなり近いように思える。動くな。それは要するに、出来るだけ見つからないように、ってことなんだろう。ただでさえ怪しい布団のカタマリ。下手に動けば見つかる可能性は高い。

「ですです！　アイスクリームはですね、冬でもオッケーなのですよ。うー、やっぱりカエデ的には、チョコレート？　ですかねえ。でもでも、カエデはお抹まつ茶ちやもアイスなら、へいきなのでございますよー」

　繰くり広げられる会話から、部屋に入ってきたのはカエデという名前の女の子らしいことがわかる。そしてこのカエデちゃん、少しぼんやりしているのか、話題が『超能力』という言葉から『スプーン曲げ』に移り、そしてそのスプーンからアイスクリームへと移行するうちに当初の目的を忘れてしまっているように思える。こうした状況も、隠れているこっちにとってはうまく働いていくのかも──

「あ、雪姫サマ、お布団たたんでおきますです！」

　……現実は厳しい。カエデちゃん、勘かんは鈍にぶいように思えるけれど、どうやら働き者らしい。「こんなだらしなくしちゃダメです雪姫サマ！」「ダメなのでございます！」「いいです大だい丈じよう夫ぶですカエデにおまかせなのです」「雑誌もすぐに片付けますですね」「雪姫サマは楽にしておいてくださいです」

　たたた、と駆かけ寄るカエデちゃん。そこに立ちふさがる雪姫さん。そんな雰囲気が足音で伝わってくる。立ちふさがるのも不自然──なんて発想は雪姫さんには無いんだろう。

「どうしたですか雪姫サマ？　布団に何か──って、まさか!?　ですか!?」

　まさか!?

「オネショですね雪姫サマ！」

　そう来たか！

　ふるふるふるふる！　気配でも、雪姫さんが懸けん命めいに首を振ふっているのが分かる。そりゃそうだろう。状況が状況とはいえこの歳としになってオネショを疑われるというのはさすがに恥ずかしすぎる。

「カエデは何も言わないです知らないです本当です大丈夫でございます」

　ぐいぐい。背後から八千代ちゃんが強引に体を引っ張ってくる。

　もっと奥へ行くべき。なるほどそれは分かる。しかしすぐ後ろに八千代ちゃんが居る以上、なかなかそれは難しい──と思っているところで、するりと八千代ちゃんとのポジションが入れ替かわる。その見事さはマジックショーのようでもある。と同時にさらに体を押し込んでくる八千代ちゃん。さすがにこれは無理がある。八千代ちゃんの膝が脇腹に食い込んでくる。

　正直痛い。そして苦しい。現状それぞれの体の位置はどうなっているのか。せめて呼吸をなんとか──と首をひねる。なんとか顔を空いた位置へ。空気の恋こいしい今日この頃ごろ。そして進んだ先にあるのは、布の中へと入り込むような感覚で──ひんやり。冷たい。そして何故なぜだか柔やわらかく──

　ぎゅうう！　頰ほおを強きよう烈れつにつねられる。「動くなって言った！　ばかっ！」囁ささやくような八千代ちゃんの声。「ゴメン八千代ちゃん！　その……」「ばかっ！　藤倉様のばかっ……」もう、もう何がなんだか……と思う暇ひまも無く危機は続く。

「でもですね雪姫サマ」

　カエデちゃんの声。何か起こりそうな気配。暗くら闇やみに目はもうだいぶ慣れてきて、八千代ちゃんの頭がだいぶ近くにあるのが分かる。髪かみが触ふれる。甘い香かおりが伝わってくる。八千代ちゃんの吐と息いきがかすかに乱れているのが分かる。

「こんなふうにしてちゃ、布団がダメになっちゃうですよ」

　ぺろん、と何気なく。カエデちゃんは何気なく布団をめくり──不意に八千代ちゃんが倒たおれそうになる。なんとか腰こしを支える。ぐい、と抱だき起こす。八千代ちゃんと目が合うのはほんの一いつ瞬しゆん。それは瞬まばたきの風が届きそうな距きよ離りで──




「いやっ！」




　突つき飛ばされる俺。その反動で布団から飛び出る八千代ちゃん。そしてあわあわと両手を動かす雪姫さん。ちがうのちがうのこれはちがうの。そんな様子ではあるけれど、俺と八千代ちゃんの存在がカエデちゃんにバレてしまったのは当然のことで、

「八千代サマです！」

　ひらひらのついたエプロンドレス、いわゆるメイド服のカエデちゃんは声の印象通りに小こ柄がらで幼く、ぱん！　と両手を合わせる仕草もどこか子供っぽい。ぱっと目にはいる広めのオデコは健康的で、見たところ小学生くらいに思えるけど──泉ちゃんの例もあるため早計は禁物。

　くるり。踵きびすを返すカエデちゃんは、

「旦だん那なサマ、旦那サマあ！」

　と障子戸へ向かい、「八千代サマです！　八千代サマのお帰りでございます！　八千代サマですよ旦那サマあ！」伝わるようにと大きな声を上げている。

　その嬉うれしそうな声には、果たして隠れている必要があったのか、とも思えてくる。親しげな雰ふん囲い気きが声からも充じゆう分ぶんに伝わってくる。そう、例えば、時彦さんや雪姫さんがいろいろ考えすぎだとか──

「布団から出てきましたです！　カエデ、発見しました！　布団の中に、八千代サマと男の人でした！　二人で布団で発見でございます！」

　…………ん？　んん!?

　ちょっと待ったちょっと待った！　と止めたくはなるけれど、カエデちゃんは誤解を与あたえそうな表現のまま、たたた、と廊ろう下かを既すでに駆け出していて、

「八千代サマと男の人と、布団の中に一いつ緒しよでした！」

　一緒でございました～。

　そんな声はだんだんと小さくなっていく。

　おそらく、カエデちゃんは報告に行ったんだろう。さて誰に？　それはいわゆる旦那サマに。そして『旦那サマ』ってのはいわゆる八千代ちゃんのお父さんな訳で──ちょっとこれは、まずいような気が……。
















　見れば、八千代ちゃんは、ぺたん、と座り込んで呆ぼう然ぜんとしたまま、その小さな唇くちびるに指を当てていて、

「…………あの、八千代ちゃ」

　声をかけても、拒こばむように体を背そむけられてしまう。

　……まさかね、とは思いながら、自分の唇に指を当ててはみるけれど、一連のドタバタで感覚の記き憶おくなんてとうに無く、来たるべき『旦那サマ』との面会に向けての言い訳に頭はぐるぐると高速回転を始める。

　やましいことは何も無い──はずだよな？　うん。

　それでも緊きん張ちようのせいか、頰のあたりがやけに熱くなってくる。とくん。とくん。心臓の音がやたらと大きく聞こえるのも──きっとそのせいなんだろう。













　　　証言（『真霜時彦』について）







　そんなはずありませんよ。ありません。ええ。見てますから。お腹なかの大きい頃を知ってますから。私もお腹に触さわらせていただきました。あの頃の霧姫様は優やさしかったんですよ。とても幸せそうでした。それがねえ。

　死産だった。そう聞きました。何でも男の子だったとか。はい。それでねえ、思ったんですよ。本当だったんだって。真霜の直系に男の子は生まれない、って話。そうですそうです。遺伝だとか呪のろいだとか、そんな噂うわさがありましたけど──何なんですかねえ。それからですよ。霧姫様がおかしくなって。その時に辞やめた人も多かったですよ。まあ、苦労はしましたねえ。怒ど鳴なられることなんてしょっちゅうでしたから。

　和弥様も気を遣つかったんだと思いますよ。ただねえ。そこまでしなくても、なんて、今ではそんなふうに思います。ちょっと和弥様も神経質というか──まあ、気を遣いすぎるというか。小さい頃の環かん境きようもあるんでしょうね。真霜和弥は真霜の当主となるよう厳しく育てられた。そんなふうに分家の方から聞いたことがあります。成り上がりだなんて声もありましたよ。和弥様もいろいろ苦労されてたんでしょうねえ。

　元々は、生まれた子供につける名前だったんですよ。時彦って名前。ええ、霧姫様が嬉しそうに話してたことを憶おぼえてますから。まあ、そういうことでしょうねえ。身代わりとか代役とか──それにしても、ちょっとねえ。かわいそうですよ。そう思いません？　ええ、そうですそうです。霧姫様もその子もかわいそうですよ。本当にねえ。

　何で今いま更さら。みんなそう言ってましたよ。それで霧姫様が良くなればいいんでしょうけど──ねえ。時々、表情が明るくなることはありました。「時彦、時彦」って。まるで赤ちゃんに接するみたいに。でもねえ。なんだかこう、少し怖こわかったのを憶えてます。何が本当のことなのか、分からなくなりそうで。

　なんでも親しん戚せき筋すじの子だ、って話でしたけど──それ以上は何も。普ふ通つうは噂になりそうなものですけどねえ。お喋しやべりな美み津つ子こ様や志し津づ子こ様が何も言わないくらいですから、そもそも知らなかったんだと思いますよ。分家の方も知らなかった──ということなら、本当にごく一部の人間だけが知ってる話なんでしょう。そりゃあ、聞きにくい雰囲気はありましたよ。なんだかかわいそうじゃないですか。違ちがう名前をつけられて、いきなり連れてこられて、ねえ。お屋や敷しきに来たのも確か10歳くらいで。そりゃもう風当たりが強かったですから、親戚だとしても遠とお縁えんなんでしょう。

　時彦様を次期当主に、って聞いたときは驚おどろきましたけど──やっぱり、という想おもいもありましたよ。だってそうでしょう？　勝手に連れてきて、身み替がわりにまでしておいて。あれは和弥様なりの罪つみ滅ほろぼしだったんじゃないですかねえ。本当に、和弥様はいろいろと周りに気を遣う方でしたから。ええ、少し臆おく病びようにも思えるくらいに。







　３　想い、静かに







　結けつ婚こん相手の両親に挨あい拶さつをするとき、いわゆる『お嬢じようさんを僕にください！』というシチュエーションは男性の人生において最も緊張する場面のひとつであると聞いたことがある。現在直面している状じよう況きようはおそらくそれにいくらか近く、だからこそ、ここでこうして正座のままで、自分の膝から先へとなかなか視線を進められないでいる。しっかりと暖だん房ぼうは効いているはずなのに、どういう訳か背筋のあたりは冷たく感じられるあたり、緊張状態における体感というものはなかなかに不可思議なものらしい。

　八や千ち代よちゃんとはただの友人ですよ別段何もやましいことはありませんよ──と勢いで言ってしまえば良かったのかもしれないけれど、そもそも聞かれてもないのにいきなりそんなことを言い出すのはどうなのかなんて迷っているうちに時間はどんどん過ぎ去ってしまい、ますます何か言い出すのが気まずくなってしまう。

　すぐ隣となりに居る八千代ちゃんはといえば、ここに入るとき「失礼します」と言ったきりでなんだかぼんやりした状態が続いている。『ここは藤ふじ倉くら様にお任せします』なんてことでは無いだろうし、『あの……藤倉様』『八千代、そんな呼び方は止めろって言っただろ？』『あ……ごめんなさい。つい……』『それじゃ、お父さんに挨拶に行こうか』『私、恥はずかしくて何も言えないかも……』『そんなの俺に任せとけって』『藤倉様……』『ほらほら、呼び方』『あなた……愛してます♡』なんてやり取りがあったはずもなく八千代ちゃんとはそんな関係性でも無く過去にそんな関係性が存在していたこともない。今までの関係性からかろうじて考えられるのは、『ああもう藤倉様が全部悪いんですとにかく悪いのは藤倉様ですから藤倉様が困ればいいんです！』ってとこではあるけれど、そんな意図の有う無むに拘かかわらずこの緊張感と緊きん迫ぱく感かんは存在していたようにも思える。

　向かい合う位置に居るのが、八千代ちゃんのお父さん、真ま霜しも和かず弥やさんで真霜家当主。俺と八千代ちゃんが（事情があったにせよ）一緒の布ふ団とんに隠かくれていたという情報を受けたから眉み間けんに皺しわを寄せているのか、それともこれは元々なのか。ただ前者であっても後者であってもこっちから話しかけるのが難しいというこの現状に変化がある訳でもなく、この部屋に到とう着ちやくしてからの膠こう着ちやく状態はもう一時間近く──

「10分ですわ」

　ここで訂てい正せい。まだ10分。体感時間が一時間。

「もはや放送事故レベルですわ、当主様」

「む……」

　難しそうな表情の和弥さんとは対照的に、

「ここは失礼してわたくしから。御み厨くりやフミノと申します。こちら真霜家でお勤めするようになってからはまだ日の浅い新人ですが──よろしく可愛かわいがってくださいまし」

　フミノさんは楽しげな雰囲気で、ふわりとスカートを持ち上げてから、「そうそう、八千代様とも初めまして、ですわ」と付け加える。

　メイド服のフミノさんは、真霜家当主である和弥さんの脇わきに控ひかえて立っている。いわゆる、お付きのメイド、というやつなのかもしれない。その姿は御み城しろ学園《トップ３》、巫み城しろのお嬢様の脇に控える八千代ちゃんのようでもある。『日の浅い新人』と自分で言ってはいるけれど、品のある仕草や物もの腰ごしはある程度の経験を感じさせ、かけている眼鏡もどこか知的な雰囲気がある。年ねん齢れいは20代前半、いや後半か。この落ち着きと貫かん禄ろくを考えれば、さすがに10代ということは無いだろう。腰のあたりまであるふわふわした髪かみはボリューム充分で、そのゴージャス感は和室よりも洋館が似合いそうに思える。付け加えて言えば、胸のあたりもなかなかのボリューム感かつゴージャス感ではあるけれど、それはまた別の話。

　にこ、と目が合ったフミノさんが笑えみを向けてくる。これでどうですか？　話しやすくなったでしょう？　おそらく、そういうことなんだろう。さりげない気き遣づかいに感謝する。伝説上の生物と思われた『メイドさん』という存在はなるほど伝説の通り周囲への気配りに長たけているらしい。

　よし。覚かく悟ごを決める。姿勢を整え顔を上げる。いくら失敗してみたところで、命を取られる訳じゃない。

「はじめまして、あの──」

　そこで、不意に思い出すのは時とき彦ひこさんの指示で、「や、山やま田だと言います……」出てくる言葉は条件反射のように。事前練習というやつはなかなかあなどれない。それでも、噓うそを吐つくことへの抵てい抗こうからか、声は自然と小さくなる。

　あらあら、とフミノさんが微笑ほほえんでから、

「あ、ああ、なるほど、うむ」

　和弥さんは少し慌あわてた様子で、「真霜、和弥です」とテーブルに手をつき頭を下げる。

　黒の和服、彫ほりの深い顔立ち、そして鋭するどい眼光。その存在に独特の威い圧あつ感かんはあるけれど──実際はいい人なのかもしれない。顔を上げた和弥さんは、なんだか照れくさそうで、どことなく時彦さんに似た印象を受ける。時彦さんが書生のイメージならば、こちらはいわゆる文ぶん豪ごう、といったところ。たとえ血の繫つながりが無くても、親子ってやつは似てくるものなのかもしれない。

「「それで──」」

　和弥さんと声がかぶる。

　ああすみませんすみません。いえいえどうぞそちらから。言葉は発せず雰ふん囲い気きのみで。けれど空気は悪くない。話を進めるなら今しかない──とは思うけれども、とはいえ礼れい儀ぎは大切に。

「あの、やっぱりお父さんのほうから」

　……

　…………

「……………………お父、さん？」

　なん……だと……？　そんな視線に射い抜ぬかれる。感情を如によ実じつに表しているであろう眉間の皺がなんとも怖い。いやそのお父さんというのは別段深い意味は無く、ごく単純にシンプルに言葉通りに文字通り、八千代ちゃんのお父さんだという意味なので──なんて言い出せない空気が一いつ瞬しゆんのうちに出来上がってしまう。

「………………ふぅ」

　とんとん、とテーブルを叩たたく指は苛いら立だちからなのか。

　政財界に多大な影えい響きよう力を有する真霜家当主、真霜和弥。やはりその迫はく力りよくは強大──というよりもこれは、娘むすめを想う父親の迫力なんだろう。そんなふうに考えてみれば、和弥さんは八千代ちゃんのことをとても大切に想っている訳で、となればいい人であることに疑いは無いけれど、

「………………はぁ」

　その深い溜ため息いきはやはり怖い。

「当主様」「…………はぁ」「…………当主様？」「…………なんだフミノ」「腹式呼吸の練習ですか？」「…………違う」「私としたことが失礼いたしました。てっきり──」「うるさいぞフミノ。静かに──」「では、ひそひそ声で？」「……そういう意味じゃない」「寝ね起おきドッキリ、だーいせーいこぉー」「……お前は何を言っているんだ」

　そんなやり取りの後、和弥さんはこちらには顔を向けないまま、

「……そのだな、つまり、その」

　再び、とんとん、とテーブルを指で叩きながら、「山田くんは、その、うちの八千代と、恋こい仲なかとか、いわゆる、そういう──」

　だん！

　響ひびくテーブルの音には驚くしかない。というのも、続けて勢い良く言葉を発するのは、今まで黙だまっていた八千代ちゃんで、

「ちちっ、違います違います絶対に違います！」

　絶対に、を強調しながら、首を大きく振ふって否定を示す。「絶対に、絶対にそんなことはありませんから！」

「そ、そうか。ああそうか」

　和弥さんの表情には明らかに安あん堵どの色が広がっていて、「それなら──」

「好きとか？」

　場が収まりそうなところで、フミノさんが言葉を挟はさむ。

「す！　す！　すすっ、好きとか、好きとかそんなこ、そんなことは、そのっ」

　顔が真っ赤な八千代ちゃんは今にも泣き出しそうに見える。

「隙すきとか気合とか～♪」

「フミノ！」

　和弥さんがたしなめるが、

「初うい々ういしいですわ」

　あらあら、とフミノさんは気にする様子もない。

　真霜家当主とそのメイド。どうやらその主従関係は比ひ較かく的てき緩ゆるやかなものらしい。そしてこれはどこかで見たような──ああ、なるほど。眼鏡っ娘こにいじられる八千代ちゃん。それはお馴な染じみＳ棟とうでのやり取りと同じで、ある意味、緊迫した空気が和やわらぐやり取りとも言える。「デートとか？」「してません！」「抱だっことか？」「してません！」「なでなでとか？」「だからしてません！」「キスとか？」「き、キキキ、キス、なんて、その」「しちゃったんですね？」「してません！　してませんから！」「あらあら～」やり取りは終始フミノさんが圧あつ倒とう。お互たがい初対面にも拘わらずこの関係性。八千代ちゃんは眼鏡っ娘にいじられる呪のろいにでもかかっているのかもしれない。

　と、そこで、

「失礼します」

　障子の向こうから時彦さんの声。

　入れ、と和弥さんが促うながして、お盆ぼんを手にした時彦さんが部屋の中へ。

　今いま更さらではあるけれど、和装の時彦さんは貫かん禄ろく充じゆう分ぶんで、現当主の和弥さんと比べても遜そん色しよく無く感じられる。さすがは真霜家次期当主。そんな言葉がすぐに浮うかんでくる。

「……八千代、外まで声が聞こえてたぞ」

　時彦さんの口調はいつもどおりにどこか皮肉っぽい。

「あの、それは」

　八千代ちゃんは声を上げるが、すぐに、「…………すみませんでした」言いながら、しゅん、と小さくなる。

「まあ、でかい声が出せるってのはいいことだけどな」

　そんな時彦さんの言葉で不意に気付く。そこにある現実と、今まで八千代ちゃんから聞いていた真霜の家との、かすかな違い和わ感かん。

　ここまでの八千代ちゃんには、別段遠えん慮りよしているような雰囲気は感じられない。和弥さんも時彦さんもそしてもちろん雪ゆき姫ひめさんも、八千代ちゃんのことを心から大切に想おもっているように見える。血の繫がりなんて関係ない。そんなふうに思える。もちろん、良いほうの違和感なら、それほど気にしなくてもいいのかもしれない。

　時彦さんは慣れた手つきでテーブルにお茶を並べていく。

　あれ、こういう仕事ってメイドさんがやるもの──ではないのかな。メイド感あふれる存在のフミノさんは和弥さんの脇に控えたままで、全く動く気配を見せない。もっとも、そもそもメイドとは何ぞやという点については未いまだ理解不充分なところが多い。『オムライスにケチャップでハートを作る簡単な仕事です！　コスチューム支給！』……さすがにこれは分類上違ちがう職種だろう。おそらく。

「御城学園もいろいろ面めん倒どうだよなあ。ま、八千代の付き添そいお疲つかれさんだ」

　ぽんぽん、と時彦さんが肩かたに手を置いてくる。明らかに意味ありげな言動。となれば意図を解かい釈しやく開始。……要するに、学園の制度上、俺が八千代ちゃんに付き添って来ている、ってことでいいのかな？

「……時彦、それは《トップ３》の話だろう？」

　和弥さんの反論。さすがに真霜家当主、当然、《トップ３》制度のことは知っているらしい。とはいえ、このあたりは想定の範はん囲い内、といったところで、

「巫城の嬢じようちゃんも、八千代を一人で動かす訳にはいかないんでしょうね。まあ、今の時期は尚なお更さらでしょう」

「監かん視しか。気に食わんな」

　和弥さんは険しい表情を浮かべて、「全く、巫城の連中は──」と続ける。真霜と巫城。かつては親しかった家同士、とは聞いているけれど──以前親しかったぶんだけ、いろいろと想いがあるのかもしれない。

「あ、いや、すまない。山田くん。気を悪くせんでくれ」

　和弥さんは、ふっと表情を緩ゆるめて、「なかなか、八千代の相手も大変だろう？」

「え、いや、そんなことは──」

「はは、まあ気を遣つかわんでもいい。いま見たところだと、八千代も君には気を許しているようだからね」

　ふぅ、と和弥さんはひとつ息を吐いてから、

「困ったことに、八千代は気を許した相手に対しては口が悪くなるところがあって──」

「父様！」

　それ以上言うな、といった様子の八千代ちゃんに、やれやれ、といったふうに和弥さんが小さな苦笑いを浮かべる。それは家族の信しん頼らい関係が確かに感じられるやり取りで、八千代ちゃんにしては珍めずらしく、どこか甘えた雰囲気があるのに嬉うれしくなる。真霜家当主・真霜和弥さん。今のところは、八千代ちゃんにとっての良い父親という印象が強い。

「まあ、山田くんもこんな遠くまで大変だったね。今日はゆっくりしていきなさい。食事も後で運ばせるから。──フミノ」

「はい、当主様」

　フミノさんは言われるまま、少し腰こしを低くして和弥さんの声に耳を傾かたむける。

「離はなれの客間が空いているだろう。そこを使ってもらうように」「了りよう解かいですわ。かつて分家のクズ息子むすこが使っていた部屋ですね？」「……まあ、その部屋だがな、フミノ、言葉をもう少し」「ファック分家の？」「…………もう好きに言え」

　ひらり、フミノさんはスカートを揺ゆらして、

「では、カエデに案内させますわ」

「あ、父様、それなら私が──」

　立ち上がろうとする八千代ちゃんに、

「いや、八千代は少し残っているように」

　こほん、とどこか照れくさそうに和弥さん。まだ八千代ちゃんに居て欲しい。まだ話したいことがある。そんな想いがよく分かる。

「初々しいですわ」

　微笑ほほえむフミノさんからは、やはり当主への遠慮や尊敬は感じられない。ただ、こっちが持ってるメイドのイメージなんておそらくは古いものなんだろう。時代が変わればメイドも変わる。これがいわゆるメイドのニュータイプってやつなのかもしれない。

　ひらり、ひらり、くす。物腰は優ゆう雅がでメイドちっくではある。

「それでは──参りましょうか」

　まるで、ダンスに誘さそうかのような仕草で近寄ると、充じゆう分ぶんに溜ためを作ってから、

「ご準備はよろしいですか？　────藤倉、冬とう麻ま様？」

　名前の部分は耳元で。囁ささやく調子は愉ゆ快かいそうに。

　名乗ったはずの無い名前があっさりと語られてしまうあたり──なるほどメイドのニュータイプ。その実力はあなどれない。
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「ええ!?　カエデではご不満でございますか？」

　大きな目をぱちくり。カエデちゃんが声をあげる。ひんやりした廊ろう下かを歩くのは俺とカエデちゃんの二人。「結局、フミノさんは来ないんだね」と言ったことに対して返ってきたのがこの言葉。

「いや、そんな、不満なんてないよ。もちろん」

　これは断言できる。廊下が寒くても明かりがおぼろげでも外がもう真っ暗になっていてもここ真霜家に慣れていなくても、とりたてて今のところ何も不安さを感じることがないのはカエデちゃんの明るさによるものが大きい。小こ柄がらなぶん、ちょこちょこと早歩きで進んでいるカエデちゃんは何事も一いつ生しよう懸けん命めい。そんな印象。

　カエデちゃんの話では、外では大おお粒つぶの雪が舞まっているらしい。別に雪が嫌きらいという訳では無いけれど、できれば帰るころには融とけていて欲しいと思う。あの八や重え垣がきさんの運転に雪という要素が加わった場合、さすがに命にかかわりかねない。

「それなら良かったです」

　カエデちゃんはいかにもほっとした様子で、「申し訳ございませんです。フミノさんはとてもとても忙いそがしい方なのでございますから」

　なるほど。時間帯からすれば、料理の担当がフミノさんなのかもしれない。あまり忙しそうには見えなかったけれど、そのあたりは経験による余よ裕ゆうとか貫かん禄ろくといったところだろう。

　それにしても──と思い出す。フミノさん、俺の名前はいつ知ったんだろう。まさか顔を見ただけで名前と寿じゆ命みようが分かるとか怪あやしげなノートを持っているとか実はアイドルでフミフミと呼ばれている、なんてことは無いにしても──少し気になるところではある。

　そしてそもそもの疑問。時彦さんは、誰だれに対して俺の名前を隠かくしたかったのか？　あの場でのやり取りを考えれば、和弥さんかフミノさんってことにはなるけれど──

「……藤倉サマ？」

　不意に立ち止まったカエデちゃんが顔を覗のぞき込んでくる。「何かお悩なやみごとでございますか？」

「え？　いや、別に──」

　どうやらカエデちゃんも俺の名前を普ふ通つうに知っている。それなら考えてみても仕方の無いことかもしれない。

「分かりました藤倉サマ！」

　軽く背せ伸のびでカエデちゃんは顔を近付けてくる。健康的なオデコは幼く見えてなかなか愛らしい。そのまっすぐな目は確信に満ちている。メイドの経験メイドのちから。やはりその能力はあなどれない訳で──

「おトイレでございますね藤倉サマ！」

　違った！　自信満々に言われたけど違った！

「大だい丈じよう夫ぶです藤倉サマ！　カエデにお任せいただければ、全く問題ございま──」

　ってちょっと待ったちょっと待った！　違うから！　何故なぜズボンを！　何故ベルトを外そうと──ってちょっと待ったカエデちゃん！　違う違う！

「ストップ！　ごめん！　そうじゃなくて！　ストップー!!」

　ふぃ？　とカエデちゃんは動きを止める。そんな様子は泉いずみちゃんとのやり取りを思い出させるもので、こんなふうに振ふり回されてしまうのはもはや運命なのかトウマという名の持つ属性なのかと思うけれどもそれはひとまず置いといて、

「ちょっと考え事してただけだから。大丈夫」

　大丈夫。問題無い。違う違う、そうじゃない。そんなこっちの主張に、

「なるほど、わかりましたです」

　うんうん、とカエデちゃんは頷うなずいて、「おトイレの場所ですね。それなら──」

　やっぱりなんか違う！　ひとまずいったんトイレの話題から離れて──とは思うけれど、カエデちゃんの話は、どういう訳かそのままお屋や敷しき全体の話へと続いていく。玄げん関かんに大広間。トイレにお風ふ呂ろに中庭まで。これで一人でも屋敷内を問題なく──とまではいかないけれど、なんとなくでも情報が得られるのは心強い。いわゆるこれが怪け我がの功名、トイレの神様ありがとう。

「ご注意いただきたいのは、決して中庭の奥には行かないように、ということでございますね」

「……なんか危ないとか？」

　例えば、使っていない古い井い戸どがあって、落ちると危険だとか。これだけのお屋敷なら、そういうこともありそうな気がする。

　んー、とカエデちゃんは少し考えてから、

「危ないといえばそうかもしれないです。そのあたりでは、お化けが出る、ということでございますから」

「お化け？」

「はい。人ひと魂だまとか鬼おに火びとか、そういうのです」

　暗くら闇やみの中で、ゆらゆらと火が揺れるらしいのです。言いながら、カエデちゃんはオーケストラの指揮者のように指を動かす。ただその口調は真しん剣けんなもので、冗じよう談だんを言っている、というふうには見えない。

「要するに──火のような何か、ですね」

「カエデちゃんは見たことは──」

「カエデは無いですね。そんなお話がある、ということです」

　言ってから、カエデは近付かないようにしてますです、と付け加える。

　なるほど。噂うわさってやつにはたいてい尾おひれがつきもので、場合によっては背びれ胸むなびれ尻しりびれと付いて元の話がいくらでもどこまでも大きくなることはよくある。幽ゆう霊れいの正体見たり枯かれ尾お花ばな。現実はそんなところかもしれないけれど、このお屋敷の独特な雰ふん囲い気きが、そんな噂に真実味を持たせているのかもしれない。

「そもそも、中庭の奥にはご神体が祀まつられているのです。なので、真霜のご当主サマしか行っちゃダメなのです」

　ご神体ってことは──かつてここには、神社があったのかもしれない。そうなると、『真霜の巫女みこ』という言葉にもつながってくる。

「旦だん那なサマがダメって言ったら、カエデはぜったい近付いたりしません」

　強い口調でカエデちゃんは言ってから、「藤倉サマも、どうかよろしくお願いいたします」立ち止まって、ぺこり、と頭を下げる。

「まあ、別にお化けは怖こわくないけど……」

　さすがに、見ず知らずの場所を一人で歩き回るほどの勇気は無い。時彦さんが偽ぎ名めいをすすめたのも、お前はおとなしくしていろ、という意味合いが強いのかもしれない。少なくとも、近付くなと言われれば近付かないのが無難だろう。

「カエデも、お化けは怖くないですよ」

　カエデちゃんはきっぱりと言い切って、「でもですね、お化けはきっと超ちよう能のう力りよくを持っているのです」

「……超能力？」

　お化けに超能力。なかなかピンとこないが、怪かい奇き現象とかそういうやつだろうか。ポルターガイストくらいなら聞いたことがあるけど。

「超能力で、ぐりぐりーって心をあやつっちゃうんです。お化けを見たって言った人は、ここを辞やめちゃうんです。きっと超能力のせいなのです」

　お化けを見た人はここを辞める。

　それは、ただの偶ぐう然ぜんなのかもしれないけれど──

「だから、ぜったいカエデはお化けに近付いたりしません。カエデ、ここにずっと居たいですから」

　きっと、カエデちゃんはここのことが好きなのだろう。そんな想おもいが言葉の端はし々ばしから伝わってくる。

　となると、八千代ちゃんと時彦さんとのやり取りが気になってくる。ここに八千代ちゃんが帰ってくることを、時彦さんがあそこまで嫌う理由。そこにいったい何があるのか。親しん戚せき連中が、と言っていたことは覚えているけど──

「あのさ、八千代ちゃんのこと、聞いてもいいかな」

「八千代サマのことですか？　カエデ、八千代サマのことは大好きですよ」

　特に迷うような様子も無く、カエデちゃんは即そく答とうして、

「お優やさしいですし、お料理も上手ですし、尊敬してますです。旦那サマも、八千代サマのことは大好きなのです」

　デレデレなのですよー、と嬉うれしそうに付け加える。

　そう。父親である和弥さんも、八千代ちゃんにとっては家族と呼んで問題無い。そうなると──

「例えばだけど、その、八千代ちゃんのことを嫌ってるような人って、いる？」

「八千代サマのことを、ですか」

「嫌ってるというか、ひどいことを言うとか」

　カエデちゃんは視線を廊下に落として、歩みが少し遅おそくなる。

「そう──ですね」

　カエデちゃんは少し言いづらそうに、「少し前までは、確かに、そういうこともあったかもしれないです。やっぱりその、八千代サマが養子だということで、えと、分家の皆みなさんがですね、ちょっと、厳しくあたることもあったかもですけど──でもですね！　今はもう大丈夫です！　もう分家の方はここにはいらっしゃいませんから！　八千代サマがいつ戻もどってきてもいいようにって、旦那サマ、いつも言っているのです」

　そこで、はっと思い出したように、

「霧きり姫ひめサマの一いつ周しゆう忌きには、分家の方も来ちゃいますけど……でも！　でも大丈夫です！　旦那サマも時彦サマも雪姫サマも居ますから！」

　きっと、これはカエデちゃんの本音なんだろう。安心する。ここには八千代ちゃんの味方がちゃんと居る。八千代ちゃんのことを大切に思っている人が居る。たとえ養子だとしても、血の繫つながりが無くても──それはきっと、家族と呼ぶべきものだ。

「旦那サマはとてもお優しい方なのです。旦那サマが居れば大丈夫です！」

　ぽんぽん、と小さなカエデちゃんの頭に手を置いて、

「カエデちゃんもいる、よね」

「はいです！　そのとおりで──」

　カエデちゃんが嬉しそうに伸のびあがったところで、どん！　と不意に現れた誰かにぶつかる。

「すみません！　たいへん申し訳ござ──」

　カエデちゃんが頭を下げるより早く、

　ぱしん！

　乾かわいた大きな音が廊ろう下かに響ひびく。小さなカエデちゃんは、その勢いで倒たおれてしまう。続けて、その誰かは、まるで躊ちゆう躇ちよなく足を上げ、カエデちゃんを──

「っ…………」

　間に合ったことに安心する。背中は痛むが気にするほどじゃない。カエデちゃんを守ることはできた。それで充じゆう分ぶん。問題無い。

　ちらり。カエデちゃんの様子をうかがう。その表情は硬かたい。カエデちゃんの視線は自分を通り過ぎて、背中のほう、踏ふみつけてきた何者かへ続いている。警けい戒かいしているような、怯おびえているような、そんな雰囲気がよく分かる。

　振り返り、見上げる。息を吞のむ。そこにある異様な雰囲気に、背筋のあたりがぞくりとする。掌てのひらに汗あせがにじむのが分かる。

　薄うす暗ぐらい廊下でもよく目立つ真っ赤な着物。ただそれよりも目を奪うばわれるのは──その顔だった。顔中に巻かれた、まるでミイラのような白い包帯。包帯の隙すき間まから、かすかにのぞく片目。刺さすような、冷たい視線。突とつ然ぜんに、世界が変わったように思える。

　それでも立ちあがり、対たい峙じする。言うべきことは、言わなきゃいけない。

「こっちだって、わざとぶつかった訳じゃないんだから──」

　言いかけたところで、カエデちゃんが制するように、

「すみません！　申し訳ございません東とう子こサマ！」

　慌あわてて立ちあがり、割って入る。

「今後このようなことがないよう気をつけます。どうかお許しください！　たいへん申し訳ございませ──」

　ぱしん！

　平手打ちがもう一度。暴力を振るうことに慣れているのだろう。その動きには、まったく迷いが感じられない。

「ちょっと待てよ！　カエデちゃんに──」

「いいんです藤倉サマ！」

　ぎゅっと袖そでのあたりをつかまれる。

「カエデは、大丈夫ですから」

　そして──そのまま、東子、と呼ばれた人は行ってしまう。廊下の向こうで、赤い背中がふっと消える。この世のものではない。そんなふうにも思えてしまう。

　居なくなったことを確かく認にんして、カエデちゃんがひとつ息を吐つく。

「ご迷めい惑わくをおかけして、たいへん申し訳ございませんでした」

「カエデちゃん、さっきのは──」

「東子サマです。巫み剣つるぎ東子サマ。時彦サマの婚こん約やく者です」

　八千代ちゃんとの車の中の会話を思い出す。巫剣。その名前を出したときの、八千代ちゃんの様子には、少し不自然なものがあった。どこか怯えたような、話題にするのを避さけたいような、そんな雰囲気。

「あの包帯は……」

　言ってから、しまったと思う。あまり、聞くようなことじゃないのかもしれない。

　ただそれでも、カエデちゃんは、淡たん々たんとした口調で、

「巫剣で大きな火事があったのです。ちょうど谷の入口あたりですね。そもそも家というか、ひとつの集落だったのですが──」
















　風の吹ふく音が聞こえる。陽ひが落ちて、外はもうだいぶ寒くなっているのだろう。降る雪は、夜にかけて少しずつ積もっていくかもしれない。

「その場に居て、生き残ったのは、東子サマだけでした。ちょうど運よく、時彦サマが通りがかって助かった、ということです。ただ、そのときに、東子サマはひどい火傷やけどをしてしまって」

　そこまで言ってから、カエデちゃんはこっちに視線を向けて、

「でも、気にすることは無いのです。前からあんな人なのです。もちろん事故は気の毒で、とても哀かなしいことですけど──東子サマの性格が悪いのは、生まれつきなのです。決して事故のせいであんな性格になった訳ではないのです。カエデは前から知っているのです。だから、藤倉サマは同情なんてしなくて良いのです。謝っておけば、東子サマは満足なのですから。ああいう人のお相手なんて、さっと終わってちょいちょいちょーいでぜんぜん楽なものなのです」

　どう反応すればいいのか、なかなか難しい。どうしても、あの姿を見てしまうと言葉がなかなか出てこない。

　巫剣東子。時彦さんの婚約者。カエデちゃんに対してあの態度なら、ひょっとしたら八千代ちゃんにも──

「すみません藤倉サマ！　変なこと言っちゃいました。忘れてください。藤倉サマは話しやすいので、つい安心して──」

　いたずらっぽく舌を出すと、カエデちゃんは、じっとこっちを見み詰つめてきて、

「やっぱり似てます。だからなのです」

「……似てる？」

　目が合って、カエデちゃんは嬉しそうに微笑ほほえむ。カエデちゃんがどこまで事情を知っているかはわからないけれど──雪姫さんに似ている、ということだろうか。

「昔ここに居た人なのです」

　カエデちゃんはどこか懐なつかしそうに、「その人も、お化けを見たって言ってから、ここを辞やめちゃいました。10年くらい前でしたけど──とっても優しい人でした。カズさんは、植木の手入れが魔ま法ほうみたいにすっごく早かったのです！　ざざざざざーって。きっと超能力なのです！」

　10年前。はたしてその記き憶おくは確かなのか──というより、いったいカエデちゃんは何歳なのか。気にはなるけど聞けないままで、会話はそのまま進んでしまう。
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　お風ふ呂ろは夕食前に入るべきか夕食後に入るべきか。これはチョココロネを太いほうから食べるべきか細いほうから食べるべきかという問題と同様に意見がわかれるものであり、最終的には個々人の好みに委ゆだねられるものであろう。だからこそ、「ごはんにする？　お風呂にする？　それとも、わ・た・し♡」という伝説のフレーズがまるで預言書のように今も残っているのであり、要するに何が言いたいかといえば、お風呂に入っているときはこんなにどうでもいいことを考えてしまうほどリラックスできるということである。まあ今日はいろいろあったけどそれはひとまず置いといて──という精神的な解放感。なるほどお風呂ってやつはちゃんと計算されてる。温度とか。

　全身を思い切り伸ばしても充分なほどに広い湯船は、木の香かおりに包まれていて高級感にあふれている。なんでも、このお風呂はお客さん専用で普ふ段だんはあまり使わないらしい。そんなところを使うことになんだか申し訳無さも感じるけれど──そこはひとまず考えずに、この幸せなぬくもりに浸ひたることにしよう。

　目を閉じて、体の力を抜ぬく。長なが峰みねさんも泊とまりのはずだから、今いま頃ごろはまだ病院のはずだ。何事も無ければいいと思う。泉ちゃんとみどりさんが居るから、そんなに心配はしていないけれど──それでも。祈いのって何か変わる訳でも無いけど、何事も無いことを祈りたい。カンナと春はる太たは北海道。おいしいものでも食べて楽しんでいるころだろう。もちろん、春太が疲つかれている可能性は否定できない。そのあたりは帰ってコタツでゲームでもしながら聞くことにしよう。あと、巫城のお嬢じよう様さまはいつも通りにＳ棟とうで──

　……なんだか考えると怒おこられそうな気がしてくる。というかどう考えても都みやこに怒られる未来しかイメージできない。忘れよう。考えないようにしよう。来てしまったものは仕方ない。八重垣さんと相談して、帰りに何かお土産みやげを買って帰ることにしよう。よし！

　湯船から出て、ふと気付く。そういえば、石せつ鹼けんやシャンプーなんて、持ってきてはいない訳で、

「藤倉サマ、着き替がえとタオルをお持ちしましたですよ」

　タイミング良く声が聞こえる。「せっけんも使われますか？」困ったときのカエデちゃん。さすが気のきくメイドさん。

「ありがとうカエデちゃん！　助かったー！」

　外に聞こえるように大きな声で。続けて、そこに置いといて──と言おうとしたところで、

「失礼いたしますです」

　がらりと戸が開けられる。そこに居るのは、膝ひざを折って、ぺこりと丁てい寧ねいに頭を下げるカエデちゃんで、

「え!?　ちょっと待っ──」

「お湯加減はいかがですか？」

　顔を上げるカエデちゃんから、逃にげるように慌てて湯船へ。こっちは当然全ぜん裸らな訳で、隠かくすべきものを隠すには湯船に入るしか方法は無い。

「お湯は、うん、ちょうど、かな」

　うまく言葉にならない。さすがにカエデちゃんは全裸では無いけれど、着ている布がやたらに薄うすい。少し濡ぬれれば肌はだが透すけてしまいそうなくらいに薄い。いや別にカエデちゃんは背も小さくて幼い雰ふん囲い気きで肌色部分がこれ以上拡大されようとも特に気になったりはしないはずだけれど、それでもこっちは男でカエデちゃんは女の子な訳でやっぱりこれは問題が──

「お背中お流しいたしますね」

　カエデちゃんはそのままお風呂場へと入ってくる。髪かみは上のほうでまとめて、手にした桶おけにはタオルと石鹼が並んでいる。

「すべてカエデにおまかせください」

　準備万ばん端たん、といった雰囲気は、なんだかこっちのほうが間ま違ちがっているような気にもなってくるが──ここは流されない。気持ちを強く持つべきところだ。

「背中とか自分で大だい丈じよう夫ぶだから、その」

「気にすることは無いのですよ。長旅でお疲れでしょうから」

　カエデちゃんは屈くつ託たくの無い笑みを向けて、「藤倉サマは、気持ちを楽にしていただければ大丈夫なのです」

　そうするのが当然、といったふうに手にした桶でお湯をすくう。

「いやその、別に、そうそう！　そんなに疲れてないから、うん」

　湯船の端はしへ。カエデちゃんから、出来るだけ距きよ離りを取る。

「お客サマには、当然のおもてなしでございます」

　申し訳ございません。本来なら、服を脱ぬがすのもカエデのお仕事なのです。藤倉サマには、大変な粗そ相そうをいたしました。罰ばつがあれば、なんなりとお申しつけください。

　言いながら、カエデちゃんは自分の体にお湯をかける。白い布はやはり薄く、カエデちゃんの肌や体のラインはあっという間に明らかに──

「いいから！　そういうのは本当に！　うん！」

　慌てて目を逸そらす。ダメだ！　これは見てはいけない！　絶対に！　なにこの展開！　こわい！　メイドさんこわい！

「あの、ひょっとして……藤倉サマ？　そのそわそわした感じは──」

　カエデちゃんは確信に満ちた声で、「おトイレでございますね藤倉サマ！」

　違う！　なにそのトイレ方面へのこだわり！

「藤倉サマ！　こちらへ！」

　……こちらへ？

　恐おそる恐る視線を向けると──なぜかカエデちゃんは、自分の胸の前あたりで、何かを受け取めるように小さな両手をお椀わんのように広げている。

　思考が止まる。意味がわからない。ここは素数を──って、いやなんとなくわからなくもないけどそれはぜったい正しくないと断言できる！

「ダメダメダメダメ！　違う！」

「大丈夫です藤倉サマ。すべてカエデに──」

「違うから！　カエデちゃん、そうじゃなくて！　そうじゃないから！」

　カエデちゃんは一いつ瞬しゆんきょとんとしてから、ようやく理解してくれたらしく、

「なるほど。わかりましたです」

　失礼いたしました藤倉サマ、とカエデちゃんは静かに目を閉じて、

「ではこちらへ──」

　あああああ！　違う！　なにこの展開！　こわい！

　湯船に潜もぐる！　２、３、５、７、11、13！　よし大丈夫問題ない！　浮ふ上じよう！　現実は何も変わってないけど大丈夫！　問題無い！

「……藤倉サマ？」

「あのさカエデちゃん！　お風呂はこう、ひとりで入るって決めてるから！」

「おひとりで、ですか」

　ぱちぱち、と瞬まばたきしながらカエデちゃんは目を開ける。

「うんそう！　逆に誰だれか居たら緊きん張ちようして落ち着かないから！」

「あ、そういうこともあるかもですね」

　藤倉サマ、申し訳ございません。カエデちゃんは深々と頭を下げて、「じゃあ、外で待ってますですね。体をお拭ふきいたしますから」

　いやそれも必要ない──とは言えないままに、カエデちゃんは軽かろやかにお風呂場の外へと出ていく。疾風はやてのように現れて、疾風のように去っていく。まだなんだか落ち着かないところは残るけれど、ひとまずともかく良しとしよう。いろんな意味で問題がありそうな事態は無くなった。ただそれだけでもオッケーだ。

　ふぅ、とひとつ息を吐つく。使い捨てのシャンプーと石鹼は、桶のすぐ横にちょこんと置いてある。ありがとう、とひとこと伝えたいところではあるけれど──ここは何も言わないでおこう。何か言うことでまた同じようなことが起こっても正直困る。困りすぎる。

　大丈夫。落ち着いてきた。さて。髪と体をさっと洗って、お風呂タイムは終わりとしよう。あまりカエデちゃんを待たせるのも悪い。

　そんな決意とともに、髪を泡あわ立だてたところで──

　こんこん。

　お風呂場の扉とびらがノックされて。

「カエデちゃん？　いやホントにこっちは大丈夫だから──」

　小さく開いた扉から見えるのは、真っ白な髪と紺こん色いろのジャージ。はにかんだ笑みをうかべて、雪姫さんが顔をのぞかせる。

「あ、え、その」

　様子を見に来た、ということだろうか。

「えっと、その、ここのお風呂、すごいですね……」

　言うべきことはこれで正しいのかどうか。まったく何もわからない。

　ただそれでも、こくこく、と雪姫さんは嬉うれしそうに頷うなずいてくれる。

「広いし、綺き麗れいだし、なんかこう、旅館みたいで……」

　自分が緊張しているのがわかる。何を話していいかよくわからない。

　そんな雰囲気を察したのか、お風呂場の扉は一度閉じられる。

　失敗──しただろうか。そもそも正解があるのかどうか。正解を探すことが正しいのかどうか。そのあたりもよく分からない。家族なら、血のつながった姉弟きようだいなら、こんなときはどうするんだろうか。どんなことを話すんだろうか。

「うー！」

　じゃじゃーん！　といった雰囲気で再び扉が開かれる。そこに居るのは、桶を片手に、ジャージの袖そでと裾すそをまくりあげた雪姫さんで、「うー！」と嬉しそうにお風呂場へと入ってくる。奇き跡せきの異能、真霜の巫女みこ。そんな異名とは全く不ふ釣つり合いな庶しよ民みん的な格好。何か気合が入っていることだけはよく分かるけど──

「え!?　あの、雪姫さん、その」

　こっちの髪はまだ泡だらけで、正直動きがとりづらい。後ろ側に回った雪姫さんは、よしよし、といったふうにこっちの背中を撫なでてくる。

「あの、背中を流すってことですか？」

　とん、と優やさしく。はい、ということだろう。なんだろう。真霜家ではお客さんの背中を誰かが流さないといけない決まりでもあるんだろうか。

　見えないけれど、雪姫さんの楽しげな様子が目に浮うかぶ。軽く触ふれた手からも、そんな様子が伝わってくる。雪姫さんは感情の変化がわかりやすい。綺麗な人だけど、冷たい印象は全く無い。八千代ちゃんにとっても、きっと優しいお姉さんなんだろう。Ｓ棟から居なくなって、八千代ちゃんが落ち込んだのもよく分かる。

「いい、ですよ。まあその、こんな背中で良ければ……」

　自分でも、変なことを言っていると思う。仕方ない。どうすればいいかなんて、きっと誰にもわからない。そもそも姉というものは弟の背中を流すものだろうか。何か違う気もするけれど、「う～♪」と楽しげな鼻歌が聞こえてきて、なんだか何も言えなくなってしまう。まあ、雪姫さんはジャージを着ているぶん、こっちの動どう揺ようも少ない。もちろんカエデちゃんみたいに薄うす着ぎだったら、必死で拒きよ否ひしてただろうけど。

「……あの、雪姫さん？」

　手が止まる。

「タオルありますから、そっちで……」

　さすがに素手でやられると、くすぐったくてしょうがない。

　そっか、冬麻の言うとおりだね。そんな声は聞こえないけれど、背中の感かん触しよくはタオルのそれに変わる。ゆっくりと、静かに。静かに、同じ動作の繰くり返し。もちろん雪姫さんは何も言わない。言葉の無い雪姫さんからは、声が発せられることは無い。想おもいを伝えようとしても、言葉を使うことはできない。

　それなのに──どうしてか、胸のあたりが、だんだんと苦しくなってくる。この想いは何だろうか。自分のことが、よく分からない。何か話さないと、何か。

「雪姫さんは──長峰さんやみどりさんとは、同級生なんですよね。それから、阿あ久く沢ざわさんも」

　とん。背中に、雪姫さんの手が触れる。

「すごく、いい人たちで、優しくて。いつも助けられてます。本当に」

　本当なら、その中に雪姫さんも居たのかもしれない。Ｓ棟とうに雪姫さんが居れば、もっと楽しかったかもしれない。くだらないことをする長峰さんを、笑って許してくれる。そんな雰囲気が雪姫さんにはある。

　雪姫さんも、そこに居たら良かった──と口に出そうとして、言葉に詰つまる。なんだろう。どうしてなのか、言葉がうまく出てこない。

「長峰さん、ちょうど病院行ってるんです。何か、検査があるってことで」

　あれ。思ったことと違うことを言っている気がする。雪姫さんが学園に居たころのことを聞いてみようと思ったのに。

「ちょっと体が悪いんですよね、長峰さん。全然そんなふうに見えないのに」

　まあいいか。仕方ない。

「そのくせけっこう無理するから、みどりさんが困ってるんですよ。でも、二人を見てると、なんかいいなって思います。お互たがいが、信しん頼らいしてる感じで」

　緊張してる。ただそれだけだ。それだけのことだろう。

「別に、何も無いって思ってますけど。泉ちゃんもみどりさんも居るから、何も無いって」

　あれ。なんだこれ。ダメだ。訳がわからない。

「長峰さんは何事も無くて、ちゃんと戻もどって、みんなが居て──」

　何がきっかけだったのか。いったいどういうことなのか。胸のあたりが締しめ付けられるように痛くて、それ以上、言葉が何も出てこなくなる。訳がわからない。長峰さんは大だい丈じよう夫ぶ。別に不安になんて思ってない。いま話したいのは、雪姫さんのことなのに。

　ふわりと。後ろから抱だき締められる。雪姫さんの両手が、体に回される。静かに、優しく。何も言うことなく。

　少しずつ落ち着いてくる。大丈夫だよ。冬麻。大丈夫だから。誰も居なくなったりしないから。大丈夫だから。そんな雪姫さんのぬくもりは、ゆっくりと伝わって──
















「ああ！　雪姫さん！　濡ぬれます！　服が濡れますから！」

　冷静になる。振ふり返る。

　目が合った雪姫さんは、にこ、と綺麗に微笑ほほえんでくれる。それならこっちも安心で──ってそうじゃなくて！

「くっついたらダメです！　服が濡れますから！」

　雪姫さんの紺こんのジャージには、既すでにべったりと泡がついている。ただそれを気にする様子も無く、どうしたの？　と無む邪じや気きな子供のように雪姫さんは首を傾かしげる。さっきのカエデちゃんみたいに、濡れたことで服が透すける、なんてことは無いけれど、さすがに泡だらけなのはまずい気がする。

「…………？」

　覗のぞき込むように、雪姫さんが顔を近付けてくる。雪姫さんの頰ほおはほんのりと赤い。ちょっと恥はずかしくて、思わず目を逸そらしてしまう。

「服が濡れちゃいますから。もう大丈夫です」

　ありがとうございました、と雪姫さんに伝える。

　あとはもう流すだけ。これで充じゆう分ぶん。ほんの少しだったけれど、こんな時間が過ごせただけで、良かったと思える。

　わかった！　といった表情で、雪姫さんは、こくこく、と頷く。

　そしてそれから、自分のジャージの上を勢い良く──

「いやそういう意味じゃなくて！」

　違ちがいます違います！　服が濡れるなら脱ぬげばいいってそういうことじゃなくて！

　まずい。これはまずい。

「ああっ、あの、あのですね、その、服を」

　更さらに雪姫さんは、自分の下着に手をかけている。透き通るような白い肌はだ。そこから慌てて目を逸らす。ちらりと見えた二つのふくらみは意外というかなんというかなかなかの大きさで──ってだめだ。これはだめだ！　どうしたらいいのかわからない。とにかくなんとか服を、雪姫さんの服を──

「姉さん？　お風ふ呂ろの掃そう除じなら、私が──」

　八千代ちゃんの声が聞こえてくる。これはまずい。考え得る最悪の事態が訪おとずれようとしているのがわかる。この状じよう況きようにおいて、何か適切な言い訳がこの世に──

　がらり。

「あ、八千代、ちゃん……？」

　もちろんそこに居るのは八千代ちゃんで間違いなく、なるほどジャージは雪姫さんとおそろいだね、ジャージ姿もなかなか似合うね八千代ちゃん！　なんて言えるはずもなく、

「早く出てください二人とも！」

　お風呂場に、聞き慣れた声が響ひびき渡わたる。
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「いくら姉弟といっても限度があります限度が！」

　こうして怒おこられている状況にどこか安らぎを感じてしまうのは果たして良い傾けい向こうなのかどうか。それは要するに八千代ちゃんに怒られることがある意味自分にとっての日常になっているということで──今後、気をつけたいところではある。

　真霜家、雪姫さんの部屋。ここで食事ということになっているらしく、お風呂からあがってみれば夕食の準備は既にできていて、まるで温泉旅館を思わせる高価そうなものがずらりと並んでいる。突とつ然ぜん押しかけたにもかかわらず、自分のぶんもちゃんと用意されていることには感謝するしかない。

「姉さん聞いてるんですか！　藤倉様も！」

　ちょこん、とすぐ横に座っている雪姫さんは、箸はしでとったゴハンをこっちの口元に近づけてくる。明らかに八千代ちゃんの話は聞いていない。あるいは聞いたうえでさらりと流している。着ているジャージはいままでと同じく紺色のものではあるが、別段濡れていることもない。同じものが何着かストックされているのかもしれない。

　添そえられた左手と期待に満ちた目。なるほどこれは、いわゆるひとつの『あーん』ですね。わかります。

　ちらり。八千代ちゃんの様子をうかがう。夕食に相対する八千代ちゃんはまるで精密機械のように箸を動かしている。「まったくもう……！」という呟つぶやきに、怒いかりが継けい続ぞくしていることは分かるが──特に『あーん』は問題では無いらしい。八千代ちゃんなりの基準があるのだろう。もちろん自分としても一いつ緒しよにお風呂というのはさすがに問題があるであろうという認にん識しきはある。認識に実際の行動が伴ともなわなかったという事実はともかくとして。

　視線を戻すと、雪姫さんと目が合う。

　どうですか？

　そんな雰ふん囲い気きに「おいしいです」と応こたえると、嬉うれしそうに雪姫さんは目を細め、続けて伊達だて巻まきが運ばれる。恥ずかしさはあるけれど、雪姫さんが喜んでくれるならそれで良しとしよう。

　ひととおり満足したのか、雪姫さんは、八千代ちゃんのほうに体を向けると、

「────────」

　音は無いけれど、雪姫さんは口を動かして何かを伝えている。八千代ちゃんは、口の動きで雪姫さんの言っていることが分かるらしい。このあたりは、お互いの信頼関係が感じられる。

「なっ……」

　八千代ちゃんは顔を真っ赤にして、「何を言ってるんですか何を！　そんなことありません！」

「────────」

「やりません！　関係ありません！」

「────────────────」

「なんで私が時彦とお風呂に入ることになるんですか！」

　これも信頼関係だろう。少なくとも何でも言い合える関係であることは間違いない。こちらに向き直る雪姫さんの様子は楽しげで、今度は鰈かれいの煮に付つけを口に運んでくる。

　ちゃんと言っといたからね。おねえちゃんだからね。そんな雰囲気で、いたずらっぽく小さく微笑む。

「八千代は元気だね。安心したよ。健康は何より大切だからね」

「環たまきさんも言ってください。私が言っても聞かないんですから」

「んー、まあ人それぞれだよ。人それぞれ」

　環さんは言ってから、家族のありかたに決まりなんてないよ、と続ける。

　雪姫さんの部屋に居るのは合計四人。俺と八千代ちゃんと雪姫さん。それから牧まき村むら環さん。牧村環さんは、真霜家専属のお医者さんで、ここに住み込みで働いているらしい。年ねん齢れいについては、「アラフォーだよ。過ぎてるほうだけどね」ということではあるが、見た目はもっと若そうに見える。食事に同席はしているが、一緒に食べるということではなく、雪姫さんの体調管理のためにということらしい。

「当主様には何か言われたかい？　例えば、卒業したら戻って来いとか」

「……私が、ですか？」

「そうそう。当主様は八千代のことが大好きだからね」

「そんなことは──無いと思いますけど」

　八千代ちゃんは、少し恥ずかしそうに箸を止めて、「他愛の無い話ですよ。学校はどうだとか、ちゃんと勉強してるかとか」

　まあアレはそう言うだろうけどね、と環さんは愉ゆ快かいそうに、

「本音は戻って来て欲しいんだよ。言わないだけで。まあ八千代もいつでも戻ってくればいいよ。ここの生活は気楽なもんさ。面めん倒どうな連中は居なくなったからね」

　その言葉に反応して、ざざざざ、と雪姫さんが環さんに近付く。膝ひざ立ちなのになかなか素す早ばやい。

「～～～～～～～～～～～！」

　雪姫さんの手がせわしなく動かされ、環さんもそれに応える。二人の会話は手話で行われているらしい。何か不満なことがあったのか、雪姫さんはまるで子供のように、ぷー、と頰をふくらませている。

　環さんは助けを求めるように、

「おーい、八千代も何か言ってくれよ」

　二人の間でどんな会話が行われたかはわからないが──八千代ちゃんの反応はといえば、

「え？　あ──」

　予想外のことだったらしく、ぱちぱち、と瞬まばたきをしている。

　それでも、手話での会話は理解していたらしく、八千代ちゃんは俯うつむいてから、「私は、その、」一度、箸を置く。それから、自分の想いを絞しぼり出すように、「私は、姉さんと一緒に、暮らせたらいいなって……」そこまで言って、真っ赤になってしまう。それはきっと将来のこと。未来の話。八千代ちゃんにとって雪姫さんは特別で、誰だれにも替かえられない存在。一緒に居た時間が、どれだけ幸せだったのかよく分かる。

　雪姫さんは、柔やわらかく微笑んで、八千代ちゃんのほうに歩み寄る。顔を上げた八千代ちゃんと、雪姫さんの目が合う。そして雪姫さんは、八千代ちゃんにゆっくりと顔を近付けて──

「え、その、姉さん？　あの」

　雪姫さんは、八千代ちゃんの頰に口付けする。

　……

　…………

　見ているこっちまで恥ずかしくなる。八千代ちゃんも、決して慣れているという訳ではないらしい。「ああ、あのっ……えっと……」と耳まで真っ赤にして、まるで動けなくなっている。

　雪姫さんは、ぽん、と八千代ちゃんの肩かたに手を置く。まっすぐ視線を合わせて、ゆっくりと語りかける。もちろん声は無いけれど、優やさしい雰囲気は伝わるもので──

「雪姫はね、八千代に、ここにとどまって欲しくないんだよ」

　入れ替わるように、環さんはすぐ傍そばに腰こしを下ろしてきて、「真霜家から出るように。そう思ってるってことさ」

「……どういう、ことですか？」

　そんな問いかけに、なんてことないよ、と環さんは言って、

「八千代には、もっと広い世界でいろんなものを見て、いろんなことを経験して、いろんな人と出会って、そして、幸せになって欲しい。それが──」

　雪姫の願いだよ。どこか誇ほこらしげに続ける。

「私だって同じさ。ただ選せん択たくの問題だよ。選択肢しはいくらあってもいいからね。八千代はここに帰ってくることもできる。家族が居るなら、いつでもね。そういう意味で言っただけのことさ」

　きっと、環さんは言葉が足りないだけなんだろう。環さんも雪姫さんも、結論は同じで変わらない。ただ単純に──八千代ちゃんが幸せになること。家族として、それを願っている。

　雪姫さんと八千代ちゃんは、しばらく甘い空気で包まれていたが、

「あ！　あのっ、環さん！」

　八千代ちゃんが声を上げる。コップから水がこぼれるように、恥はずかしさが許容限界量を超こえたのだろう。そんな様子を見て、雪姫さんは穏おだやかに微笑ほほえんでいる。八千代ちゃんのことが可愛かわいくて仕方ない。そんなふうに見える。

「あの、父様のことで、少し気になったことがあって」

「んー、どうした？」

　楽しげに環さんは応えて、「何か面おも白しろいことでも思い出したかい？」

「いや、そういうことではないのですが──」

　気持ちを整えるように、こほん、と八千代ちゃんはひとつ咳せき払ばらいで、

「どこか、体を悪くしてるとか、ありますか？」

「ん？　どういう意味？」

「いえ、その──なんとなくですけど」

　八千代ちゃんは何かを思い出しながら、「どこか上の空だったというか、顔色が悪く見えたというか……」

「そりゃあ気分も悪いさ。最愛の娘むすめが男連れで帰ってきたんだからね」

「……茶化さないでください」

　八千代ちゃんは少し不満げな様子を見せてから、「あの、前より悪くなってるとか、そういう──」

「基本は変わってないよ。当主様は繊せん細さいだからねえ。胃は悲鳴をあげっぱなしさ。睡すい眠みん薬やくは増えてるかな。分家の連中を追い出してから、いろいろあるんだろうね」

　環さんの口調は、どこか達観したもので、「でもまあ心配するほどじゃないよ。ストレスからくる胃の痛みなんてよくある話。現代病だね。珍めずらしいことじゃないよ」

「でも──」

「五十も過ぎればそんなもんだよ。どこかしらにガタが出てくるさ。人間ってやつは病気と付き合いながら生きていく。そういうことだね」

　それでも、八千代ちゃんは納なつ得とくできていないように見える。なかなか割り切れないのだろう。子供が親を心配すること。それはきっと逆も同じで、家族にとっては当然のことだ。

「当主様には伝えとくよ。無理しないようにってね。八千代はそういうの苦手だろう？」

「それくらいは──」

　言いかけて「……じゃあ、お願いします」と八千代ちゃんは素直に従う。

　環さんと八千代ちゃん。二人の間でも、分かり合っている部分は多いらしい。







　ひととおり食事が終わると、こっちこっち、と促うながすように雪姫さんが立ち上がる。環さんはもう席を外していて、雪姫さんとふたりきり。八千代ちゃんは厨ちゆう房ぼうに顔を出してくる、ということで少しの間いなくなっている。

　手招きする雪姫さんの手は白く細い。なんだか華きや奢しやすぎて心配になる。そういえば、夕食も半分くらいは手をつけていなかったように思う。雪姫さんの体調管理。そのあたりは、ちょっと環さんに聞いてみてもいいのかもしれない。そういえば──白い髪かみのことも、まだ聞けないでいる。

　障子を引くと、そこには大きな窓がある。外はもう夜で、ちょうど二人の姿が窓に映っている。すぐ傍に、寄りそうように雪姫さんの姿がある。血の繫つながった姉弟きようだい。そんなことを今いま更さらに意識してしまう。

　雪姫さんは一度、こっちを向いて微笑んでから、窓を開ける。吹ふき込む風が頰ほおに触ふれる。冷たいけれど、暖だん房ぼうで火ほ照てった体にはちょうどいい。吐はき出された白い息は、夜の闇やみにあっという間に紛まぎれていく。

「雪、ですね……」

　自然と声が出る。大おお粒つぶの雪が舞まっている。見上げれば、真っ暗な空から、白い雪の粒つぶはいくらでも溢あふれてくる。この調子だと、朝にはかなり積もっているかもしれない。

　なんとなく、小さなころを思い出す。小学生のころ、藤倉の家に来たばかりで、まだ新しい家族に慣れていなかったころだ。珍しく、たくさん雪が積もったことがあった。雪だるまを作りたいと言い出したのは琴ことちゃんで、特に断る理由もなかった。単純作業は好きだった。何も考えないのは楽だった。気がつけば雪だるまはかなり大きくなって、琴ちゃんはぴょんぴょん跳はねて喜んでいた。家に入ると母さんは真っ赤になった両手をあたためてくれて、仕事から帰った父さんは「すごいな冬麻！」と頭を撫なでて、雪だるまに赤いバケツをかぶせてくれた。なんてことはない、それだけの記き憶おく。ほんのささいな家族の思い出。あのときの自分は、まだうまく笑えなかった。自分の想おもいを、まだうまく伝えられなかった。それでも幸せだった。幸せな、時間だった。

　雪姫さんの手が、右手に触れて、ゆっくりと握にぎってくる。そのぬくもりは、体の中に染しみ渡わたるように、ゆっくりと広がっていく。雪姫さんが何を思っているかはわからない。何を考えて、外を見せたのかはわからない。ただ、それでも良かった。何も話さなくても大だい丈じよう夫ぶ。そう思えた。ただ雪の粒が舞う姿をふたりで眺ながめる。静かな時間だった。

「…………っしゅ」

　かわいらしい、小さなくしゃみが聞こえる。寒かったかもしれない。このままだと、風邪かぜをひくかもしれない。

「中に入りましょう、雪姫さん」

　その言葉に、雪姫さんは口をとがらせて不満を訴うつたえる。もう少し見たいのに。そんな雰ふん囲い気き。綺き麗れいな外見とその仕草にギャップがあって、なんとなくおかしくなる。

「八千代ちゃんに怒おこられますから。けっこう怖こわいんですよ、八千代ちゃん」

　知ってると思いますけど、と付け加える。

　その言葉で、雪姫さんも納得してくれたらしく、冬麻の言うとおりだね、と窓を閉める。少しずつ、雪姫さんの口の動きがわかるようになっていることに気付く。もう少し長く一いつ緒しよに居れば、会話もできるようになるのかもしれない。そうなればいいと思う。

「姉さん？　何かあったんですか？」

　ちょうど八千代ちゃんが戻もどってくる。振ふり返ると、八千代ちゃんの手にはカゴいっぱいのみかんがあって、「市いち川かわさんにもらってきました。姉さん、好きでしたよね？」

　雪姫さんは、たたた、と駆かけ寄って、八千代ちゃんの頭を撫でる。こんなところも子供っぽい。

　開けていた障子をゆっくりと閉める。雪姫さんと八千代ちゃん、これからは、二人の時間にしてもいいのかもしれない。話したいことはきっといくらでもあって、時間は足りないくらいだろう。

　八千代ちゃんは、視線をこっちに向けて、

「もちろん藤倉様も。もう少し、大丈夫ですよね？」

　幸せそうな笑みを浮かべる。ここに来て良かった。そんなふうに思う。もちろんみかんは大好物で、コタツがあるならなおさらだ。もう少し。あと少し。名残なごり惜おしい和なごやかな時間はもうしばらく続いていく。




　　　　[image: §]




　眠ねむりが浅かったのか、障子を開ける音に気付く。

　それでも瞼まぶたは重い。なかなか目が開けられない。なんとか声を上げようとしたところで、もぞもぞと布ふ団とんに誰かが入ってくる。全身を緊きん張ちようが走る。本能的に、逃にげるタイミングをうかがう。

「──サマ、もうお休みですか？」

　囁ささやくような声。この少し舌足らずな声は覚えている。怪あやしい人じゃなかったことに安心する。背中にその小さな手が触れる。体温が伝わる。どういう訳か撫でてくる。

　そして、その手はゆっくりと、お腹なかのあたりへと動いてきて、それから何かを探すように、少しずつ下の──

「のわぅっ！」

　布団を蹴けって跳ね起きる。安心している場合じゃなかった。本能を信じて逃げるべきものだった。危ない。何かが危ない。確実に。

　見れば、カエデちゃんの着ているものは今回も薄うすい。幼い体の曲線が透すけて見えそうなくらいに薄い。ともかく何より部屋が暗くて良かった。見えない。何も見えない。何も見てない。見ていない。

　カエデちゃんは、にこ、と綺麗に微笑んで、

「安あん眠みんのためには、添そい寝ねが必要かと」

　持っていた何かをカエデちゃんが隠かくしたような気がするが──見なかったことにしておこう。見てはいけない気がする。不ふ吉きつなものな気がしてならない。

　布団に潜もぐり込んだせいか、カエデちゃんの髪は乱れていて、

「それではお布団を──」

「大丈夫カエデちゃん！　ひとりで寝ることにしてるから！」

「そうなのですか？」

　そうなのです。こくこくこく、と勢いよく頷うなずく。

「なるほど。わかりました」

　カエデちゃんの反応はあっさりしたもので、「では、こちらをお飲みください」

　いつの間にか、枕まくらもとにあるお盆ぼんには、薬と水の入ったコップが置いてある。これはいったい何なのか。警けい戒かいしても警戒しすぎることはない。はずである。

「風邪の予防薬なのです」

　カエデちゃんはいたって冷静に、「今日は冷えますから。お客サマが風邪をひく、なんてことがあってはいけないのです」

「あ、うん。そっか。なるほど」

　やっぱり風邪って怖いからね！　万病のもととか言うからね！　メイドさんっていろいろ大変だね！　……ということにしておこう。そういうことにしておきたい。

「ありがとね、カエデちゃん」

　カエデちゃんはじっとこっちを見ている。ちゃんと飲むのを確かく認にんするまでここを離はなれない。そんな雰囲気。ここは──覚かく悟ごを決めよう。仕方ない。とにかく飲めばカエデちゃんはここから居なくなるはずだ。

　錠じよう剤ざいを口に放ほうり込んで、水で流し込む。これでいいよねカエデちゃん！

「はい。あーんしてください」

　……念入りなんだねカエデちゃん。言われるままに口を開ける。それを確認すると、満足そうにカエデちゃんが微笑ほほえむ。

「それでは、藤倉サマ。お休みなさいませ」

　三つ指ついて頭を下げて。障子を閉めてカエデちゃんは出ていく。

　さすがに戻っては──来ない、だろう。おそらく。きっと。何度か気になり目を開けて、そうしている間に眠くなる。まあ風邪薬はそういうもので、今日の疲つかれもあるのだろう。なんだか体も重くなる。思考が次し第だいに曖あい昧まいになる。

　おやすみなさいまた明日あした。明日はなんとか雪姫さんを、『姉さん』と呼んでみたいところではあるけれど──もしもだめでもまあ大丈夫。会いたければ会いにくればいい。きっと、それだけのことだ。







　４　そして、それは夢ではなくて







　視界一面に広がる赤い世界。

　銃じゆう声せいと悲鳴は湧わき出すように足元から広がり、全身を覆おおって動けなくなる。

　湖こ陵りよう銀行立て籠こもり事件。暗い赤。血の匂におい。

　ああ、これは、いつもの夢だ。

　惨さん劇げきの記憶は、いつもいつも自分を10年前に引き戻す。

　犯おかした罪の記憶は、枷かせのように絡からみついて、決して離れることはない。

　逃げるな。忘れるな。

　誰だれがやった。誰が殺した。

　それはまるで呪のろいのように。

　薄れることも離れることもなく──繰くり返し、繰り返し。




　──母さん。




　内から溢れる声は、小さな頃のものだ。

　何もできなかった。誰も守れなかった。７歳の自分の声だ。




　──だれか、だれか、たすけて。




　声だけが、赤い世界に虚むなしく響ひびく。

　誰もいない。たったひとり。誰も答えてなんかくれない。

　胸が苦しい。吐き気がする。

　犯した罪の記憶は、今でもこうして、繰り返し──




　──だいじょうぶだよ。




　冷たい手が頰ほおに触ふれる。

　あのときの少女が、ふわりと抱だき締しめてくる。




　──だいじょうぶだから。あんしんして。

　──こわくないから。だいじょうぶ。




　凜りんとした、黒くろ髪かみの少女。

　もう一人の、あの事件の生き残り。

　微笑む表情が、母さんのそれと重なる。

　暗く赤い、血ち塗まみれの世界で、同じ時間を過ごした少女。




　──だいじょうぶだよ。だいじょうぶ。

　ぽんぽん、と頭を撫なでられる。

　冷たい手。血の匂い。

　夢と現実の境界が曖昧になる。

　暗い世界を照らすように、雪が舞まっている。

　雪ゆき姫ひめさんと見た雪と同じに、夜の中で舞い続ける。

　どこまでも、どこまでも、暗い世界から溢あふれるように。

　まるで、赤い記き憶おくを打ち消すように──どこまでも、白く。白く広がっていく。

　冷たい手、血の匂い。体に触ふれる誰かのぬくもり。

　何か言いたいのに、口がうまく動いてくれない。

　これは──夢だから。だから何もできない。何も言えない。いつもそうだ。いつも同じ。いつもそうして目が覚める。いつもの夢はいつでも同じ。

　繰り返し、繰り返し。

　消えない罪を、何度も、何度も、こうやって。




　──だいじょうぶ、あんしんして。

　──とうまのことは、わたしが。




　──おねえちゃんが、まもるから。




　　　　[image: §]




　時計を見ると午前七時。寝過ぎたことは無いはずだけど──頭が重く感じられる。夢を見たせいかもしれない。そのせいで、気分が悪いのかもしれない。もちろんごく単純に、慣れない布ふ団とんと枕のせいとも考えられる。着慣れていないせいか、浴衣ゆかたもなんだか乱れている。

　ふと、部屋の中に冷たい風が吹ふき込むのに気付く。風の吹くほうへ向かい、障子を引くと、出入りもできる大きな窓が開けられている。開けたままだっただろうか。そういえば、寝ている間に寒気を感じたような記憶もある。

　ふと見れば、庭の木や石は白く覆われている。夜の間に積もったのだろう。もう雪は止やんではいるが、この寒さならしばらく融とけないだろう。今日は雪かきを手伝ったほうがいいかもしれない。

　ここからはお化けが出るという例の中庭が近い。「ぜったいに行かないでくださいね」とカエデちゃんに念を押された、あの場所。そこまで言われると逆に少し気になってはくるが、さすがにこの雪で歩くのは──となんとなく足元を見ると。

　畳たたみの上に、赤い絵の具を落としたような跡あとがある。まだ新しいのか、踏ふんで伸のばしてみると畳に赤色の線が引かれる。

　ひょっとして──と鼻に触れる。右手に血はつかない。鼻血では無いらしい。ただ、ちょうど右の二の腕うであたり、どういう訳か着ている浴衣がべったりと血で汚よごされていることに気付く。

　…………なんだ、これ？

　意味が分からない。どこか怪け我がをしていることは──無いはずだ。痛みは無い。よく見れば、ちょうど血が落ちているあたりは畳が水で濡ぬれ、雪や土もかすかに混ざっている。まるで誰かが外から入ってきた。そんなふうに思える。だから窓が開いていた。そうとしか考えられない。

　背筋のあたりが寒くなる。泥どろ棒ぼうとか強ごう盗とうとか。そういうことだろうか。しかもこの状じよう況きようからすれば、かなり近くまで来ていたことになる。ぞっとする。まったく気付かなかった自分もどうかと思うが──ひとまずは、誰かに知らせるべきだろう。時とき彦ひこさんなら、ちゃんと対応してくれそうな気がする。みんな無事だろうか。そこも気になる。

　気になって、もう一度、外を見る。積もった雪が一部少なく、まるで轍わだちのように続いている場所がある。夜中に誰かが通って、そのうえからもう一度雪が積もった。そんなふうに見える。その跡を、視線で辿たどって行くと──

「………………え？」

　どういう、ことだろう。

　見たものに、なかなか思考が追いついてくれない。手の先が、冷たくなる。

　見み間ま違ちがいじゃない。倒たおれている。ちょうど、大きな木のふもとで。少し先で。真っ白な雪の中で。誰かが。赤い何かと。誰か、が。

　震ふるえる足を進める。まるで引き寄せられるように。膝ひざのあたりまである雪で、すぐに足の感覚が無くなる。手まで震えてくる。雪を踏む音に、自分の心音が混ざる。ざ、ざ、ざ、ざ。少しずつ、近付く。近付くと、わかる。わかりたくなんて、ないのに。どうして。考えることを拒こばむように、心音は高く鳴り続ける。

　そうか。これは──夢だ。まだ夢の続きを見ている。さっきまで見ていた、嫌いやな夢の続きだ。体の感覚は無いのに、少しずつ足が動く。おかしい。変だ。だってこんなこと──あるはずがない。

　大きな木のふもと。そこに体をあずけるように。真っ白な服。真っ白な髪かみ。赤い何かは、その白い髪をべったりと汚している。大だい嫌きらいな、暗い赤。取らなきゃ。変だ。赤いものなんて、似合わないから。それに、こんなところで寝ねてたら──風邪かぜをひきますから。八や千ち代よちゃんに怒おこられちゃいますから。だから。なんで。いったい。どうして。なんで。こんな。こんな。ことが。

　自分の手が勝手に動く。何かを確かめるように、手を伸ばす。夢だから。いいのに。そんなこと。しなくて。

　頭が割れそうに痛む。震える指で雪姫さんに触れる。冷たい。動かない。何も、応こたえてくれない。

「どうっ……してっ…………」

　なんで、こんな、ことが。

　姿勢を低くする。体を近付ける。その顔は穏おだやかで、ただ眠ねむっているようにも見える。白い髪を濡らしているのは、雪姫さんの血だ。雪姫さんの。頭から、流れた、血だ。

「かぜ、ひき……ます、よ…………」

　両手でその冷たい頰に触れる。これは夢だ。違う。あり得ない。雪姫、さんが。どう、して。これは、夢、で──

「誰か！　はやく来てくださいです！　はやく！」

　その声で我に返る。自分の声じゃないそれが、現実に引き戻もどす。そうだ。違う。違うんだ。そんなはずが無い。そんなはずが──あるものか！　そんな現実があってたまるか！　抱だき上げる。雪が落ちる。寒かっただろうと思う。雪姫さんの体は冷たくて軽い。首に力は無い。それでもまだ間に合う。きっと大だい丈じよう夫ぶ。環たまきさんが居る。環さんならなんとかしてくれる。そのためのお医者さんだ。命を救うのが医者の仕事だ。まだ間に合う！　自分にやるべきことはある！

「藤ふじ倉くらサマ！　あの、えっと、雪姫、サマは──」

　息を切らせて駆かけ寄ってくる。さっきの声はカエデちゃんだったらしい。その顔は青ざめている。無理もない。これだけの血の量だ。でもねカエデちゃん大丈夫。大丈夫だから。こう見えて血には慣れてるから。自分でもいっぱい出してきてるから。だから大丈夫だよ。人はそう簡単に──うん。そう、大丈夫。

「カエデちゃんは誰だれか呼んできて。俺は、部屋に雪姫さんを運ぶから」

「わかりました藤倉サマ！」

　カエデちゃんは勢い良く駆けていく。大丈夫。大丈夫。何も、問題なんてない。もう足の感覚が無い。それでも進める。大丈夫。間に合うから。きっと。大丈夫だから。環さんが、すぐ来てくれるから。そうしたら、大丈夫、だから。

　部屋まで辿り着く。自分が寝ていた布団に、雪姫さんをゆっくりと横たえる。よく見れば、自分の布団もべったりと血で汚れている。

「すいません、雪姫さん。ちょっと、汚れて、ます、けど……」

　その手に触れる。冷たくて、細い手。昨日、手を握にぎってくれたことを思い出す。一いつ緒しよに、降る雪を眺ながめたことを思い出す。あのときの自分は、あたたかくて、とても幸せで、もっと、雪姫さんと、一緒に居られたらって、そんな、ふうに──

「大丈夫、です、から…………」

　搾しぼり出すように。祈いのるように。

　どうして。なんで。いったい。なにが。こんな、ことに。何もわからない。どうして、言葉、だって、一緒に居たら、もっと、話をして、どう、して──

「──ちゃん！　冬とう麻まちゃん！　しっかりして！」

　ぶんぶん、と体を大きく揺ゆさぶられる。吊つり目がちで、長めのポニーテール。知ってる。八や重え垣がきさんだ。八重垣、菊きく野のさん。

「どう、して──」

「よかった。聞こえたね。あたしのことはわかる？」

　頷うなずくと、八重垣さんは、一いつ瞬しゆんほっとした表情を見せてから、

「逃にげよう冬麻ちゃん。こうなったら、ここに居ないほうがいい」

　真しん剣けんな表情で、口調で、続ける。

　八重垣さんは、何を、言って。どうして、逃げよう、なんて。

「状況が悪いよ。悪過ぎる。説明は省くけど──このままだと、冬麻ちゃんが犯人にされかねない。だから、ここは逃げたほうがいい」

　何を言っているのか。よく分からない。犯人？　何が、いったい、どうして。

「もちろんあたしだって、冬麻ちゃんが殺したなんて──」

「それは！」

　自分の体温が急激に下がったような感覚。「ちがっ、そんな、こと、は」うまく声が出せない。足に力が入らない。

　違う。違う。だって、雪姫さんは、生きて。

　死んで、なんか、ない、から。だから──

　必死で首を振ふる。ここに居なくちゃいけない。雪姫さんの傍そばに居なくちゃいけない。逃げる？　何から？　まったく何も分からない。まったく、意味が。

　振り払はらうように首を振る。何度も、何度も。まるで子供のように。

　わかった、と八重垣さんは頷いて、

「都みやこちゃんに伝えてくる。時彦のことは信しん頼らいしてるけど──それでも、ここは他ほかの誰かの助けが必要だって思うから。谷を抜ぬけたら携けい帯たいも通じるはずだから、すぐ戻ってくるよ。それまで待ってて」

　そのまま、部屋から居なくなる。

　雪姫さん。やっぱり、眠っているようにしか見えない。すぐにでも、目を覚ましそうな気がする。名前を呼べば、きっと、すぐに。

「雪姫、さん……」

　その冷たい頰ほおに触ふれる。なんで。どうして。どうして、こんな。

　まだ言ってないことが、伝えてないことが、たくさん、あるのに──
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「ここでおとなしくしてろ。悪いようにはしない」

　時彦さんの声。自分の意識がはっきりしない。もやがかかったように、記き憶おくがぼんやりしている。どうやってここに来たかも、よく覚えていない。自分で歩いたのか。ちゃんと歩けたのか。そんなところさえ、判然としない。

　目の前には、大きな柵さくが──いや、これは牢ろう屋やだ。重そうな鉄てつ格ごう子しに囲まれていることに気付く。薄うす暗ぐらい中に、電球の小さな明かりがひとつ。視界はいかにも頼たよりない。

　雪姫さんはどうなっただろう。何も覚えていない。自分は何か言っただろうか。よくわからない。ついさっきのことなのに、何も──

　そうだ。環さんはちゃんと来てくれてた。お医者さんだから、環さんが来て、雪姫さんのことを見て、それで、首を、振って、死んで、るって、頭が、割られ、て、

「っ…………！」

　吐はいた。戻した。びちゃ、とコンクリの床ゆかに嘔おう吐と物が広がる。胸のあたりが苦しい。気持ち悪い。気持ち悪い。頭の奥がずきりと痛む。何も考えられない。何も考えたくない。

「しばらく、ここに入ってろ。落ち着くまででいい」

　時彦さんの声は、感情を押し殺したような、坦たん々たんとしたもので、「八千代もそれでいいな」と続ける。そこでようやく、八千代ちゃんも居ることに気付く。見慣れた和服が目に入る。その足は一歩だけ近付いて、

「すみません藤倉様、ご迷めい惑わく、おかけします」

　気き丈じような声。八千代ちゃんの顔をまともに見れない。見ることができない。誰が悪いかなんて明らかだ。俺がここに来たから、こんなことになった。なってしまった。責められるのは誰なのか。そんなの分かりきったことだ。

「しばらくの間ですから。安心してください」

　優やさしい声。どうして。八千代ちゃんが、いちばん、つらいはずなのに。顔を上げられない。上げることができない。こんなにつらいなら、逃げればよかった。逃げてしまえば、何も考えなくてすんだ。

「それからこっちも。一応な。菊野の乗った車が──谷から落ちた」

　…………え？

　何が、いったい、どうなっているのか、わからない。逃げようと言っていた。連れん絡らくしたら戻ると言っていた八重垣さん。その車が落ちたっていうことは、つまり──

「まあ、あいつはああ見えて身体能力が高い。まだ確かく認にんは出来てないが、あれでも巫み城しろのスタッフだからな。きっと大丈夫だ」

　まるで自分に言い聞かせるように。時彦さんも、不安なんだろう。

　八重垣さんは、事故だろうか。雪が積もっていたせいかもしれない。焦あせっていたのかもしれない。もちろん時彦さんの言うように、車だけが落ちたのかもしれない。まだ、何もわからない。何が起こっているのか──わからない。




　　　　[image: §]




　どれくらい経たっただろうか。

　時間の感覚が、よく分からない。今が昼なのか夜なのかも分からない。それほど寒くないのは救いだろうか。ただそのぶん空気は濁にごって、カビの匂においで満ちている。おそらく、ここは屋や敷しき内のどこかの部屋ということでは無く──地下、なのだろう。地下に作られた牢屋。つまりはそういうことだ。周囲の壁かべは洞ほら穴あなを思わせるが、一部コンクリで固められている。全体的に古そうに見えるが──かつては他の用よう途とに使っていたのかもしれない。鉄格子や鍵かぎは、壁や床に比べればまだ新しいように見える。

　ひとつ息を吐く。少しずつ、落ち着いてくる。感情と状じよう況きように整理がついてくる。自分の心音を確認する。大丈夫。大丈夫。現実を受け入れて──考えろ。自分に何ができるのか。自分は、どうするべきなのか。

　雪姫さんは殺された。事故とは考えられない。誰かに殺された。中の人間なのか、外の人間なのかは分からないが、何者かに殺された。それが現実だ。いまさらそれを変えることなんてできない。目を逸そらしていても、現実は何も変わらない。変えることはできない。

　自分に何ができるのか。どうしたいのか。

　簡単なことだ。十年前と同じことだ。あれは小さなころだった。今ならもっとうまくやれる。うまくやれるはずだ。

　殺されたら殺す。奪うばわれたら奪う。ごく単純な理論構成。あんな優しい人を殺したのだから当然のことだ。当然の報むくいを受けるべきだ。人殺しはどこまでいっても何があっても最低の人間で死ぬべきだ。殺した人間は殺されるべきだ。死ぬべきだ。それはずっとずっと考えてきたことで、そのことが正しいことが証明された。それなら動こういますぐに。いますぐに犯人を見つけて──殺してやる。殺してやる。殺してやる。ぜったいに許さない。許すことなんてできない。人殺しは死ぬべきだ。死ぬべきだ。死ぬべきだ。

　なんだか急におかしくなる。こんな牢屋に居ることが滑こつ稽けいに思えてくる。なんてことはない。所しよ詮せんは鉄だ。温度を上げれば一瞬だ。集中する。感覚を研とぎ澄すます。手に触れた物質の温度を上げる能力。真ま霜しもの異能。ここで使えるのなら、それはきっと運命だ。決まっていたことだ。殺せ。殺せ。殺してしまえ。体の奥から湧わき上がるような感情はもう止められない。止めることなんてできない。

「……………………ん？」

　触れた右手は、鉄格子の冷たさだけを感じる。何も起こらない。何も起きない。目の前から、鉄格子が無くならない。

　落ち着け。冷静になれ。そうだ。前提条件が違ちがっていたのかもしれない。鉄だと思い込んでいただけだ。錯さつ覚かくだ。単純な話だ。熱ではどうしようもない。そういう物質なんだろう。そういう物質があるんだろう。ここが真霜家の地下牢であるなら──その対応は当然のことだ。

　それならと思い直す。自分の能力は自分に使えばいい。そうすれば、この牢屋から出られるかもしれない。消し飛ばすのはどこだ。どこが無くなればこの牢屋から出られる？　腕うでか、肩かたか、それとも足か。待てよ、自分の腕を棒のかわりにすれば、カギまで手が届くかもしれない。牢屋のカギは無用心に壁にかけたままだ。それを使えば脱だつ出しゆつできる。自分の左手を切り落とし、右手で持つ。きっとうまくやれる。問題ない。そうすれば、まさしくカギまで手が届く。よし。集中する。イメージする。自分の血と肉が爆はぜる、あの光景。

「……………………どう、して」

　何も起きない。何も起こってくれない。自分の体には、何の変化も無い。温度を上げる能力は、発動してくれない。自分の体を、切り落とすことができない。どうして。なんで。早く行かなきゃいけないのに。犯人を見つけて──殺してやらなきゃ、いけないのに。

「なんでだよ！」

　鉄格子を叩たたく。苛いら立だちをそのままぶつける。怒いかりは自分に向けられている。どうして。こんなときに。こんなときに限って、なんで、こんな、ふうに。

　叩き続ける音だけが虚むなしく響ひびく。手の皮がめくれて、赤いものが飛ぶ。それでも叩き続ける。どうして。なんで。まるで７歳のころのように。繰り返し、繰り返し。

　がん！

　ひときわ大きな音は、壁に跳はね返り、全体に広がる。情けなくて、涙なみだが出てくる。また同じだ。また同じ。何も変わらない。何もできない。誰だれも助けられない。大切な人が死んでしまう。大切な人が居なくなる。全部自分のせいだ。自分のせいで、雪姫さんが──

　急に、足に力が入らなくなる。そのまま、座り込んでしまう。コンクリの床は硬かたく冷たい。なんだかここが、自分にお似合いだと思えてくる。

「まあ、鉄は硬いよね。だから仕方ないよ、藤倉くん」

　不意に。何の前触れもなく。

　知っている。この声は、知っている。どうして。なんで。こんなところに、居るはずが無いのに。

　薄暗いなかに、長なが峰みねさんの姿が見える。左目の眼帯に触れながら、ゆっくりと歩いてくる。こんなこと、あるはずがない。こんな都合のいいことなんてあり得ない。だからこれは──きっと、夢だ。馬ば鹿かみたいに自分勝手で、子供みたいに甘い夢。

「…………どう、して」

「どうして、と言われると困るけど」

　長峰さんが、近くまで来る。鉄格子を挟はさんでそこにいる。近付けば、手が届くかもしれない。「まあ、車でだね」いやそういう意味じゃなくて……

「免めん許きよとか、どうしたんですか……？」

　なんだかおかしくなる。いつもの長峰さんが、ここに居る。それだけで、安心できる。そんな自分を最低だと思う。こんなときなのに。自分に責任があるのに。長峰さんに頼れるはずなんて、無いのに。頼っていいはずなんて、ないのに。

　長峰さんの顔が見られない。落とした視線は、床のあたりで止まり、動いてくれない。

「取る予定はあるんだけど。それじゃダメかな」

「……ダメ、でしょうね」

「ちなみに、車も病院から拝借したんだけど」

「……ダメですね」

「やっぱりそうかな」

「……逮たい捕ほ、されちゃいますね」

「とうとう僕もジェンガ持ちかな」

「……いや、ジェンガじゃなくて」

　だんだんと落ち着いてくる。右手の痛みを、ようやく実感する。いま置かれた状況を理解する。ただそれでも、何も変わらない。何も変わることはない。悪いのは自分で、俺のせいで、雪姫さんが──

「藤倉くん」
















　その声に、顔を上げる。引き寄せられるように、目を合わせる。

　長峰さんは、穏やかに微笑ほほえんで、

「大だい丈じよう夫ぶだよ。安心するといい。僕はね、君を助けに来た。助けるために、ここに来た。何も気にすることは無いよ。ただ、僕が好きでやってることだから。藤倉くんのことが好きだから──僕はこうして、ここに来た。ただそれだけのことだよ」

　息が詰つまる。涙が出そうになる。長峰さんはいつもの調子で、何も変わったことは言っていない。いつもの調子でいつものように、長峰さんがそこに居る。それだけなのに、想おもいがあふれて、止まらない。

「でも、長峰さんに、」

　迷惑はかけられません。そう言おうとしたところで、

「違うよ藤倉くん。こんなときに言うべき台詞せりふはたったひとつ。単純なことだよ」

　長峰さんは、愉ゆ快かいそうな笑えみを浮うかべる。本当に、いつもと変わらない。何も普ふ段だんと変わらない。第十二期《トップ３》長峰亮りよう平へい。ひとつ歳とし上うえの上級生。同じＳ棟とうで暮らす──大切で、大好きな、先せん輩ぱいだ。

　下を向く。言葉に詰まる。胸が苦しい。涙が出て、止まらない。

「たすけて、ください……」

　自分ではどうしようも無くて。自分だけではどうにもならなくて。どうしたらいいかも分からなくて。でも、なんとかしたくて。なんとかできないか、ずっと考えて。そんなときに助けてくれる誰かが居ることは──きっと、幸せなことだ。傍そばに居てくれる人がいることは、とても尊いことだ。自分にそんな資格なんて無いのかもしれない。許されることなんて無いのかもしれない。でも。ただ、それでも──

　長峰さんは、小さく微笑んで、

「もちろんだよ、藤倉くん。きみが望むなら──いくらでも」







　あとがき







　ご無ぶ沙さ汰たしております。壱いち乗じよう寺じかるたです。６年ぶりの新刊をお届けいたします。

　まず、さまざまな方面におきまして、多大なご迷めい惑わく、ご心配をおかけいたしましたことを、心よりお詫わび申し上げます。大変申し訳ございませんでした……。本当に……。

　事情を正直に申し上げますと、（私的な事情ではありますが）結けつ婚こんしたり子どもが生まれたりで私生活がバタバタしているうちに締しめ切きりが過ぎてしまい、そのままズルズルと……というなんというか本当にまったくもって１００パーセント当方が悪いというものであります。いわゆる原げん稿こうを『落とす』というやつです。いちばんやっちゃダメなやつです。わかってはいるのです。もちろんわかってはいたのです……すみません……。

　２００８年夏の刊行予定が延期となってから、しばらく経たって、編集部様から連れん絡らくがありました。担当様と編集長様で「鳥取まで行くよ」ということでした。東京─鳥取間は果てしない距きよ離りです。鳥取は深夜アニメもほとんど放映されない未開の地です。鳥取砂さ丘きゆうにはラクダがいます。ラクダのこぶは脂し肪ぼうです。

　……大変なことだと思いました。ぜったいに怒おこられると思いました。ビクビクしながら当日を迎むかえました。考えうる限りの土下座をシミュレーションしました。ジャンピング土下座はお店の面積的に無理があろうという判断に至りました。

　編集部様との面談は、こんなふうに始まりました。

「今がいちばんカワイイころですよね」

「……え、あの」

「子どもの話ですよ。おめでとうございます」

　……これはアレですかね。いわゆる学園モノの小説で、悪い不良さんが主人公に向かって、『そういえばお前、可愛い妹が居るよなあ？』『それは』『最近は物ぶつ騒そうだから、注意しないといけないよなあ』『……まさか』『通学路に、街灯が無くて暗いところがあるよなあ！』『きさま、何を！』『保護者会を通じて、町に要望を出すべきだよなあ！』『確かに！』というさまざまな含ふくみを持たせた会話──という訳ではなく、

「子育てって大変ですからね。落ち着いてからでいいですよ」

「あの、えっと、つまり……？」

「トロイメライ、私も楽しみにしてますから。落ち着いて、時間ができてから、またよろしくお願いします」

　鳥取名産のカニを食べながらの、とても優しい時間でした。何も怒られることはありませんでした。こちらが悪いのはどう考えても明らかなのに、何も責められることはありませんでした。いろいろな想いが混ざって、涙なみだが出そうでした。カニからは、とても良いダシが出ていました……。

　そんな訳で。編集部様からは、格別のご配はい慮りよをいただき、壱乗寺かるた、復活することとなりました。復活することができました。６年というのはそれなりに長い期間で、当時の担当様も編集長様も異動となってしまいましたが──あのときのことは、ずっと忘れないだろうなと思います。本当に、ありがとうございました。ここを読んでくれてたらいいなあ。とてもとても、本当に、嬉うれしかったのです。

　さて。本編についても少し。いまやこのトロイメライシリーズは富士見ファンタジア文庫からの刊行作品ではありますが、少々ミステリっぽさも入れたいなー、ということで、そうした要素をぽつりぽつりと混ぜております。なにせ富士ミス出身ですからね！　富士ミスデビューですから！　富士ミスを忘れない！

　ちなみに、同日発売の『しけたい　～日本史で試験対策委員会～』も富士ミス魂だましいみたいなものにあふれておりますので、あのころの富士ミスをご存じのかた、ぜひともそちらもよろしくお願いいたします！（※宣伝です。）なお、富士ミス魂とは何ぞや、ということでありますが、そのことにつきましては（※以下略です。）

　最後に謝しや辞じを。

　日ひ吉よし丸まる晃あきら様。本当にこのたびは、いろいろとご迷惑おかけいたしました……。そして今回も素敵なイラスト、ありがとうございました。日吉丸さんの描かいた冬とう麻まを見て、戻もどってきたんだなあ、と実感しております……。

　担当Ｓ様、編集長様。本作、『放課後トロイメライ』の復活について、ものすごい早さでオッケーを出していただいたこと、とても嬉しかったです。これだけ期間が空あいている作品の扱あつかいは、なかなか難しかったと思います。本当に、ありがとうございました。

　また、本作出版にあたり、さまざまなかたにお世話になりました。いろいろとご迷惑おかけし、大変申し訳ございませんでした。そして、本当にありがとうございました。

　そして、本作を手に取っていただいた貴方あなたへ。おひさしぶりです！　また逢あえて本当に嬉しいです！　ありがとうございました！　これからもよろしくお願いします！



















放ほう課か後ごトロイメライ２




散ちる雪ゆきの奏そう鳴めい曲きよく








壱いち乗じよう寺じかるた
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